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V 形 を 生 か し た ジ ュ ニ ア V 形 鍋 。 剛 性 が 強 く

溶 接 が 容 易 で 、 ひ ず み も ゼ 口 。 フ ラ ン ジ は 、

リ ベ ッ ト ・ ボ ル ト 結 合 に じ ゅ う ぶ ん な 広 さ が

あ り ま す。肉 厚 は4 . 0 mm以 上 、 い ま ま で の 軽 量

形 鋼 に は 不 可 能 な 建 築 に お 役 立 て く だ さ い

V 芳三重岡を f吏ったフ J レウエブキオ・スミフレーム V

を 新 発 売 。 部 材 の 規 格 量 産 化 に よ っ て 価 格 は

安 く 、 し か も 工 期 の 短 縮 化 に 役 立 つ 新 製 品 で す

. スミフレーム V

新 発 売

ジュニ， . V見多重岡

ス三フレー ｾｖ

. 住 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 東 区 北 浜 5 σ ) I  5 新 住 友 ヒ ル

支 社 東 京 錦 千 代 田 区 丸 の 内 l の 8 隣 住 友 ヒ ル

営 草wi 福 岡 ・ 広 島 ・ 高 給 ・ 名 古 屋 静 岡 ・ 析 刈 仙 台 札 幌



床材のハイファッションマチコカラー. • .  

. 美 し い フ ァ ッ シ ョ ン の 色

米 国 連 邦 規 格 合 格 の 丈 夫 さ

美 し い 色 で が ぜ ん 注 目 さ れ た

マ チ コ カ ラ ー ノ き び し い 士 見 十 各

に も 余 裕 の 合 格 を し た 丈 夫 さ

ア メ リ カ は も ち ろ ん ド イ ツ や

イ タ リ ヤ で も 定 評 の あ る マ チ

コ タ イ ル は 松 屋 な ど 有 名 ビ ル

に 続 々 採 用 さ れ て い ま す 口・

美 し い 色 が20種 ま ね の で き な い 国 際的 な フ ァ ッ

シ ョ ン の 色 で す 。 オートメ工 場 でￍｴｬＺｾしていま

す か ら い つ い か な る ご 注 文 に も O K で す 。一一一一

マ手3

リノリユーム・リノタイル・ビニラートタイル・マチコタイル・ナイアンリノタイル誌発尭元

@東洋1) ノ1) ユ 吋 会 社

ＧＢ眼 ｭｾｾ 周Ｎ Ｂ ・ ｊ ｯＦ ＧＱ Ｔ ＱＱＱｮ 三 柑 ヒル ・τ " 弐 飯 ( ZSZIn れ

見.. ・，.央区姐.. ・7 闘 品 初 ピ ル ・T E L J岐 駕 ( 561) 1341

名古屋 ｭＮ Ｂ， 官飯町 Ｒ の ｉｉＧＦ ｯＡＮｬｉＮｴＺけーピｾ . τ E L 各 省A ( 231 )5刷

・岡附今原町・T 8 1 2‘ t n2 . T E L  11 肉 C 1s 10l 尚
氏Mの民会メ ーカー .  . . . . . _.  
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専門家が推奨す否
ピ ヲ

i 金属製m¥、 木製扉、 強化硝子扉
ポ

ロ
;合成樹脂扉、 何れの! 手にも使用 Ｎｾ＠
出来ます。

ヲ'諸官庁御指定品 旭硝子御採用品

ト

製 造 元

邑 ヒ
敷 島 金 物 株 式 会 社

大 阪 府 布 崎 市 横 沼 町 1 の 4 6  

畠d :.J 
明Z 筒ー 布 泊 (721) 7  7  1  3  - 4  

東 京 都 千 代 国 区 神 田 三 崎 町 2 の 2 6  
園田 . .  

圃・・・
.flt 宮 舌 来 京 (262) 5310 ・040 3 ｾ＠ i:..J 

世 聴 に 諦 る J

ポ イ ラ 負荷 4・・h ポ イ ラ 効 率

ＱＰＰ Ｅ でも ιｾ 8 7 %  

2 0 %で も 邑 ・ 8 7 %  

株式会社 ｾｊｾ 川鍛玄所
本 社 ・工 場 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 北 1 の 11  T  E  L  (458) 8681 ( 代)

東 京 名 古 屋 九 9'1'1 滋 賀 工 渇

， 
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= ・宮古宇

ヲロアヒンジ

許特界世

販売元 株 式 会 社 = 河 台 十

東京都中央区日本橋本町 2 - 7 ( 信和ピル)

T E  L  (241)  1  0  3  1  代表

敬造元 ヂ イ パ ツ 工 業 株 式 曾 滋

① 打抜模様は美しく超軽い

② 模様の抜穴は均等で強い

③ どんな角度もビスで組める

〈縫 lt : 名記入向上、カ タログご請求下 さい〉
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様 天 然 大 理 石 に

ま さ る 新 建 材 ノ

〉 フ ジ マ ー ブ ル 〈

。

. ビ ル 外装 と イ ン テ リ ア の

感 覚 演 出 の カ ギ

ぞ れ は 内 外 袋 材 の 4美 し き 〉

に あ リ ま す そ し て

そ の 災 し き を 泌 現 し て 天 然 大 地 石 に

ま さ る 新 怨 材 フ ジ マ ー ブ ル が

い ま 大 変 な 評 判 に な っ て い ま す

あ な た の 感 覚 淡 出 を 寸 ー 分 に i汚 か す 新 怨付

フ ジ 7 ー ブ J レを

ゼ ヒ い ち ど 必 試 し く だ さ い

田 フ ジ マ ー ブ ル の 特 長 - - -ロ ー

t  ) 強 Iぎ が高 い 鮒 イの 引 張 強 度 は 硬 質 寝

' ビ 似 の 約 2 i 舟

2) 耐 成 粍 性 に す ぐ れ て い る 優 れ た 献 血 竪

ノ 事毛f牲 を む っ て い ま す

3 ) 耐 候 性 に 富 ん で い る 耐 水 ・耐 滋伎 が

ノ き わ め て 良 好 で あ リ 続 年 変 化 に 強 い

4) 破 犠 さ れ に 〈 い 硬 度 約 百 〈政 縦 し が

ノ た 〈 な お 年 勾 硬 化 し ま す

5 ) 鋭 燃 性 で あ る セ 資 材 に 峨 俄 質 を 使 用

/ し て い る の で 燃 焼 し が た い

6) カ ラ ー ほ30数 種 以 上 も あ る あ な た の

)  ! 銭 党 泌 出 を 十 分 に 活 か す た め 3 0 敏 明i.

余 り の カ ラ ー を 用 意 し て あ り ま す

〈牢寺宮千 手

!プd

発 売 元

東 京 日 立 ビ ル 施 設 販 売 株 式 会 社

総代理ｾフ ジマーブル販売株式会社

東京都 ， 住区ｾ雨ｻ主久 ｦｬ ｬｉＱｈｔ Ｒ Ｍ Ｔ ( H . 工事E省 別館 }

本社営費陸部 点 ボ 附 中 央 区 銀 繕 8 - 3  ( 京 成 ビ ル )

T  E  L  * 京 ( 5 7 1 ) 3 1 7 6 - 9  

. カ タ ロ ? で繍求並にご照会は「建 築 と 社 会 的広告による J とお申添え下さい



奇2董緩勾配尾根氏

軽快今道代建築枚

Ｘｾ ｊｩｅヌ Ｍ， ｜ｏＭ ｩＧ ｉｾ ソイド

8ii ]';"ILテン1レ7イ〉タ

伸 縮 目 地 材 エ キ ス パ ン

日 源 化 学 工 業 株 式 会 祖

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 洲1- 3 大阪営業所及大阪工場

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5 大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 通り 3 - 3 9

名古屋営業所 名古屋市港区南十一番町2 - 6 T  E  L  (392)  0  0  5  1  - 6  

T  E  L  (66)  8  2  5  1  - 5  



小 の ス ペ ー ス を

大 の 燃 焼 効率 で 活 か

高 さ 1 . 0 8  -

ず' J - ! /; f- - の 塵 芥 炉 は 、

ご 家 庭 か ら 大 工 場 ま で

巾 広 い ご 愛 顧 を い た だ

い て お り ま す

放熱板、ムダのない空気利ｊＭｉｾ・・

新 し い ア イ デ ア が い っ ぱ い の 本 格

的 l彪 芥 炉

工土ｾｾｾ . 学 校 ・病 院 ・ホテ J レ ・ ピ ル

TYPE な ど で の 多 公 の ゴ ミ 処 理 に お す す

定置式 めします

ゴ ミ 箱 が わ り に 設 置 笠 で き る コ ン パ

ク ト タ イ プ。 水 っ ぽい ゴ ミ も 完 全 1:

焼 却 す る 苅 性fili 。 火 災 の 心 配 が な

い元 全 信 ｉｾ Ｇ ｊ 式 。 臭気も出ず、煙も

ー 少ないので ｦ 街 ｾ ｉ ＮＺ (J勺。 広 い羽町内では

TYPE 分 散 J笠 訟 が ff .fi llで す。 銀 行 ・ 寮 ・

特 許 番 号

248182 .  583503  

48G791・486824

511838 ・655818

特 許 出 願

38- 63138 ・38- 82085

3 5 - 45135 ・3 7 - 12522 

3 7 - 15794 .  38一 日 日8

38- 18661 ・31- 20123

ポータガレ 社宅 ・食J山山 - 一 般 家 庭 に 一 一 l カ タ ロ グ ご同求ください

イシ5 ' ナー工業

}宰 タヤ炉

本 社/ l l ! 京都品川区五反 111 1ー 129( 三 此 ピ ル〉司! 441 ・2291 大 阪 支 I吉/ 大 阪 市 北 区 牛 丸 町55 ( 東 洋 ピ ル〉電 312 ・7481

名 古屋 嘗蝶 所/ 名古庄市日目利区恵プi 町 2 - 8 1官 84 ・5874 縄 問 嘗 揮 所 / 稲岡市理事吉3 ( 容 n ピ Jレ〉 電 76 ・1 8 8 0
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本社工場 大阪市西淀川区御怜島東 2 / 5 電話大阪 (' 171) 1494 - 4

第二工場 大阪 市西淀川区御怜鳥西 3 / 9 9 国百 白人ｾ ＮＦ ＨＮＮｪ Ｗ Ｑ Ｉ 0 4 2 口
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J
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- 回 転 軸 部 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ を 採 用 し た 耐 久 品

記事・ ｪＧ ｯＨ ［ｪＺ ｾｾＨ］ＱＱｈｬ￟ ＮＵＧ｢ｏＩ ｍｈｻ＼＾ｯ Ｚｇ［ ｯＪ L-， ｾｬｭ＠ ［ｬｊＧｾｯＡｬ 守 ｴ
び な い よ う ボ ン デ ラ イ ジ ン グ 加 工 争 施 し た よ

実 用 新実 登 録

第 517316号 の

立 枠 に は 何 ん ら

抵 触 致 し て お り

ま せ ん 。

に 砂封筒謡 ｾｬ 接 をしております。

・ 焼 付 準 装 仕 上 製 品 の f也に、 f也 の 持 出 し !'f， m腕

部 ( 吊 込 後 扉 力 、 ら 忽 出 す る 吉 田 分 ) に c: U  S  2 7  

( 18 . 8) ス テ ン レ ス 製 ヘ ア ー ラ イ ン 仕 上の 化

時庄カノ〈ーを f寸 け で あ リ ま す 。

・ 回 転 部 分 に ナ イ ロ ン ベ ア リ ン グ 及 び ス ラ ス ト

ベ ア リ ン グ を 阪 入 し で あ リ ま す 。

• ｾｉ ｊＡ製の言宣言十製作舎も歓迎至宝しませ 。

三 後建 材 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 佐 野 区 警 告 矢 柄 1111 一 五 一帯 地

大 I!.反 ( 751) 3  6  5  3  - 5  



今際世男み

驚守的建材
40年 の 歴 史 と 最 新 技 術 の 産 物

ヰ寺 言キ ・ 耐 酸 ・ 耐 ア ル カ リ ひ ふ く 鉄 板

ｊｴ ｉｊｉ Ａｊ ｾｊｾ ｪＮ Ｙｊｾ＠
. 永 久 建 材 の 超 ひ ふ く鉄 板

スー代田 ｲｴＧｊ 王レ ｉＩＩｾ 克明ル
大 丈 夫 です 新 時 代 に- : ? "';/ チ し た

各 種の カ ラ ー 製 品 が あ り ま す

. 英 し い ア ル ミ 箔 ひ ふ く 禽肘反

法 定 不 燃 焼 ｊｴ Ｇｊｉ Ａｊヲル ｲＩｾｾ Ｍ Ｇ 、

責 任 施 工 ・
Jt IJ I !J Jj ｊｾ 克明ル製造株式会祉

本 社 工 場 1. 崎 市 太 拘 北 IJ Ｇ ，Ｑｩ ｊＮ｜ Ｊｾ ｩ＠ ( 481)  4 9 4 7 → / 車 問 並 工 場 川県! 曜II;}<1' 腿 1 6  2  Ｐ 唱 ｊｾ ，11 ( 32)  3  1  1 ト 7

大 飯 主 直 尼崎市北軒' 1 4 - 41( 古川ピル) 'rIi 話大l1i ( 401)  9  7  4  5  - 6  主底・出彊 踊 郡山・八幡・名古屋・川崎・岩国・宇部・遁問 ，1'，( 賀・三原・徳島・壇山

ドア を 閉 め る の は

ボ ク の 役 目 で す

. 建築様式の著しい発達に伴ぃフロア ヒンヂも、これ

に通応したものを要求されます 。

創立40余年を誇る最古の経験と、最す身の特殊専用機設備

から次々と生れるニュー スター ・フロア ヒンヂは、取

扱いが簡単で、耐久力があり、建築設計業者の皆様から

信頼 ある理想的な製品として広範囲にご使用いたた・いて

います。

ニ. 1 - 亥写ー製品

- 7 ロア ヒ ン ジ ・ピポ y ト ヒ ンジ

・ド ア チ ェ ，7 償 型 ・ラ，<トリ ヒ ン ジ

・ H  登ｾ - )甲 板 メラミ ン樹脂

・ H  隠 蔽式 ・J甲 板 クリスタル耐子

日本ド7一子工、γケ製造株式曾社

ふ吐工 ｊ ｾ 六阪市生 野 区 ， Ｐ 長崎町 Ｒ 2  2  電 品 ( 7団 ) 1251 ( 代. &)

東 京 王 庖 東京副 T 代田区神田小川町 2 12 

I1宮 ピル 電 晶( 目3)崎 31(代 現 ) - 5

'0間 出 損 所 11岡 市 X 神 4 丁 目 4 2  A  1t 鈷 (74) 2372 .  3312 

名古居出現所 名 古 屋 市 東 区 高 岳 町 : 丁 目 1 1 電 晶( 96l ) S771 (代 輯 ) - 3

札 視 也 蝿 所 札 視 所月 束 中 央 過 3 1  .4 - 1  電話 (86) 即 日 8433 



'ート

. ド ア ー を 大切 に す る ヒ ン ジ

;J  

. 耐 蝕 性 ・ 耐 熱 性 に す くーれ 、 錆 び た り 変

色 し た り す る こ と は あ り ま せ ん

・ 高 精 度 を 誇 り . 音 を 立て な い ・ 磨 耗 が

な い . 注 油 が い ら な い ・ 衝 撃 に 強 い ・・・ ・・・

な ど 数 多 く の 特 長 を も っ て い ま す

三止町 4%%1、

10 

近 代 建 築 に ふ さ わ し い ス タ イ ル / ヌ テ ン レ ス に へ ヤ ー ラ イ ン ・ ラ

ッ カ ← 焼 付 加 工 し 内 部 は 光全 防 錨 下地 メ ラ ミ ン :焼 付塗 装

ム

- 牛乳の安全性…盗難を防止します

・牛乳が配達される場合…表蓋が自動的に施錠

されます

・牛乳を取出す場所…裏蓋はかんたんに開きま

す( 表蓋は施錠されたままです)

・空瓶を入れる場合…空瓶争受台に置くと、表

蓋が自由に開けられるよ うになります

・受台には 180cc瓶3本が置けます

・取付けはかんたんです

. ミルクチ ェストの竪厚は |∞弘、150弘、180私

の3種があり、ご要求に応じて製作しており

ます

. J 1 5規格表示許可工場 日本住宅公団指定 メーカー

C f T 承 知 工 業 株 式 会 社

出 京 3車 京 都 千 代 田 区 外 神 田 3 - 15- 4 T E し( 255) 咽 3 1- 1  

営 巣 所 { 日 商 会 館 ピ ル 113号 J



4 会 員 の 受 賞

本年 7 月の第17回国土建設週間に際して下記会員諸氏は，建設界における多年の功績によって建

設大臣より表彰を受けられました 。乙とに誌、してその栄誉をお慶び申し上げます。

記

〔建築関係〕

石 川 究 三 氏 (松下包気産業建築顧問)

坂 内 幾 三 郎 氏 ( 坂内建築設計事務所代表取締役)

高 橋 震 夫 氏 ( 大阪建築事務所社長)

森 忠 一 氏 ( 村野 ・森建築事務所次長)

桑 田 正 一 氏 ( 桑田硝子社長)

( 建設業関係〕

伊 丹 久 吉 氏 ( 藤木工務庖専務取締役)

市 川 繁 雄 氏 ( 日本管工業社長)

久 保 幸 一 氏 ( 久保商底社長)

染 木 正 夫 氏 ( 染木建設社長〕

水 野 暮一郎 氏 ( 水野建設社長)

‘ 第 2 回ニューヨーク世界博・メキシコ建築視察団員募集

1. 期 日 昭 和40年 9 月24日- 1 0月14日

1. 費 用 ￥ ω8，αゎ

1. 申込締切 昭和40年 8 月10日

1. 申 込 先 日本建築学会( 東京都中央区銀座西 3) 内建築国際述絡協議会

4 第 6回都市・住宅夏季研修会予告

1. テ ー マ ①国際博への提案

②未来への提言

1. と き 昭和40年 9 月21日( 火) 予定

1. と と ろ 大阪科学技術センタ ー

1. 主 催 在阪建築諸国体

4 最近の施工法講習会・予告 ｲ 抗 ｌ 判 『 防水工 ｾ ｊｕ r'l 笠l止コンクリー卜 j r鉄' f ]'J

教育委 ｴｬ 会の ＱＱ ＱＮ 、 可小ｾ日会で企 ｪｩｦｩｪ を検討しておりま す。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111“111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111  
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4 第 2 回実務に直結した建築工事別説明会 「基 礎 と 工 法 ー そ の 2 - J

12 

日 時 8月27日 ( 金) 開会，午後 2 時→閉会 51侍

会 場 大阪科学技術センタ - 4 階401号室 ( 冷房完備)

( 大阪市西区靭 1- 118 但し市バス籾公園前)

定 員 2∞名( 申込は不要です。お誘い合せど出席下さい)

説明題名，説明者

「建物基礎IC対するペーパードレーン工法」

側新日本技術 コンザルタン ト開発銀長 森 本 辰 雄 氏

r無騒音，無振動の アースドリル工法」

側 加 政 製 作 所 検 査 恕 長 加 藤 義 雄 氏

「建物とパイ プロ ・コ ンポーザ工法」

不 動 建 設 側 研 究 室 主 任 一 本 英 三郎 氏

建物基礎に対するペ ーパード レーン工 法の利用

ペーパード レーン工法とは，排水効果の良好な特殊な厚板紙の長尺のも のを地中に抑入して，サ

ンドドレ ーン工法などと同様な方法で脱水を行ない，地盤を強化 しようとす る工法であって，臨海

Jill 立地その他ですでに相当の成績をあげております。

ill 物芯礎』ζ ζ の工法が利用 された乙とは，未だ例がないようですが，新潟地長などの伊lから見て

基礎地盤の上回部を強化し ，水平J J Iζ 対する安定性をWIす必要がある乙とを最近強く要望されてい

ます。

乙のような建物の基礎地盤改良については，①絡快 lζ 実施できる乙と ，②コス トが災い乙と ，③

載 f有が容易で短期間 lζ 強化できる乙と ，などが必須条件であるといえます。

ペーパードレ ーン工法は，今後の研究を要する問題がかなりありますが，上記のような諸条件に

本質的に適合する性質を持ってい るので， 建物基礎 lζ 利用する乙 とは効果的である と考えられます。

K A T O  T & K アースドリル工法の特長

基礎工事といえば，従来大地を轟かす騒音と振動がつきものでありま したが，K A T O  T & K  

アー ス ドリ ルはとの難問題を見事解決いた しました。

1  無騒音，無振動で工事ができ ます。

2  確実な悲礎地盤まで容易に到達ができ ，狐り 止めが確尖で= す。

3.  大口径，深穴の掘削ができますから大きな支持力をもっ杭を築造する ζ とができます。

4.  抑削パスケットの取替 lとより f l l I l な杭筏 Ｈ ＵＰ｣ ｭｾ Ｒ ∞ ｣ ｭ Ｉ ができますから ， 経済 的 な設計・

が容易です。

5.  掘削は機械掲で，人力による掘削を必要としませんから安全です。

6. 施工速度が早く ，作業人員が僅少ですみますからしたがっ て工費が低廉です。

7. 新幹線並に名神高速道路を初め，高架道路，建築の支持抗lζ 数多 くの施工実紅11とより容易に

設計 できます。

8  用途により次のよ うな機極をそろえてお ります。

20- H R型. 20- T H型，50T H型

9  特 lζ 50- T H型ア ース ・ドリ ノレ( 新発売) は，ケーソン lJi 礎工法IC変わる 111界政大の捌削口

従1i '5j ) ;を有 し，従米のオ ーノレケーシング. . . L訟に加えて，サン ドポンプユニット を{)l:f 11する乙

とにより ，1成大品111M杭 5 m， t程度 300m までの リパースサ ーキュ レーション工法が可能で，

またサンドポンプユニット 代に約 7 m
3
j mi n以上のエア ーコ ンプ レツサーを伎月j すれば，エ

ャーリ フ ト工法も保J l 1 できます。

建 物 と パイプロ ・コンポ ーザ ー 工 法

ノミイブロ ・コンポーザー工法は，軟弱地盤改良1 : 訟として，改良目標 lζ 比、じ ，所長間耐に絡の大

きい，よく締った砂柱を ， 振動ヰ ｉ ｾ￞ｾ Ｇ ( φ必0) により. i . ! l i 統fr入 して造成し ，f I 動泊録竹 lill ノ'j J えで

その状況をｊｴＡ怪しながら ， 地盤全体の地耐力を判 ｾ ｉ 強するものであります。軟弱地盤のうち ， ゆるい

砂質土に対 しては，締固めによる地耐力増加を，ホli質土に対 しては，地盤と砂住を合めた核合地盤

として地耐力i首加をはかります。通常 ， Ｖｏ ｾ ＸＰ｣ ｭ 径の砂住を Ｎ Ｑ Ｎ Ｒ ｾＲＮ＠ 2m間隔に打投して，改良

地耐力10- 20tj m
2
が得られます。

施工実績は，全国に遍在 し，すでに数十カ所，パイル施工総延長が 750万m lC達 してい ます。そ

の適用は，広範囲にわた り，一般構造物基礎の他，すべり 防止，水平抵抗の増強などに利用されて

います。建築法礎では，住宅，工場，学校，病院，事務所，IffJ II，物置場などに適用 され，浜巾子

問 問地 Ｑ Ｕ Ｐ ｾＪ の地制定改良は ， その代表伊 ｪ です。



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 4 0 年 盛 夏 ( 卯音11民)

青 男 上盛 繁

清 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 PIT 5  iJl: 1  6 号

井 鴻 朗太

株 式 会 社 向;i 池 組 本 社 常 鹿 取 締 役

青 柳 不 折

株 式 会 社 岡 本 組 取 締 役社長

本 底 大 阪 市 西 成 区 玉 出本通 4- 1

TEL (651) 7  7  7  5  (代 表)

支応 東 京 ・名 古 屋 ・神 戸

赤 崎 向

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区南森町29番地の 1 新南森町ビノレ

井 上 福 蔵

株 式 会 社 井 上 組 代 表 取 締 役

大 阪 市 都 島 区 東 野 田 |町 2- 15

自 宅 ・枚 岡 市 石 切 山 荘

井 手 正 雄

社団法人 日本建築協会京都支部支部長

京都市中京区押小路通柳馬場東入橘町 ω5

京都建築会館内

浅
: J J ‘  
，ロ 五 +  雄井 貞

双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 次長

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3 7  

嵐 芳

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 副 社 長

浅 沼 猪 之

株式会社 浅 沼 組 取 締 役 社長

大 阪 市 天 王 寺 区 石 ケ 辻 町 1 3  

士

ロ 丹 久

浅 野 重太 郎

第一工業株式会 社 大 阪 支 庖 取締役支庖長

大 阪 市 北 区 宮 田 町 3 0  

;圭 海 正 雄

宝 塚 市 切 畑 字 長 尾 山 2 - 16 1  

新 j頓

株 式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 1 - 4  3  

伊
士

ロ

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 両 替 町 1- 13

伊 東 正 也

伊 東 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 浪 速 区 幸 町 通 2 - 6

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 市 北 区 富 田 町 9

自宅 ・豊 中 市 本 田T 2  - 5 6  

猪 飼 郎幸 次

江 東 電 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役社長

大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 - 72

生 島 春荒 木 芳 邦

進国 コンサノレ タン ト 荒木造園設計事務所

池 田 市 才 回 出T 1  1  6  

TEL 池間 (0727) ⑤ 一 12 9 8 ・8 8 7 4

安 藤
+

一
刀 雄

大 円 本 土 木 株 式 会 社 専 務取締役

道

日 本 建 築 積 算 研 究 所

大阪市 南 区 大宝寺東之町 20 字野 ピJ レ

生 重 政田

n  ｟，ｪ ｾ＠ J l 没 株 式 会 社 取締役社長

大 阪 di W 1<:<. 安 土 町 4- 5

13 



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 4 0 年 盛 夏 (50音順)

「晶ー，

晶 彦
勝

池 田

株式会社池田宮彦設計事務所代表取締役所長

大阪市南区瓦屋町3番 丁 オ ー トセンタ ーピJ レ内

諌 早 信 夫

不動建設株式会社東京支社 常務取締役

村

中 央 屯 気 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社長

大 阪 市 北 区 総 ケ 校 。IJ 5  6  

岩 佐 直 則

E限 会 社 岩 佐 建 築 設 計 事 務 所

崎 市 西 本 町 7 - 2 6 8  

自宅 ・西 宮 市 上 甲 子 園 2 - 11 5  

石 寛 太 郎

l

 

l

 

・
-
-
，

石 川 建 築 事 務 所 所 長

自宅 ・宝 塚 市 切 畑 長 尾 山 2- 317

岩崎 甚

株 式 会 社 大 林 組 工 務 監 督

大 阪 市 東 区 京 橋 3 - 7  5  

石 )  11 幸
郎宇 賀

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 常 務 取 締 役 |  字 賀 一 郎 建 築 設 計 技 術 研 究 所

自宅 ・堺市上野芝向ケ丘町 5 丁 12 4 5 I  大 阪 市 北区若松町 28 尾崎ピル12号室

石 原 季 夫

株 式 会 社 石 原 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 事 務 所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 l 大ヒソレ916

東京事務所東京都千代田区内幸町2-3 新日比谷ピル

- 圏 俊 郎

社団法人 白木建築協会東海支出1 文郎長

名 古 屋 市 中 区 南 武 平 U 1T 1  - 1  2  

東海建築文化センタ - 9 階愛知建築士会内

r 晶ー宅

局 告E 和

内 田 成 之

須 賀 工 業 株 式 会 社

浦 鎮 太 郎辺

株 式 会 社 倉 敷 建 築 事 務 所 所 長

大阪市北区梅田 8 新阪急ピル TEL (361) 1351  

;工 )11 好 巳

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 |  株 式 会 社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪4 務所長

大阪i ' li 西 区 立 34 掘 雨 5 - 1  I  大 阪 市 東 区 北 浜 5 - 1  1  

稲
土百 絞 遠 藤 巌

株式会社 間 m 大阪支庖

株式会社 大 林 組 取締役

大 阪 市 東 区 横 掘 2 7  0  

t-』1  

西 茂 雄
)11 正

株 式 会 社 今 pli x ] 築デザインノレーム

株式会社竹中工務底取締役 ・開発計画本部長

大 阪 ili 1担 保 北 >>lil 江 辺 2 - 47 

西 誇 雄 河

τ と

之 助. 6‘  

Eコ-， 

株式会中L ノト 1'4 高Il J収締役トI : J く 小 i"J ilt 築 設 計 'J ト，s) JiJ r 取締役社長

14 



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 4 0 年 盛 夏 (50音順)

、
、j

 

'

J

 

手リ 久津

内 外 木 材 工 業 株 式 会社 専 務 取 締 役

大 阪 府 大 東 市 深 野 南 1 0 0

尾 亀 郎
コ主

，円 四

株式 会 社 三 元 商 会 代 表 取 締 役 会 長

大 森 司

近総' 屯気工事 株 式 会社 取締役社長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  

岡 郎

株式会社 岡 組 取締役社長

蔵
尾 崎 久 助

日 建 設 計 工 務 株 式 会 社 取締役相談役

自宅 ・京都府乙訓郡向日 町上植野南関34- 14

TEL 京都 (075) 92-0579 

岡 田 平

岡 田 建 材 株 式 会 社 取締役社長

名 古 屋 市 西 区 桜 木 町 3- 8

尾 崎 博 作

旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社 代 表 取 締 役

尼崎市下坂部久々知前235 TEL (401)6781- 4  

置 塩 章

置 塩 光

置 頃 建 築 事 務 所

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1- 2 新山本 ピル

神 戸 市 生 田 区 京 町 70 松岡 ビノレ

岡 太 良B橋

芦 屋 市 打 出 春 日 町 1 5 6

大 井 弘 治 郎

株式会社大井主ｾ築設計事務所代表取締役
大 阪 市 北 区 宗 是 町 4 4 第一 ピノレ2 階

大阪大学理学部正門前 TEL (443)  1966・(441) 4220

大 木 次末

大木建設株式会社大阪支庖 常務取締役支! 苫長

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 3 - 3

岡 本 一 郎

岡 本 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 天 王 寺 区 東 高 津 南 之 町 14

自宅 ・柏 原 市 国 分 1 7  5  

岡 本 行 善

株式会社 昭和設計事務 所 取 締 役 社長

沖 口 生

株 式 会 社 沖 口 電 機 工 業 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 白 区 京 町 掘 1 - 2  8  

田大 津 幸 平

大 幸 建 設 株 式 会 社 取締役社長

大阪市東区今橋5- 2 TEL (203)∞65(代〉

自宅 ・豊 中 市 玉 井 町 1- 8の18

沖 誠

日 本 建 築 学 会 近 倣 支 部 事務局長

大阪市西区籾1- 118 大阪科学技術センタ - 6 階

大 )1慎 良区 四 郎下

平 和 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市城東区関白町1- 40 TEL  (931)3734(代) - 6

大 林 芳 郎

株 式 会 社 大 J本 車Il

奥 村 太

株式会社 奥 村 組 取 締 役 社 長

大 阪 市 阿 倍 野 区 絵 崎 町 1 - 51  

力日 藤 太 郎

加 藤 建 築 設 計 事 務 所

事1
1

戸 d1 : t ) : 合区熊内 町 5 - 126 
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暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 4 0 年 盛 夏 ( 50音順)

宅看 恒p

藷昔 伝 JII 島 春 秋納

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株式会社 Z 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区久左衛門町 8 ( 総竹関西支社ピノレ 2 階)

海 上 静 種

株式会社 海 上 静 一 建 築 事 務 所

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 62(市}I| ビノレ)

相 十岡 介

阪 急 m 気 工 事 株 式 会 社 専 務 取 締 役

大阪市東淀川区寸三西之町3- 34 TEL (302) 0231 - 5  

J  11 郎村

株式会社安井ｾ築設計事務所

河 井 弘覚

河 井 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 北 区 兎 我 野 田T 1  5  

梶 本 尾 J可 津 之 助秀

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町 3 9 2

車

問

河 津 装 飾 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 堂 島 上 1

頼 春 正勝 田

鉄建建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長

大阪市大淀区天神橋筋6- 5 天六阪急ピノレ 7 階

神 平田

株式会社 日本シャッター製作所代表取締役

大 阪 市 東 淀 川 区 間 川 通 6 - 3  8  

鼎 夫 野 栄秀

株 式 会 社 カ ナ ヱ 商 会 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 空 心 田r 1  - 4  0  

菅

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 常 務 取 締 役

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l

神 谷 新 国

株 式 会 社 竹 中 工 務 応 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7  

木 下 男

株 式 会 社 内 外 写 真 取締役社長

下 晴辛 木 貞 夫

東海興業株式会社 常務取締役( 大阪駐在)

大 阪 市 北 区 侮 田 町 27 サンケイピJ レ

自宅 ・兵 庫 県 芦 屋 市 宮 川 町 7 7 の 2

木

京 都 市 住 宅 局 建 築 審 査 課 長

京 都 市 中 京 区 河 原 町 御 池

j  11 夫 下 光 雄岸 繁

株式会社 }I I 岸 窯 業 商 庖 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 - 9  8  

J  11 崎 敬

株 式 会 社 近 級 建 設 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 靭 本 H可4 - 1  0 3  

木

木

株 式 社 会 木 下 謹 三 商 庖 代表取締役

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 5 - 5  

戸 信 義口

大 洋 雄 設 工 業 株 式 会社 取締役Hl 立

大 |荻 ib- 天 王 寺 R .1ヒ i"J 掘 u可5 4  
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暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す

芹 間 惰

株 式 会 社 経 商 会 取 締 役 社 長

大 阪 市 大 淀 区 国 分 寺 町 1

久 保 幸

宝 塚 市 宝 塚 字 武 庫 山 9 9  

黒 回 顕 真

昭 和 4 0 年 盛 夏 (50音順)

河 内 義 就

有限会社河内義就設計事務所 代表取締役

広 島 市 上 蛾 町 2 悉 3 7 号

鴻 ;也 藤

株式会社I l l ' J 池 組 取 締 役 社 長

ｾ築剣 ｦＺＮ泣 広417代] 翌日; 一報 社 代 表 取 締 役

、
、j

 

'
'
'

 

池 茂

妹式会社 小 1也 前 広 代 表 取 締 役

大 阪 tli 西 成 IX. 山 城 巡 4 - 1 2  

小 泉 善 重

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 4 - 14

自宅 ・羽 曳 野 市 南 宮 1 8  0 の 3

小 西 岬

株式会社 ro中小丙建築事務所取締役社長

大 阪 市 凶 区 阿 波 座 南 通 2 - 6 0  

自宅 ・大 阪 市 東 住 吉 区 平 野 西 脇 町 373の4

早J  11  美 武

美 工 装 飾 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 成 区 姫 必 逝 1 - 3 0  

、、

j

 

'' 
林 得

士

山

小 林 lG. ｾ心ＹＭｴｴ 祭 事務所

大 阪 l打 北 区 堂 品 北 町 2 0  

甫 朗林

小 林 住 宅 社 長

大 阪 市 東 区 御 堂 筋 難 波 神 社 前

駒 敬 三

駒 日 出 男

株式会社駒ｾ築設計事務所

大 阪 市 天 王 寺 区 椛 寺 l町J 4  6  

市甘 昌 史谷

紺 谷 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 北区大 融 寺 町 8 ( アトラスピノレ)

佐 木 新々

株式会社 佐 々 木 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1- 15( 東亜ヒつレ)

佐 藤 重 夫

広 島 大 学 工 学 部 建 築 学 科 教 授

自宅 ・広島市富士見町16- 26 富士見住宅41

佐 藤 太

近 偽 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1  

佐 野 正 一

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

本 社 大 阪 市 東 区 淡 路 町2- 34 T  E  L  (202)3836- 9  

東 京 事 積 所 東 京 邸 千 代 田 区 平 河 町1ー 1 T E L (261)5101- 5  

名 古 屋 事 務 所 名 古 屋 市 中 区 栄 町 5- 5

日本生命ピル内 T E  L (97)5163・5172

佐 賓村 木

合 資 会 社 佐 村 木 商 庖 代 表 社 員

大 阪 市 東 住 吉 区 西 長 居 l町 8 1 1  

古 林 義 敦

n 木 建 築 協 会 中国交官B長

雑 賀 孝 夫

株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

本 社 和 歌 山 市 小 松 原 5 - 1

大 阪 営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 船 町 15

17 



暑 中 お 見 舞 申 し あ げ ま す 昭 和 4 0 年 盛 夏 ( 50音順)

坂 内 男 須 賀

:.J..，、

'ロ

良B幾

株式会社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所

大 阪 市 西 淀 川 区 野 里 東 3 - 13  

豊

須 賀 工 業 株 式 会 社

清 水 明 杉 本 裕愛

株式 会 社 清 水 工 業 所 社 長

自宅 ・西 宮 市 南 郷 町 6 ー 3

株式会社松田平田設計事務所大阪出張所所長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 3 ー 10 TEL(341) 3468 

清 水 和 調 銭
官

同 之

清 水 和 粥 設 計 事 務 所

大 阪 市 北 区 神 山 町 26(宮国信用ビノレ)

輝

株 式 会 社 銭 高 刻1

大 阪 市 西 区 阿 波 陸 上 辺 3 - 2  

繁 実 四田

繁 田 建 築 事 務 所

大 阪 市 西 区 靭 本 町 2 ー l 清記ピノレ

小

川

同
良日田

関 西 緩 房 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社長

大 阪 市 住 吉 区 万 代 東 6 - 3  

設

ら

楽 貞 田 中 政

株式会社 洋 建 築 事 務 所 代 表 取締役

自宅 ・神 戸 市 須 磨 区 桜 木 町 3 - 23

大島応用化学工業株式会社 取締役社長

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 - 104

芝 光 田 中 実地

戸凹建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庄長

大 阪 市 北 区 真 砂 町 3 2  

日 士 氾 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 北 堀 江 上 通 1- 6 5

島 佐 郎 田 村 史 息日村 次

島 村 建 築 事 務 所

和歌山市四番丁 4 TEL 和歌山(0734) 2- 3338

庄 勝野

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 飯 谷 仲 之 nly 57 

白 井 周

清水建設株式会社大阪支庖 常務取締役支庖長

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 2 - 2  

城 庸 平口

株式会社 大阪城 口研究所 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1

社団法人 日本建築材料協会常務理事

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 1 7 0  

国

Ii司
木 幹 祐

八械工コンスチー J レ株式会料大阪営業所

技 術 サ ー ビ ス 課 長

大 阪 市 酋 区 阿 波 陸 上 通 1- 27

高 須 洪 一 郎

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社長

大 阪 市 東 淀 川 区 加 島 I"J 3  5  7  

自宅 ・酋 宮 市 巾 子 園 町 4 1  

高 橋 慶 夫

株式会社大阪建築事務所取締役社長

自宅 ・大阪市東淀川区相川中通 2- 2の4

18 
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正

-: 同九i112お't( 務所イ¥: j ，( 取締役

以 rli 三 条 111]" 5  3  

永

株式会社

1' 1  '包 ・yT

徳

ヱヒ

H "  健

ＨｩＨ ｧ 社竹股 ＧｾＲ おＩ ｊｾ 務所所長

大 阪 ilJ 北 1:><: ';2  .(，¥ 1  t l  2  - 3  7  

腰竹

栃 木 政 昭

株式会社 矢 紙 大 lW ;(I 商! 苫

大 阪 11¥ ｪｬｬｾ＠ ｉｾｩ＠ 取 締 役 所 長

大阪rlt 京 区 高w僑 2- 9 野村ビ J レ5 階

錬

1  ｾ ｉ 工務 Ｑ ， Ｑ［ H  L  

27 TEL(252)  1201 ( 大代表)

中

株 式 会 社 竹

大阪 d1*区本111]"4

竹

太龍

本 川 lて 来 株 式 会 社 常務取締役

円宅 ・京 総 dJ 伏見 l穴深] f ( ｉｊ ｉｾ＠ 上 11可2- 1

野伴正光山谷

真藤

株式会よ| 竹内x M砲事務所代ぷ取締役

大 阪 111 浪 速 lヌJ c 町 1- 742 i除本ピノレ

内

取締役t l:以

千 原 大 五 郎

株 式 会 主1: 大阪ill 築 事 務 所 東 京 支 所

常 務 取 締 役 点 京 支 所 反

政 京 都 港 区 赤 坂 溜 地球包ピノレ

ノレコ株式会社

皆、資

株式会社内総必築 工 ｊｾ 務所代Ｎｫ取締役

点占11 d1 1: 1: : 京民社1 ｲｴ ｬ 大 ｾ lH]" 189  

藤内地 頭 政 人

小{ 災 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 m 取 締 役 支 庖 長

大阪 di J l : i X若松田T30 TEL(341問Xl 4・9016・4825

中 原 茂

安 宅 エ ン ヂ ニ ヤリ ン グ 株 式 会 社

取 締 役 山 築 総 長

大 |奴 dJ 束! メノ干柿 5 - 14(火宅 ビノレ)

夫義見知

取締役文I，Li.[ >ktili 誕百二剣山大阪町株式会社

1t'1i 1，'; 

TEL(35) 1184 

金

111 村 金 三

京都 ili 下京Iヌ紡悔通烏丸 l羽人

村中次猛

務 ;株 式 会 本1:

儲 郷 2 - 3 8  Fえ

本

ｾ ｌ＠ n  

ft X  l i l  

ili 京

ill 

|奴人;

塚

永 谷 光 男

大 日 本 硝 寸 土 [ 業 株 式 会 社

大 阪 支 I，J; 取 締 役 立 ; 防 長

大阪ilt 北区玉江 111]"2-4の l 二よさUl .j i ピノレ

司"

オJじすより ・すtA. 

成

てコ( 名)

恒

郎策

鹿，ｲＮｾ u ; 設 株 式 会 社 大 阪 支 応

常 務 取 締 役 大 阪 X r.'; 長

弁長雄居

新 総 築 'j l : 務 所 所 長

大 阪 I打 開 | メ 千 代 的 関T 2 - 24の2

土

大

19 

正

11 本エレベータr . 業株式会ネ:1: i¥:;}'( 取締役

大 阪 d1大 淀 1><.) ミや11稲 筋6 天六阪急 ビノレ

尾長

社長

謙

*畑 i U誌が務J 9r

畑

株式会社

東



し あ げ ま す暑 中 お 見 舞 申 (50音順)昭 和 4 0 年 盛 夏

郎

副社長

太

ノレイ

作

タ111 平

田

株式会社

平
士

口修

協 Ii:i J 金 以 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 東 成 Ix 大 今 rlI 北 4 - 1  27  

島西

平

'JL 山 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 2 - 2  

尽山平郎太

jt，J ; 式会社 大 阪 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

大 阪 市 西 区 京 町 婦 2 - 7  5  

徳嶋西

良日

jミ:1l 

賓

生立ｾ＠

尾

-
‘a叶
3

n

M川四五大

深西 国 義 郎

株 式 会 社 西 IJJ 工 務 ! 苫 取 締 役社長

jp 和 田 rli 力日 午f 町 6 2 6

TEL J 宇和国員塚 (0724) 3- 2881 ( 代表)

蔵圭

j紫式会主J: 新興建材工 業 所 代 表取締役

大 阪 市 西 区 凶 長 期 南 通 1 - 5

頼福郎幹

株 式 会 社 浅 沼 紛 工ll 務取締役

大 阪 Hi 天 王 寺 区 石 ケ 辻 IIlf 1  3  

口浜

生朝

j.Y.. Jll U  竹腰越築事務所 次 長

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 - 3  7  

田福守田

.jt，J;式会H ; f f r 日本技術コンサノレクン ト

大 阪 市 南 区 長 郷 紙 筋 1 - 3  

原

郎

社 団 法 人 日 ; ; }: i t 策 協 会 常務思< j f

火 阪 i I i 来 医 」 ヒ 浜 3 - 3 7  

定中福蔵守

株 式 会 社 原 川 商 j占 専 務 取 締 役

大 阪 市 西 区 北 郷 江 i盈 5 - 5 7  

田原

薫

株 式 会 社 福 永 建 築 設 計 事 務 所 代 点 取 締 役

大 阪 市 南 l2S: 11民 民 "'1 通 4 - 6 1

力く福雄

取締役会長

秀

凶l)J-l衛生工業所大阪J;J:;

伴

株式会制

正

株 式 会 社 藤 木 じ 必 J，I; 取締役社長

大 阪 市 東 I s . I，!ij {寄 IlI f 1  - 1  3  

木藤伴 野 薫 三

日本プレスコンクリー卜工業株式会社

ｾ築 ｦｲｵ 関丙 事業所所長代理
大阪，1) 北 原 宗 提 111] 大ヒソレ735号室三

郎

株 式 会 社 銭 ｩｾ Ｑｪ＠ 組

大 阪 市 西 区 阿 波 座 J ニ i辺 3 - 2  

: .1..>. 

aロ捨阪藤
日 景 一 郎

ｲ Ｚ ｴｬ 砂 熱学工業株式会社 大阪文 ｊ ， ｉ ｾ

常 務 取 締 役 大 阪 支 l占 長

大阪T I i 北 区 梅 問 8 ( 新阪急ピノレ)

昭

R  1  A  II 築 主主 fT 研 究 所

大阪 (441) 句26 東京 (270)5861 名古屋 (23)5511

邦田藤栄勝

二三機工業株式会社 取締役 大阪支出長

大 阪 市 東 区 北 浜 2 - 2  2  

口樋
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p 、、

よ喜久式紛t

栄昭

株
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宅
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阪 iii 東 区大
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大阪市城東区関目 II ITI- 40 TEL  (931) 3734(代) - 6

慶星

水野建設株式会社大阪支l占 常務取締役支庖長

大 阪 i li 北 区 太 融 ミ5・ JRT 1 2  0  

正野水郎史

本 川 J : 業 株 式 会 tl 代表取締役社 iえ

Il 宅 ・京 都市東山 区 山 科御陵平林田T2
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古

口長
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南

. o.  

寸コ

千 代 111 工芸株式会社取締役社1 : :

大 阪 市 浪 速 灰 息 災 須 JRT 3  - 1 4  

田本

健後

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 II J T6 - 35

""" 昂次基

株 式 会 社

TEL  (211) 6843  

間

r J 新 ピ ノ レ ダ ー ズ

大阪市南区久1. ，術門II ITω

政

士

ロ秋

1民 i率o 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 i ¥ l 浪 速 区 幸 111] 通 3 - 2 0  

石村彦

取締役社長

5  - 8 2  

邦

恥H i 量化学工業鉱式会社

ｬ ￨ ｬ 宅 ・ ｾ Ａｾ Ｑ ｾＱ 市本 ｊｉｉ ｊ

井松

村 島 良 雄

株 式 会 組 藤 IJJ 主il 大 阪 支 出

常 務 取 締 役 支 庖 長

大 阪 ilJ 北 区 営 烏 i↓J 2  - 3  8  

マ Y フf ヒ . ， '" 

松 尾 陽 三 雄

内 外 ア ス ベ ス ト 隊 式 会 社 大 阪 支 出

取 締 役 大 阪 支 出 長

大阪市都品! 又f ，1i 山 北 通 り 1- 14

村 田 正

有 限 会 社 村 IJ I ・大 旗 建 築 必 務 所

代 表 取 締 役 社 長

!ム l:;j Ili 小 山J 2  - 2  8  共fUビソレ内

松 田 昌 平

松 田 順 吉

株 式 会 社 必 田 s没. J I 事 務 19r

福 岡 市 下 商 11I J 2 明治屋ビ J レ
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真
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- あなたのセンスがそのま亙生きる f

伝統と技術にはぐくまれた美しい 3 つのデザイン

ジュピター L  1  3  0  5 一一一一一ヴイ ナス L  1  2  2  3 一一一ー一一アポ ロ L  1  3  0  6 一一一一一一一

陶器 ・金具セ ット 陶器 ・金具セット 陶器 ・金具セット

l 級. 16，590 並級 15，090 1 級 16，170 並級 14，730 1 級 15，210 並級 13，710

3 研お文£乗洋陶器株式会社

本 社 / 小 倉 工 場 / 小 倉、茅ヶ崎、 滋 賀

大阪営業所 / 大阪市東区高閲橋 T eJ (231)4518- 9  

1  4  2  4  

11ρ 凍枚

、pζ ジトミプ fJ{j ル

株 式 会 社 木 下 謹 三 商 底

) . : 阪市内( ，( 江 戸 場，1; 泊 5 ノ 3 5  

Ｇ ｉ ｻｩｾ品 Ｈ ＴＴＱ Ｉ 5408 ， 5486( 443)  2700 

株 式 会 社 久 保 商 底

Jに 阪 d. 北 区 I' l 砂 ar 5  

，正，，，'，( 341) 0207 - 8 ， 4836- 7  

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 l吉

大 阪 市 阿 ( .{ ，Ii 峨 L工 大 泊 l 町 1 9  1[ ，¥[; ( 541 )  6161 - 4  

合 名 会 社 利 倉 幸 商 l吉

大阪 ｲｬｩｉｗ ｊＨ ｊ ｕ 組踊 ｾ ｽｊ ｾノ ＲＰＨ 泣叫 ｉｊ ＡｉＮＧ，ｬＱＨ 引 ｪ ｩ ｦＩ Ｇ ，ｉｬＮ ， ｾｱＲ ＱＱ Ｉ り ＵＷＱ Ｍ I  

版光部分ＺＮ［ ｾ 屯，;[; (211 ) 692:1 '  ｏｾ う Ｗ Ｕ

軍縮宮候所 京li [;r lj ，!，，; ':[..l .jnf lfi ，倒r'J l 川ト ル ( 23) 3277 ・3279

和 泉 産 業 株 式 会 社

) . : 臥 d. ，Ii  l {  11 .0¥. !，品 協 2 ノ 3 6  

1正話( 632) 0  1  2  1  - 4  

石 井 建 材 有 限 会 社

神 戸 市 兵 1 + ' (，( 舵 川 町 l

屯l <l' ｾ＠ 2697 '  2140 ， 9151  

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 高 底

Jf，百1; 市 下 京 ( f k  '/:' ;  il!J 1川 晶 ド ル

'，1;1.[; ( 81)  0 8 7 1 - 2  

岡 田 建 材 株 式 会 社

れ t!r H: ，1， I問 (，(， ｉ 石川 ｾ ar  3  - 8  

Ｇ， ｾ Ｚｉ［＠ ( 57)  7461 - 3 ・8589

株 式 会 社 名 建 商 会

r，山 lt rl， '1
1  

I王山: l ' . ar 4  1 ノ 2

'，1t 6̂  ( 26) 367 1- 2・3山花

日 東 物 産 株 式 会 社

辺住 社 れ.' . h'  d.  '1' (，( J!( JLar  3  9  Ｇ ，ｾ Ｂ，ｲ［Ｈ＠ 24) 6176- 9  

舷車 出張所・ 自ｾ Ｈ，ｾ ｟＠ r/ l 竹 川 町 2 7 '，I; ，;1i③2201 '  2360 

膏 盛 建 材 株 式 会 社

ヨド ヰ土 11: 品 d. ｦｾ 他国 ｲ 1  0  8  Ｇ，ｉ［ ，， ｾＨ ｕ ＼Ｈ Ｒ Ｑ＠ )2281  

岡 山 Itl 山 山 ' " 川 町 3 Ｂ， ，， ｦ，Ｈ ｾ＠ h (23)82邸

福 岡 市 1;'1 .h J j 行，¥/Fi  ar  1  4  ［Ｂ Ｂ ｦ，Ｈ ｾ＠ /. (  2  ) 缶68

紐 江 ・恰 (1 rl ! 内 . 1' 111 図r 2  5  8  Ｇ ，，， ，， ｾ ② Ｖ＠ 7  9  6  

関西三星タイル 会員
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車 車両 本朱 式

工 場 / 大 阪 ・ 東 京

....c: 、

コ""

説d Neω  T yρe 

室 内 や 廊 下 を ソ フ ト な 感 覚 で

包 む 新 タ イ プ の ゾ ラ コ ー ト ソ

フ トを 新 設 計 に ご 採 用下 さ い

ソフ トタ ッ チ の 落 着 い た 環 境

をつくりだします

キ土

•• 
ヲヲ3 ート

ツヲ昔、

φ 関 西 ペ イ ン ト 株 式 会 予

きの

也 事

* 営業品 目

・スチ ールサ ッシ ・ドア・アルミサ ッシ ・ドア

ステンレスサ ッシ・ドア ・カーテンウオール

・冷暖房 ・給排水 ・衛生設備工事

・電気設備工事

・建設用機械

発 売 元

近 畿 工 業 株 式 会 社

本 社 大阪市北区悔ケ伎町 1 0  8  ( 新絢ケ伎町ピル)

ni a! i 大阪 (34 1) 1 8 5 6 ・5 8  3  1  ( 代表)

東 京 支 広 東京 都 千 代 川 区 村 山 山本開r 2  ( 共同ヒ、ル)

名 古 屋 支 底

屯 結 束 J;( ( 254)  2  0  5  1  ( 代表 )

名 古 屋 市 中 村 区 平 池 町 4 丁目 4 8 の 2

ＮｾｴＺ￬＠ 38 名 古 15.1 (55)  2  5  2  2 ・ 8 6 5 5 番
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東 芝 商 事 練 式 会 社

東 京 芝 浦 電 気 鎌3事会社
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. ピ ル ヂ ィ ン ゲ の 洗 浄 工 事

. 木 遣 建 築 洗 浄 ・ 鍵 薫 仕 上 ヱ 司E

. ピ ル デ ィ ン グ の 清 掃 ・ 一 般 管 理

ノ

美 素 工 業 ( 株 )

美素建物管理( 株)

本 社 大 阪 市 東 区 瓦 町 三 和 ピ ル

電 怒 (231) 5  8  8  8 ・4 9 S  8  

..所 大 阪 市 東 区 本 町 二 了 目 玉

電 話 ( 261) 4070 ・ω7 9 ・617

〈ノイズレス〉シリーズ9 タイプ

苦主 管 10w ・15w ・20w/ 320円

30w/ 380円 40w/ 500円

サークライ ン 20w/ 440円 30w/ 5∞円

3Zw/ 600円 401V/770円
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正面倒立面
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背面倒立面

l  階廊下

設計施工 清 水 建 設 株 式 会 社

所 :(E 地 神 戸市川合区脇浜町 3 丁目

税 悦 鉄骨鉄筋コノク 1) ー卜逃

地下 l 階地上 6 階培昼 3 階

建 築f{jjfl1 2 5 6 0 . 0 0 m'  

延 而 獄 1 2 2 2 0 . 0 0 m'  

工 JUI 昭和40年 4 月14 日 ~

41年 6 月 6 日
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- 設計者のことば

神戸三 の宮駅の近〈、川鉄運動場跡に建設されたこの川鉄本社ビルは、それぞれの部課の必要床面積、それらに附属する会

議室や応接室その他必要とされる部屋数と、個々の婆求面積および事務人貝の増減予想から、全体の規模を求めるという径

過をたどり、地下 l 階、地上 61;皆、塔屋 H 皆とな ったものである 。従 って平面計画の当初j は、こ れらの資料分折と配置にか

なりの時間を必要とした 。 また将来の 1: ¥1 仕切変更に関しては、会館アルミ移動l間仕切を線用することとし、テソクス、ベニ

ヤ、床タイノレ等の ;'iljN も勘案し、平而l的には 900mmをモディユールとし、その倍数で・l 法的処理をした。前述の移動間仕切

については、柱 ]:¥j 1 ユニ y トを四等分できるようにし 、何時でも間仕切移動を可能と している 。従 って設備器具類もすべて

これに準じて配位した 。 Ｔ 階はすべて役 ｬｾ 1，11用フロアーとし、各役只室の他、応接室、会議室等が各 目的 に応じて機能的に

配置されている 。 また 一般事務室は、移j J )lJI:¥j 仕切の関係で梁型を出さないという方針と、施主の希望により天井高を 2. 9 m 

としたことで 、一般事務所建築に比べ隣同は多少高くな っている 。

外部については、 tjt 然とした立地環境上、建物周辺にグリーンゾーンを多くとり、かつ、外来用、貸t J J :タクシ一等のパーキ

ングを設け、周四のE思岐からの隔離を求めた 。 LI 家用車は、敷地問低を 利用 し袈j HlJt也階部分へスロ ープダウンしてガレージ

を設け、なお、各111共玄関附近で交差しないよう、背面道路への通り抜けて切'JW的解決を計 った。

ill 物外装は凹 J5正而のカーテンウオールで、川鉄のリバーウオール( ホーロー欽板) とステンレススチー J レおよび熱線l吸収

ガラスが主材で、全体の色調は内 外袋 ｾｬ r2.  5Y
j

系統で徹底した 。内部仕上材組についても極力少なくした。総体的には、

四万道路の活用、周辺環境からの隔離、川 ｪＮ ｈｾ ，日，の活用、および鉄鋼ピル的性格等、当初からの懸案がうまく生かされたと

同時に、南は大阪湾のスカイラインと北は六甲山の緑を背景にした白色のオフィスビルとして、初 ｊｾｉ のイメージに合致した

でき上りと思 っている 。 ( 福井弘明)

I 階玄関ホール 床. 本石本硲き . 壁 ホーロー鉄板. 天井・ゾノライト . カウンタ 大理石.
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4 階第 2 会館室 床 。ジュ- 1 ' ン . ! 翌・ウ有 - J レナ y トr6 { 組布貼. 天11 ・ウ埼ールナ y ト桁天31 ロングロング貼。

設計施工 清 水 建 設 株 式 会 社

標準階エレ ベータホール

エレベ - 1 ' mれも: ステンレ 1

I:
j
!  : ホーロー鉄板

床 F イキンタイル

腕下笠 モルタルサテン

天 井 : ゾノライト

移動スクリーン・アルミ枠

ベ ニ ヤOPS パ ヰ ル

4・
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6 階社員食堂

，'" :  " 7 ープルビ/ りューム

I:，t: :  ::..--.....レオ J，') ベ ニ ヤ

川J ;1ミ ン 7 レオねリヘニヤ

ポ !I ゾノライト
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. 感 想 的 方 向 論

析学も文学も絵 11111 も芯来もすべて経済成長の 1110) 太平な状況をもてあましているかのよう

に見える 。lまくらはジャ ーナリズ ムの lJ t 餓の I1Iで11): 11のようにそれを告げられてきた。 と

ｬ ， ｩｊｉｉＮＧ ＱＧ ｬζＮ 心あるＮ物 ＧｊＨ をシンシ ｬζ 与える人たちは ， そ ζ ｬ ζ 危機 をかさわけ Ｎ あるいは • J.長

ｉ ｊｩＧ ｊＯｊ ，を ｦ ｜ ＧｲＮ ｬ ｩＧ ， ｾ { ，) けてきた乙ともまた lIi/ll )?<11 っている 内多くの試みがなされ， 1広きゃ絶11.1/ が聞

こえ . にもかかわらず，依然 として木、ドな II I: Wは就いている の

イ"1がよ工夫なのか ?

あまりにも :!日かである乙とは . 1まくらを分裂させるのかも知れぬ内ギリシャの祈人たち，

J レネッサンスの 1i似たちのようにぼくらが人J : ¥J III.'Wを総体的 IC従える制点は今ではもはや

ないのだろうか ? まずぼくらはぼくらの占 ｾｉ､ ｩ と ｩｴ 築 文 ｉ ｹ Ｉ と についての太、 ｶ ・の ｦ ＶＺ 憾と制 Ｑ Ｑ ｦ ｴ，‘

とをひとつずつ測る乙とから持続の. あるいは変不の論理!をモサ クし始めねばならぬ。

( S  y)  

. 一 世 帯 ニ 住 宅

乙のばl . 新 IllJ や鮒誌には . よく ー|仕，!11・ (1: '" [ ; という見出しで 政的の住右政策に ついて論

じられているが Ｎ スローガン ｩ 湿りにはまだれＡ泌いＡぷじがする 。 小 ｾｉＺＺＮ はー ＱＯＱＺＮＺＺ［ 'iI'むではな

しに 守将米は 111. ::;:1乙二[ 七℃。すなわち仰心1¥111ζ 近い処にあり 到j めや通学に{ 史利 なアパー

ト的 なi l ' t 、いま つは少々陸直11 . は泌くても Ul c l! Jl まれた jム々とした敷地に. i 1!t -td Yむを・

l ' という乙とを " Ｎｦ［Ｇ Ｑ リ ζ したし、 。 そうでなければ 、 イ ＢＱＱ ・ Ｓ ドか後 ｬζ は伺 ｉ､ｩ という自 ｾｬ､ｊ ・はＮぼう

ノにな lメh/i， 1ζ 発j必し . 現どf ， 住宅地1><といわれていても ， |[:j業住や商j業長の I小|ド1心1郎百郁加i幻』κEはすくな つ

てしまう "f

lκζ なつているが. ft 居関係でもいえるのではなし、かと思う 。一戸 ( t 宅から: Y i IC ' )' ニ臼4

' むに発JLil してい っても，現在の道目指関係のよう ICならないようにしてもらいたいと，思う の

CTv)  

.  大阪府建築士会構造設計講習会に思う

Ｏ刊 ｼ の ｉ ｊ ｾ 、 II}] にかけて政 611年から 911.'j まで. i l M '.1" /1  j なわれたが. i l l 築桃造の災. o ; * 主験

， ｊｩｾ ｉ， ｉＧＮ Ｎｦ Ｇ｡｜ｴ の人を対象として行なわれたため Ｎ 法ｲＺ ｬｬｩ と ｊｾ￟Ｈ 講生のＡ日 ｪ は点前 ＱＩ ななかにもな乙

やかな＼Ｑ ＩＺ ｕｴｬ ＾＼｜ で夫 κ 楽しく 過乙 した 。 ，｜ ， ｙ ｩｦＺ ｬ ｬ ｩ はｾ公 判 の節 減で ￬ｾ ｊｬＯｦ＼ している人々で ｉ lHし

おしみしながらも ，とζ ろと ζ ろほのめかす科会幻の特色を多少Jl?<1 I る乙とがき . 新たな

うω 〉を吹き込んでくれた。われわれ桃j s fll .、町内にと って， tAくい範凶の Jj lで起る 7 ンネリ化

は .ifi: fLi 険で，また 111i 1' 1 味のないものである とのような会社の勤務11与J : ¥J 外の減刊でも非

常 lζ 楽しくすごせるという乙とは . われわれ lζ とってその必受性lζ 辿 られているのではな

かろうか. Jii jj わくば必築の 11' で もある 1¥11川を取り 11¥し ，その夫務における名公 判のみ位、な

と¥ 作会 .f l から，¥，Yjf: lli を 当1ζ 集め I ri 比例会か，¥，Y;iiii 会を ，とこかの卜]'1休が HHi して)Jlj いてく

れないだろうか Ｎ 今度の 構造 の 情 ｴｴｾＱ 会 も ｉｬ新 しい試みではなかったろうか 内 とうか乙れが

糸11 にな ってほしいものである 内 CYM)  

ヂ 時二七二

次り は 析 しい 快Ｑ｜汗 か ｦＡｴ ｾ ￭ しま す 。 ＨＧ Ｑ［ !'.!，尚昆; .  ｉ＾｜ ｬ ｾＢｴ 人 〉
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村j ケ 校 電 話 )11)

施 工 株式会社 鴻 池 組

38 

投 :n  n 本 電 信 m Ｚｉｾ 公判旭築 ｍ

I1i  .(E 地 大 阪 市 北 灰 料 般 的 上 1 - 45  

建築而稿 1. 5 1 2  mコ

延 I hi m 1 4. 86 2 m'  

l島地 J JW¥ 鉄 骨 鉱 筋 コ ン ク リ ー 卜 地

地下 3 階 ，地 lこ6 階1 1:-%昆 2 階

飢 昭 和37年 12月 ~ 昭 和40年 3 月

II 近 統 工 し た 新 建 築



.:ll: ｾ ｴ＠ 株式会H m中 ・小西lJl 築 ・J[ 務所

所 在 I也 大 阪 市 北 区 太 融 寺 町33i存地外

敷地面積 2，0  0  6  m"  

建築 i町縦 1. 7  0  8  m"  

延 而 刷 2  1. 3  7  8. 4 2 8 m己

構込J JH見 鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク ザ ー ト 造

地下 3 階，地七 9 階. 市民 4 階

工 期 昭Tu38年 8 月 ~ 昭 和40年 7 月

I l 近 縫 工 し た 新 建 築

大 阪 合 同 ビ ル デ ベ ン ゲ

施 工 株 式 会 社 松 村 組

39 



l スケッテブックl 写 J'{ と阪裂をお. . t ; りくたさ0 ' 0

J t 例 a 所 イi 地 b. l . l l 築面的 C . 延 面I ｾ百 ､Ｎ ｬｾ 込 ｉｊ￦Ａ e. l: JIJJ 

設 計 : 日 強 段 計 工 務 K K  

施士。 K K 鴻 池 組

a. 大 阪 市 点 灰 1i. 上町 3 丁口22

b.  2. 142. 023m"  

c. 8. 531. 032m"  

d.  S R C.  B 2 .  5 1' 

e. 開 11139年 1 月~昭和40' 1' 5  JJ 

設 "1' : 自 建 段 計 工 務 K K  

施 [ : j布 団 建 股 K K  

a. 大阪市南区1 < 1 ; ' { .. ｬｦｾ 品通 ｝ Ｍ ＲＲ

b.  ] . 072m"  

C.  8. 94 I m"  

d.  S R C.  B 2 .  7 1'. P 2  

e  昭和39年 4 JJ - 附; 軒140年 6 )]

特徴: 全般にわたって他築: t ' l の合

理化 IC努めた。

，［ｾ，ｩｉＢ Ｇ＠ }j 色r.: K  K 鴻 池 組

a. k.阪 "， 111， 1及。ι 前川1 ; 1 J J(

b.  3. 892. 97m"  

c .  6. 923. 00111" 

d.  R C . B I . 2 F  

e  附1向139'1" 8  JJ - 附和40'1' 5  JJ 

40. 貝 塚 庁 舎

;吐.n: 日 越 段 計 工 務 K K  

施 L: K  K 浅 沼 組

a. J:l. J宮 市 品 中

b.  1， 407111" 

c. 5. 744111" 

d. R C. B I . 4 F . P 2  

e  附和39年 3 月~昭和40' 1' 4 月

特徴: 市民サービスのため，窓口

一本化の業主語が潤滑に行ないうる

平面計画を回廊とした。

市 41. 大 成 建 設 日 吉 台 独 身 寮

ｾｦｩ ｊＭ ｴ ・ ｂ 匝 ＱＺ ー 大成 建設 ｋ K  

a  大阪府高岡山木下lι 1'i- 24- 2  

b.  396.  325m"  

C.  1， 038. 204111コ

d.  R C.  3 1'. ] 部地階

t  昭和39年 11月~ 附布140年 6 月

42. 一 宮 中 小 企 業 福 祉 セ ン タ ー

ぷ，;1' :  ｾ＠ K  肉 強 築 設 計 事 務 所

雌 r 大日本土木 K K名古屋支庖

a. . を知 1
1
，¥ .  Ｇｴ［ｾ＠ d1 内 之 国f 23 

b.  1.621. 20mヨ

C.  4. 425. l onド

d .  ｓ ｉ ｾｃＮ＠ s I.  5 1'. P 2  

e  附品139<1'. 3  JJ - 附有140<1' 3  JJ 

特 徴 スケートリンク ， 結 姉 式JC，

7f. 1-i り

43. K K  マツダオート大阪豊中営業所

設 Jl' :  K  K 大 阪 建 築 事 務 所

施工 戸 田 強 位 K K 大 阪 支 底

a  太 阪 I(.f ･ ｾｲｬｬ 市庄内宅関 ｲ 2  )' [1 

b. 506m"  

C.  ｾＷｭＢ＠

d  鉄骨構 lb

e. 附和39年 II JI - 昭和40年 4 JI 

特徴: 外扱アルミサプシ A 及強化

方 ラ ス サ ァ シ ュ fn用

44. 中 川 商 業 高 校 本 館 45. ナシ ョナル金銭登 録 機大阪事務所

..'iJt 愛 知 県 営 繕

施 I 大日本土木 K K名古展支!苫

a. ｦＢｴｪ 原市中川区 ｾｦ ｮｬ ffij F 公 代 l  

b. 900. 683111"  1  

C.  2. 514. 926111"  1  

d. npp.隙 R C . 3  F . 筏蜘卜 R

C. 自転，11' 位以，鉄付パイプ

e  附利39年 8 J1 - 附和40年 3/1

特徴 特疎品艇に川イプロコノポ

サ' ー使用

Ｑｬ ｾＮＮＱ ・ 施ＱＺＺ K  K 竹 中 工 務 腐

a.  k 阪，" ' I( [ >{' 心、宇年桶 4 ー 15

b.  4ヨ9. 31'1111づ

C.  6. 228m"  

d.  S R C .  9 1' 

t  附自138'1 12) 1- 附 初40'f 5  JI 

特徴 ＱＴｭ 山 ｫ スパノ紫 ｉｾＮ 任

禍造



1 室長特集

円11i ft i j 7Jjjji
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ｦ 色 ιｬｌｉｊｾｾｾｾ
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/ Ll  '.， I  J  ｊ Ｍ ｾ ｲｊ 三 円

L， ＭＭ ｌ［ｾＮ＠ L; I、トドハ

;J - j 1 1 1 1 j d  

1 工 事 施 工 上 の 諸 手 続

2 道 路 と 建 築 工 事

3 国 道 の 許 認 可 手 続

4 道 路 上 の 工 作 物 設 置 基 準

と 許 可 手 続

5 消 防 機 関 へ の 諸 手 続

上 下 水 ・ 電 気 ・ 電 話 ・ ガ

ス の 諸 手 続



事施工上の諸手続について

71'/ 水II 段 K K技師

伊 藤 幸

工事を施工する !Cついて，その工事の規模の大小，敷

地環境の知何等! ( より 手続きの種類，範囲 lζ 多少の差

乙そあれ，なにかの手続きをそれぞれの諸官庁，公社，

あるいはガス会社などに提出して接渉をしなければ円満

なる工事の運営ができないといっても決して過言ではな

い。 しかしながら ，それほど必要な諸手続きにもかかわ

らず. 工事施工者が熟知していないで，まごつく乙とが

あったり，その聞に工事が進行し ，たまたま公害的な事

故や労災的な死傷害が発生するおそれがあるので，手続

きの相手方である諸官庁，公社，ガス会社などにはよく

述絡をと っておかなければならない。乙と !C都心部にお

いて地下 2 階以上の規模の建築を行なう場合! とは，あら

かじめ工事開始のまえに工事総工 lζ 対する綜合打合せ会

をも つことによって，各関連工事の施工対策，施工の緩

急順序などがよくわかり，乙の過程を経て実際の手続き

にはいれば，双方とも K 工事の内容についてある程度予

備知識があるので効果的である利点がある 。

乙乙にいう関連工事とは一般の場合， 道路関係，電

灯，IE力関係，給水関係，下水関係，プj 、ス関係で，綜合

打合せ会 lζ はそれぞれ関係諸官庁，公社，ガス会社のほ

か，18察，消防署の各担当者と ，施工者側からは現場責

任者，諸手続の実務者が出席するが，場合によっては仮

設氾気， 水道設備業者も出席するほうがよい乙ともあ

る。打合せ会の資料としては，建物の施工計画図，仮設

計劉図放地周辺の地下埋設物配置図，同じく地上の包

柱頒 Cffi 信， f11話関係，消防関係の区別) の見取り図，

土砂の搬出のための交通状況を説明する現場周辺の交通

規盤図や工・j 1 : の工程表なとを出席者にくばっておくとよ

し、。

近年火災による災害が多いので，消防法ではもちろ

ん，j l 築基準法 lとおいても建築物内外での消火設備や，

j l 築設備に使用する危険物関係に ついての取締まりなど

の諸手続きが必要であり ，乙れはまた建築設備工事 lζ 関

. i ! ! ! が多いので，事前lζ 打合わせておいて実施にとりかか

るようにしないと後日手直しをしなければならないよう

な乙とがあってもどうにもならな い湯合もあるから. で

きるだけ消防設備についての綜合打合せをしておくと乙

の函での手続上たいへん得ることが多い。乙の打合わせ

会 lζ は所轄消防署，消防局それぞれの担当官， 施工者側

としては現場責任者，諸手続の実務者，各設備業者が出
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席すれば充分である 。乙の場合の資料としては建築設備

の設計図書があれば乙とたりる 。そして乙の打合わせ会

のあと . できるだけ早く各設備の設置届出をしておかね

ばならない。乙れは建築確認申請の際に各建築設備につ

いても必要な設計図書を添付しているので，重複するよ

うな感じがするが，乙れは消防法により届出をするので

あるから，別個に手続きを行なわなければならない。な

お消防法K よる手続き lζ 防火対象物使用開始屈があり，

建築物の使用開始の 7 目前 IC届出るよう規定されている

が，その時期は建物の竣工直前でもあり. よほど手際よ

くとりまとめをしないと規定された期日内 lζ 届出られな

いととにもなるので注意しなければならない 。

ζ れらの諸手続を工事開始前，工事中，工事終了時の

三段階にわけで一応挫理したものを掲げると以下K 記す

ような乙とになる 。

I  A  I  エ事開始前

l  建築物( 工作物) 確認申請書 知事，市長宛

( 施工規則綴式第 l 号)

添付設計図書 . 附近見取図，配置図，平而図，立函

図，断面図，矩計図

Wi 造詳細図，配筋図，伏図，強度計算- J l

避雷針 ，保安灯

煙突

浄化椴

暖，冷房

昇降機等

擁壁( 高さ 1 メートル以上のもの)

2. 土地区画整理法第 7 6 条による許可申請書

添付書類. 客約書，請書，工事調答等

3. 着工届 知事宛

( 建築確認申請舎の提出時 IL添付し提出する)

4. 司工業騎設置周( 移転，変更) 監督署長宛

( 労働基準法第54条) 建設業者登録累掲示

建築確認済梨掲示

( 安全衛生規則第56，57条)

添付哲類. 摘要警( 足場組立計画図，工程表〉

5. 概算保険料報告m: 誌準j司長宛

( 保険関係成立を現場 lζ 掲示する)

• 



6 代理人選任届 基準局長宛

7  仮設建築物使用届( 現湯事務所，下小屋，飯場なと)

所轄消防署長宛

8  防火管理者選任報告

9  危険物貯蔵取扱所設置届

同 上

同 上

( 定められた分畳の30倍未満の油類などを 10日間以

内貯蔵する場合，所轄消防署長の指示をうける)

10. 火災保険申込

11 敷地境界明示願 市土木局宛

( 土地登記勝本を添付する)

12 下水敷明示願 市土木局下水部管理課宛

(土地筆記勝本を添付 する)

13. 市電軌道数養生願

14. 郵便ポスト一時移設願

市交通局工務課保線係、宛

郵便局集配諜宛

15. 乗合パス( または市電) 停留所-11寺移設廠

16 公害防止条例

道路関係

市交通局宛

17 道路境界明示願 市土木局道路明示係宛

( 土地登記謄本を添付する)

18 土地区画整理道路境界明示顕

市土木局道路部管理課宛

19. 道路付替願 向 上

20 道路占用願( 工事仮板図設置 ，同足場架設，同益生

日架設，空中占用，仮設オ ーバーブリ ッジ然設)

( 所轄笹察署長宛の道路使用許可申諮蓄を土木局経

由で同時に提出する)

21. 道路一11寺土留支保工廠( 道路掘さく ，道路沿道掘さ

く)

( 市土木局道路部管理課より同補修課を経由して所

轄土木工営所お よひ‘ 所轄笹察署交通謀 lζ 照合し，そ

の同意をうる。ただし御堂筋などの国道は近畿地方

建設局長宛 lζ 書類を提出する)

22 道路の位置指定( 変更廃止〉申請書 知事宛

23. 歩道工事用 トラ ック乗入願

市土木局道路部管理諜宛

(苫: 類提出の経路は 211ζ 同じ)

.. 24 道路埋設物試招駁 同 仁

( 沓類提出の経路は211ζ 同じ)

25 街路樹ー11寺誕生( 移縞) 願

市公園所給公国主p : 務所宛

河川関係

26. 河川敷j克界明示願 知事，市長宛

ＲＷＮ 河 川附近地 ｬ ζ 対する行為の制限 ｬ ζ 関する許可 ｲ ｾ ｬ ｭ 醤

知事宛

，}l-il!il河)111ζ 指定されている河川 |の附近に建築をする

助合には種々の制約をうけるので注意を要する。市

外地の場ー合はもとより，市内においてもそのような

河川があり，手続から許可までに相当の時日を要す

る

28. 河川敷地占用仮設工作物設匠願 知事，市長宛

29 河川流水面 占用 仮設デレッキ設置願 向 上

30 河川用水取入口設置願 向 上

定灯，fE力関係

31  電力工事申込占( 臨時電力 ，木工事電力)

( 臨時EE力門祭掲示〉 配EE会社宛

32.  1ti 灯工事申込: ; t : : ( 臨時71; 力，本工事定力)

1;司 上

33. 高圧応力工事申込設 向 上

34 電位 ，支線，架線移設願 同 ー卜

35.  Ｉｾｾ 止 屈 同 上

36. 送f白紙lケーブノレの主主生願

fE信，IG話関係

37  包話架設願

38  支障通信線移設願

39  支線'd: i 柱位置移転願

配電会本土地中線課宛

地区fG話局長宛

luJ .1:  

同 上

40. ｾ ｬ￭Ｚ話ケーフツレ長生願 向 上

41. ｾｈ 弘消防等専用線，信号灯移転および 養 生願

: 警察木部交通企画課，所宇il; i同防署宛

給水関係

42 給水装 i丘工事申込書

43. 給水装置工事許可申請書

44 給水装置峻工応

45 給水装置所有者変更届

市水道局長宛

向 上

向 上

向 上

46 配7J <也・養生願 水道局配水深管理係宛

47  分岐承諾古 ( 水住所有者発1 i " ) 分岐使用者宛

48 私設下水道( 水洗便所) 竣工届 市長宛

49 し尿浄化糟設i丘届 i呆駒1庁長宛

50. 消防設備設計届 市消防局長約

51  上下水道使用問( 閉) 栓申清書 市水道局長宛

52 配水管，給水管 ，移設および養生瀬 市長宛

53 消火栓養生願 消防署長宛

下水関係

54  下水泌占数用願 市長先

55 下水総本j 替工事施工願 同 _J-.

56 下水管接続( 養生〉願 ルj

57. 下水溝使用願 同

58 公共下水道付近郷さく 届

59.  {反排水工事許可蹴

ω  下水道復旧工事施工廠

58， 59， 60はTli よ木局下水部管理課へ同時に提出す

る。

ガス関 係

61. カホス管付替，締直( 妥当: ) 工事施工廠

ガス会社本管部管理談ｾ

62. ガス管引込願 向 上
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J  

労働基準法関係

63. 労災保険料概算報告 労働基準監督署長宛

( 作業開始 10目前 lζ 茜類を提出 し，納金は着工から

20日以内)

保険関係成立票を掲示する z

64. 代理人選任届 同 J-.

65. 事業場設置( 移転， 変更) 居 間 t  

66 公共事業施工通知窪 職業安定所長宛

67 就業規則( 変更〕 所持労ー基署第一諜

(臨時雇用者 10人以上の場合は代表者の意見者を添

付する )

68. 11寺間外労働 ，休日 労働 lこ関する 協定届

所4苦労基署第一弘

69. 断続的な宿直また は 日直勤務許・可申m' 1謹

問 上

70. 監視断続(( J労働に従 'Fする者に 対する 適用外許可申

討1、告 同

消防法関係

71 現場作業所設置局 所格消防署長宛

(附近見取図，平面図， 立面図を添付する)

72. 小iii 危険物仮貯蔵届

73.  小川ー危険物trr蔵( 取扱) ffli 

74. 作業場防火計画届

75.  ;;)j 火1
1

:

1立理省選任:J，i]

B 工 事 中

iJ!築基準法関係

向 仁

同 」ニ

向 上

市消防長宛

l  建築基準法第 12条第 3項の規定による路工計画につ

いて 市建築主事宛

労働法準法関係

2  失業保険被保険者資絡取得屈 職業安定所長宛

( 雇用月の翌月 10日までに徒出する )

3.  ;J..:，;t 保険被保険者転出，転入届 職業安定所長宛

4  同 |二資格琵失届 向 上

( 退職後10日以内に提出する )

5. 公会: 管理者選任報告 労働基準監督署長宛

( '1常時 150人，原動機 75K W以とを使用するとき)

6. i針生管理者選任報告 向 上

c常"寺50人以上を使用す るとき)

7. クレーン( つり上げは百ぷ 3 トン心j".J のむの ヂ 除

く) 設置認可申請書: 労働基準監督署長宛

添付書類 . クレーン明細書，組立図，強度計算書，

据付ける箇所の周囲の状況，11; 磁の概要，走行 クレ

ーンにあっては ，走行する範凶を記載

8. 移動式クレー ン設置認可申請・23

労働l J ; 準監白老ー長宛

iぶf、L!f 獄。移動式クレーン l児朝日; l l

?  デリッ ク ( 小型デリ ックを除く) 設置認可申訪者
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労働基準監督署長宛

添付書類 . デリック明細書，組立図，強度計算書，

鋸付ける箇所の周囲の状況，基礎の概要，控えの固

定の方法

10. エレベータ (建築基準法第 6 条第一項第一号から第

三号までに掲げる建築物のエレベー担を除く〕設置

認可申諮蓄 同 上

添付書類: エレベータ明細書， 組立図 ， 強度計算

書，据付ける箇所の周囲の状況，屋外lζ 設置するエ

レベータにあっては ，基礎の概要および俊えの固定

の方法

11 簡易リフト( 積載荷量が l トン未満のものを除 く)

設置認可申請書 向 上

添付替類 簡易リフト明細m: ，組立図，支持はりお

よび搬器の強度計算書，据付ける箇所の周囲の状況

12 建設用リフト { ガイドレー J レ( 昇降路を有するもの

にあっては，昇降路) の高さが 18メートル以下のも

のを除く} 設置認可申請書 向 上

添付誌類 ・建設用リフト明細書，組立図，強度計算

書，据付ける箇所の周囲の状況，基礎の概要，控え

の固定の方法

i注 上記 Ｗ ｾＱ Ｒ までの認可 ｬζ 対する変更，休止 ， 廃

止の手続，また，諸種の検査に対する報告書な ど

も必要であるが，省略する。

13 労災概算保険増加報告省: 同 上

ow負金が2096以上地加した とき)

14 アセチレン溶接装置認可申請fli 同 上

15. 労災規則立' i 47条の規定による協定屈

向 上

( 2) 羽を変更または延長したとき)

16. 労災者死傷病報告 同 上

( 8 日以上休業を要する場合はその都度)

17 療養，休獲，障害，遺族補償資詰求書

18 健康保険厚生年金保険関係

住宅金融公庫関係

19. 契約書( 写)

問 仁

市建築審査課宛

工事契約後 2 週間以内 lζ 内訳書を添付して提出す

る。

20. 現脇審査申請書 同 上

特殊基礎，基礎配筋， 建築工事( 各階毎) ， 屋外附

帯設備工事! とついて完了したときに提出する。個人

住宅の場合は工期を三固に分けて提出する。

21 木工事出来高審査申請書 向 上

22 資金交付要求書 住宅金融公庫貸付課宛

毎月現溺審査! ( よる査定額を提出する。賃貸住宅，

産業労働者住宅 ，分綾住宅，中高層住宅建設，宅地

造成事業についても同様。

⑮ 



日木住宅公団関係

23. 工事工程表

24 着工屈

る一工後10円以内κ 提出。

支所長先

向 上

添付書類 : 主任技術者経歴書および印鑑証明3

25. 下訟業者名簿 支所長宛

26 主要資材発注先名簿 支所検査役宛

27. 前払金請求書

28. 工事費内訳明細書

51j負者が直接設計担当課へ提出する。

29 工事政内訳設

30. 契約書

支所長宛

向 上

31. 工事進捗状況報告 支所検査役宛

注 賃 貸，市街地住宅の場合毎月末のものを写真 を

添えて提出する。

32. 工事日報 主任監督員宛

契約者工日より手直し完了日まで= 報告。

33. 主要材料報告書 |ロj 上

34. 水道使用願 支所管理郎長宛

注 賃 貸 住 宅 の 場 合，団地入居後の水道使用工事 (C

ついてのみ。

35 公印捺印願

36. 工事変更申請書

添付書類 ・変更図および変更仕様書

支所長宛

向 上

市街地，特分工事につ いては譲受人の変更要望〈承

諾) 書を添付する。

37. 工事中間検査願

翌月検査予定報告と同時lζ 提出する。

38 工事中間請求書

添付訟類 : 内訳書

39  早期使用同意書

C  工事終了時

建築基準法関係

支所検査役宛

支所長宛

同 上

l 工事完了届 建築主事宛

( 建築基準法第 7 条第一項の規定による)

労働基準法関係

2  労災確定保険料報告書 労働法準監' 凶器長宛

( 工事終了後15日以内，発注者の工事資および支給

資材証明古を添付して提出する)

3. 失業保険事業場廃止届

4. 公共事業竣工間

消防法関係

5  防火管理者解任届

明7轄消防署へ提出する)

6  防火対象物使用開始届

職業安定所長宛

向 上

市町村消防長宛

市町村消防長宛

但: 築物の使用開始 7 目前に届出る)

住宅金融公庫関係

7. 1及終回現場審査中諮苔 市建築審査課宛

注 ・公庫よりの貸付資金のうち2096は弁済契約お よ

び抵当権設定の手続が終了するまで交付されな

し、。

日本住宅公団関 係

8  唆工確認書

9  工事竣工届

10 工事手直し読書

11. 竣工払請求書

添 付 書 類 内 訳 書

12. 一部竣工払請求書

添付書類 : 内訳省:

13. 引波書

そ の 他

1. 火災保険解約

支所検査役先

支所長宛

検査員宛

支所長宛

向 上

以上のほかにもまだ多種の手続もあるが， とりあえず

ζ 乙I c mけ、た項目 iζ ついて熟知するだけでも相当のl時円

を必要とし ，上掲の頃合は主として大阪における場合を

あげたが，近鎚ブロック内でも各府県市で必ずしも 同様

であると は限らない乙とも注意しなければな らない。

また ，法律改正などによって手続も変る ζ とも当然あ

りうる 乙となので，なかなか大変な仕事で，デザインの

華やかさに比べて， l 、かにも地味な裏方的業務ではある

が，決してなおさりにする 乙とはできない。

- たいへ ん塗 りやすい 0

・仕 上り が美しい ① 

・いつまでも美しい色を保ちます 。

<  S  B 系エマルシヨ ン壁塗料〉

量孟Ｍー］ゐ且 ｡ ‘ Ｎ，，ＧＱｾ ド ＷＰＰＰ
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道路と建築工事について ｲ ｬｾＪ 鐙級 ｋｋ 営業都怠与 武 内 勝

およそ建築設;:1 の有資絡者で，建築基準法を心得ず，

あるいはとの法律に無関心なものは皆無といってもよか

ろう。乙れlζ 比べ，道路法，道路交通法，車両告IJ 限令の

あるを識り，乙れを周到に配慮して設計する ζ とを忘れ

たような 1主築設計 三者が今なお少なくないではなかろう

か，そして乙れはまた施工者 IC もいえる ζ とであるまい

か。

以下要点を列記してど参考IC供したい勺

1. 設 計 者 の 心 得 事 項

(7 )  道路と敷地との境界線を明確にする乙と

設計の正確を1Vl するには敷地境界線を明確にし ，敷地

の形態，商績を確実に J也促すべきであって ， 乙れはまた

育iJ 南道路幅員を知る ζ とにもつながるものである

(イ) 道路と建物または敷地との車両山入個所を設定する

にあたっては ， あらかじめ道路管理者ならびにｾ祭交

通担当者と打合わせ了解を求めておく乙と

街角郎はもちろん，交差点，街角に間近い個所からの

車両出入は 般的には許可されない乙とになっている。

また特定の道路では一切許可されない湯合さえある。理

由はいうまでもなく主として交通上の支障に因るもので

あるが. たとえ交通支障が少ない場合でも道路付属物j

( 道路標識，街路. 街路樹 .'1i: 全柵等) や路面; nT$. 乗

介自動車. トロリーパスなどの停留所級住. サイドポ-

J レI ｾｮ カ柱 。 電話柱など現地支障物件を調査し ， 移転の

必要あれば，乙れまた ，それぞれの管理者{ 亡事前了解を

求めておくととを忘れてはならない。

(ウ) 地下工事のため土留支保工の 部が道路を- 11'] ，主Hi

する必要を生じた場合も( イ)と同様

一 切許可されない道路もあり，許可 ｬζ も強 ｉｉ 、 ｾＡｪｉｊ 限があ

るので， 乙れを念、ると後円設計変更を余儀なくされた

り，路工上の悶簸や危険を招く因にもなる。

(エ) 特殊な道路占周はできるだけ早自に申請すること

上空泡路，地下: i i l i 絡通路など特殊な施設のための道路

占用許可は ，定められた許可基準IC適作しなければなら

ないのみならず，役所側の述絡協議会や審査会を通過し

たうえで許可されるものもあるので，なるべく早く当局

lζ 相談し ，可能性を確めたうえで申請手続をとる乙とが

大切である。前述の川( ウ) ( エ) は許可された事例だけで，早

合点し一方的に許可されるものと決めてしまう乙とは禁

物である。

(;t) 唆工後の建物の使途内容を充分検討し ，水道( 下水

排水) ガス ，位気，電話などの必要畳を調べておく ζ

と

大規模のピJ レが新築されたため乙れらの需要供給がア
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ンバランスになり道路占沼地下埋設物の入替工事や入孔

の改造工事などが必要となる場合さえあるのである 。

2. 施 工 者 の 心 得事 項

(1) 着工の事前打合わせ ( 説明会)

都市内においては道路. 交通，路下占用物件lζ 無関係

でII 築工事ができないといえるので，胞工者としては 1后

工に先立ち，関係官公署ならびに企業者の注Ｎｾ指示許 可

条件等の主要事項を充分に承知しておかねばならぬが，

これを建築現場良がそれぞれ関係先へ個別にきいて回る

ととはまととに厄介千万であり，かつ指示事項などの調

整については一周困難であろう。そしてなるべく早い時

期 lζ 胞工者主催のもとに関係宮公署，企業者などとの事

前打合わせ会を持つ乙とをお奨めする次第である。 ζ の

場合施主側な らびに設計者にも出席を求めてお く乙と が

望まし l 、3

次lζ 説明資料と して必要なものを参考までに列挙す

る3

a  建築物の名称 ( 0 0ピノレ . x  x ホテノレなと)

b  建築窃所. . . 付近平面見取図lζ 町名君子地を記入

c  若手，唆工予定年月

d  建築物の規校 ・・・ 0 図面は確認rll 誌に添付ーするよう

な詳細なものでなくてもよい

e. 工法 ー図示のうえ1M工順lζ 説明( 工程表に地下

室土留支保工lζ 関係ある地質調査図必盟)

f  路上路下物件( 道路付属物， 地下占周辺設物な

ど) の種別，位置，大きさなどを概略する平面な

らびに断面図

g  施工上一時道路占用許可を受けたい物件の略図

h ーその他ー，現場発生土砂iZ，その処分予定地，速

扱経路ならびに期間，使用トラック台数， ヒノレ

付置駐車場収容台数なと

施工者側lからの上記説明 IC基っき，それぞれの関係者

から指示要望，注意禁止なとの発言ーがあって調整検討し

たうえで. 次のような 'JJ 項がほぼ決定される乙とにな

る。

fイ) 着工のl時期 ー他の工事との関連上，その他の理

出で育iJ 述 c の予定を変更される乙とがある

(ロ) 工法・… ・道路保全のため地下工法については特に

厳密に検討せられ， また万ーの事故発生l ζ(耐

え. 路下占用物や路上物件についても補強，保

護移設，その他の予防措置を命ぜられる乙とが

多い

川 仮板囲，危険防止捌，歩道上の鱗台など施工上必

要な一時占用物件について

‘' 
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とはいえ美観と強度を充分検討するよう要望したし、。ま

た残土巡搬途上の土乙lましによる道路汚損，路下埋設物

の所在位置の確認，高所よりの落下物防止， 矢板撤去の

際の地盤弛緩なと安全管理lζ も細心かつ広い視野に立っ

て注意を払うべき であ る。

近来大都市のいわゆる過密地帯における施工者の頭痛

の積は概ね次のよう な事柄であろう。

1)  工事中の騒音 ｾＡｬＡＩ ｽ などに対する近隣よりの苦情

(2)  地下工事などによる隣接建物への影響

(3)  資材の搬入とその置場

4 ) 施工時間の制限

51  現易事務所や動力用変圧器室の設置場所

(6)  その他

(1)および(2)については単に技術上の問題として施工者

のみで解決し難い内容を含んでおり，施主，設計者ーに も

現状認識が要求せられる。 (3Y4)は銘心部における交通規

制がますます強化されねばならぬ情勢lζ 今日解決し難い

のは やむを得ぬo (5)は歩道上の道路占用許可が受けられ

るなら大部分解決はつけ得るが，反近道路管理者も従来

よりの許可i刷IRを大幅に緩和されている事例があり，か

なり明るい見通しをも てると考えられる。乙の場合仮設

物とはいえ ，堅固な鉄骨構台上に街路の美観を損なわぬ

体裁優美なものを設置すべきはもちろん，占用個所付近

の清掃照明など一般歩行者! と危険や不快感を与えないよ

う特 IC留意せねばならな l 、。

工事用車両出入個所および時間帯( 交通上の理由

などで時間的 IC制約される場合がある)

道路その他の物件についての復旧要領

その他注意要望事項 消火栓の位置襟示など

(ニ)

(ホ)

fべ

(2)  申請手続と専任者

前述の手11原を経て，更めて規定の用紙，様式により別

表のような許可申請手続をとる乙とになるのであるが，

乙れは現在大阪市における実例を示したまでであり ，実

情は各都府県都市により ，かなり指導方針内容を異にす

るのみならず，申 請者の名称，用紙，株式，部数，取扱

い方，窓口などもほとんど間ーではない。

また木表記載のもののほか. ガス， 電気， 電話， 水

道，下水その他にもそれぞれ定められた様式の書類図面

が必要な乙とはもちろんで，乙れをみれば建築工事若手

以前 IC道路に関連するものについての申請手続がいかに

復雑多様で，面倒なものであり，かつ必要なものである

かが理解いただけると思 う。申請関係の専任者をもっ必

要さを強調するゆえんであり ，ζ のととにより申請者側

のみならず，官公庁，企業者側も能率的に事務処理の昭

滑迅速を期待し得る乙とを確信するものである。

.鼠
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その 他 の 問 題 点

2 で述べた着工前の打合わせ説明会により官公署，企

業体それぞれの立場から注意指示なと. が行なわれるが，

念のため駄足を述べるなら，仮板図，檎台など一時占用



般国道( 指定区間) 道路管理の許認可事務関係

の申請か ら許認可までについて

大阪国道工事々務所管l 1 I ! 謀長

木 村 惣 市

道路は一般通行の用 1<:: 供する目的をもって国または地

方公共団体が巨額の費用を投じて設ける施設であるか

ら，乙れが管理については極めて細心の注意をもってい

ささかもそ ζ を生じないように心掛けねばならない 由

米，道路管理という仕事は地味であり，ややもすれば縁

の下の力持 ＨｉＧｾ な存 Ｈｅ として大方の認識が乏しく，それほ

ど重要視されない傾向が多分にあるが，ひるがえって乙

れを見なおすとき，道路管理は日常われわれの社会生活

と密接な繋がりをもつものであり，その使命の重大なる

は改めて申すまでもなく ，われわれ道路管理にたずさわ

る者は，いよいよ自覚を新らたにし ，一般 巾治窓口受付

事務取扱いについては懇切丁$ を旨として l徳間を行な

い，適切なる判断と指導をもって，これに万全を] 切さな

ければならなし、 。従って道路管理の内容は，す乙ぷる箆

1佐多岐にわたり ，たとえば道路占用の問題についてみる

も日常生ずる事例の処理に関しては，しばしば難解な問

題 1<:: 逢着する j易介が多い 。

以下現 (E実h匝している大阪国道工事事務所の管理事務

一般的窓口操作 >J j : 項を列挙してみよう 。

(ー) 従来から 道路 占用の事務取扱いについては，さ

きに ＨＱＱ 日利 Ｓ Ｔ 年 Ｗ 月 ＲＷ 日Ｉ近波地ブｉｪｾ設局長と大阪市長

との( 道路法第 13条の 21<:: 1まく) 党者の取りかわしによ

り道路占用・Jj : 務の取り扱いを大阪市側 1<:: 委任してきたが

m設省 l削伐改築修総工・J j : 告示区間を除く) その申請か

ら!i' F可までの書類の流れはりくのとおりであ る

1  道路法ＡＺｦ ＵＳ Ｒ ｾ 長Ｈ道 路の市 ｭ の 計 ＢｊＩ ，ζ 関するもの

( 中消) ( 照会) ( 問答)

原因者 一→大阪市 ーーリミ阪国道工 't{ 々務所 →大阪

( 協ぷ) ( 回答) ( 許可)

市一→ｾ 察署一→大阪 ､￯ 一〉原因，者

ただし ，大阪国道工事々務所長専決できる以外のも

のについては ，

( 刷申) ( 回答)

大阪国道工事々務所長一一〉近畿地方建設局長一→大
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阪市となる 。

2)  道路第24条( 道路管理者以外の者の行う工事) ，ζ 関

するものおよび道路法第32条に| 刻するもののうち辿設

省直特修繕改築工事告示区間内のもの

( 申拍) ( 凶: l i ) ( 回答〉

原因者一→大阪国道工事々務所一一〉省察署 りた阪

( 許認〉

国道工事々務所- →原因者

ただし，道路法第24条lζ 関するものについては， i笥

察署の協議を詳略し ，便宜上承認条件の写を別途¥' ; f 察

署長宛，道路交通法第77条K 因る道路使用許可申請書

lζ 添付する。

なお，大阪国道工事々務所長専決できる以外のもの

については ，前項(1)の但し告に準ずる 。

以上であるが，大阪府側につ いても同一形態の事務操

作が行なわれているから ，市を府と読みかえてよ L、J

( 二j 道路 占用の申 請 ( 道路法第32条の 1 ) について

i  迫進占用の許可を受けようとする者は一定の申 ;J ai-占

を道路行理者 lζ 提出しなければならなし、。 ζ の申請は

許可の前提要件であるから，これを欠く道路占用の許

可は当然に無効である 。た だし ，申請の内容と許可の

内容とは必ずしも一致する必要はなく，いわゆる修正

許可が認められる 。

¥2  申請は一定の事項を記似した申請書により行なわな

ければなら なし、。申前は申請書という哲ー函の形式をと

る段式行為である。したがって 申総書lζ よらな い申請

は有効に受理する乙とができない。

3  F f l 清志には次の各号に掲げる事項を記i I 衣しなければ

ならな L、。 ζ れらの事項はすべて必要的記戯事項であ

って ，との事項の記，1古も欠いてはならな い。

イー道路占用の目的

どのような必要から道路を使用するかという乙と

である。占用の許否の重要な姿索となるので，なる

.. 



べくよミ体的l己記載する ζ とがのぞまし L、。

リ 道路の占周期間

道路を使用ずる始! 切( 何年何月 {"J 日から ) および

終期( 何年何月何回まで) をいうご必ず終j切の記載

を要する 。無期限は期間とならな い，

，、
道路の占用場所

」

道路を占用しようとする地点，占用物件の高 さ，

深さ( 地下の場合) ， 
，Ji 用面積等を し、ぅ。要するに

道路の占用位置を特定し ，その位置において道路を

特別使用する範囲を明確にする必要がある c

工作物白物件または施設の構造

仕様書，設計図などによって明らかにする必要が

レ 7

V' . ) - 0 0  

ホ 工事の実施方法

[I]Jの施行者およ び施行方法である 。直営 ・委託

- 請負の矧J . 道路を抑aさくする方法，道路の構造保

今または危険防止のための措置などを明 らかにしな

i j Uばならなし、。

へ 工 事 の11寺Wl

工事の始期( 何月何日から) および終期( 何月何

日まで) ならびに施行の時間( 夜間 ・昼間など) を

l 、つ c

卜 道路の復旧方法

道路を原状 lζ 回復する方法をいう 。通常，道路を

員ji さくした場合の復旧方法である。 理戻し， てん

圧，表面仕上などについて具体的に記載しなければ

ならない a

許可の期間が満了し た後において再び同ーの占用 を

継続しようとする場合 ICは，原則として新たに占用許

両Iを受けることを要する。ただし ，その期間が当初の

占周目( I ' - j を達成するため必要かっ十分なものでない場

fr ，すなわち許可の際 lこ明らかに継続占用が予定さ 1

ていたと考えられる場合ICは期間吏新の許可によるベ

きである( 道路法施行令第 9 条参照) 。 この期間吏新

の許可1; ，新たな権利の設定ではなく既存の権利の承

認であるが，その手続は本項の規定 lζ より行なうべき

である( 道路法第33条関係参照) 。

5)  申請古の記載事項である工事実施の方法，工事のH与

j羽およひ道路の復旧方法は占用物件の設自に関するも

のに限らない。ただし ，占用物件の改築，修繕な どに

ついては ，通常，占用の許可を受ける際 lζ は確実に予

偲できないので，必要が生じたときに「工事の追加」

があったものとみて規定による変更手続をとるととに

. ; '  -
e。 色) 0  

(三〉 道路管理者以外の者の行なう工事 ( 道路法第24

条) について

'1)  「道路管理者以外の者J とは ，道路法第 18条第 1 :項

lζ 規定する道路管理者以外の者であれば，国の行政機

関白地方公共団体，私人などのいずれであるかを問わ

ない。乙れらの者は ，本条によるほか，本法または他

の法律 lζ 特別の定がない限り道路に関する工事または

維持を行なうことができな L、3

'2)  
「道路 lζ 関する工事J とは，道路の新設，改築また

は修繕 lζ 関する工事をいう。したがって，乙れらに該

当しない工事については ，ヌド; 条は適用されない 。例え

ば道路の占用 lζ 伴う道路の復旧工事( 道路法第32条の

2 参照) については本条の承認を要しない 。

31  承認の申請は，道路 lζ 関する工事については，その

「設計」および「実純計画 J ，維持については「実施

計画J を提出して行なわれるが，乙の実施計画には工

事区間，工事実施の方法，工事の時期，工事予算など

を記載すべきである。その他申請に関する細目事項 lζ

ついては道路管理者の規則で定める乙とができる 。

(4) 「道路管理者の承認J K より申請者は ，申請ーに係る

工事なとを行なう権能が与えられる。乙の承認は， 自

由裁量 IC属するものと解される。したがって，道路管

理者は，その工事などを行なう必要性，設計および実

施計蘭の合理性ならびに道路管理上の支障の有無など

を統合的 K 判断して ，不認または不承認の処分を行な

う乙とができる 。

51  
この道路 ｬ こ関する工事または維持 ｉｌ 要する ｴｾ 用は，

ＮＴｾ条の規定 ｬζ より道路管理者の承認を受けた者または

道路の維持を行なう者が負担する乙ととなる( 道路法

第57条参照) 。

61 本条の承認には，道路管理上必要な条件を付する乙

とカtできる 。

，)  本条の規定または乙れ IL基つ、く道路管理者の処分 lζ

違反して道路 lζ 関する工事または維持が行なわれた場

合などには，道路法買m 条( 監醤処分) の規定が適用

さu る。
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道路上における建築作業用の工作物設置基準

と許可手続等について

大 阪 府 軍E察本部交通部交通管理観長

藤 原 男

1. は じ め に

道路lζ 面したm所でピノレなどの建築工事をする場合

や，既設ピJ レの修理工事をする切合は，一般的に道路を

使 用 ( 占用) する ζ とがあたかも当然であ るかのように

考えられがちでありますが，道路は府民のだれもが自由

lζ 通行できる公共の施設でありますから ，と れを特定の

者が他の目的のために使用するという乙とは，それだけ

道路そのものの効mが阻宮され，府民 lζ 大変な迷惑をか

けるという乙とになるのであります。

そ乙で新たにビJ レなどを建築する場合は，工事中なる

べく道路を使用 しないで作業をする方法をお考え願いた

いのでありますが，ζ れは沿道の ピノレなどのすべてがセ

ットパックしてl l ¥築されないl浪り不可能な乙とでありま

す。

土ー升，金一升といわれる大阪では，たいていの場合

建築怠準法で認められている最大限度まで敷地を活用し

て，建築されているのが現実の姿でありますから ，工事

中は必然的 le道路を使用( 占用) して，足場，板凶い，

掛け出し ，乙道構台( オーバブリッジ) などの工作物を

設けるととになるのであります。

2. 設 置 の 基 準

ζ のような工作物を設けるには ，道路管理者と E警察署

長の許可が必要でありますが，その許可の基準 le つきま

しては次のようになっております。

まず足場と板囲いでありますが，ζ の出巾は道路端か

ら0. 6 メート ノレ以内であります。もっとも数年前までは

l メートノレまで認めておりましたが，だんだんと交通事

情が悪化してきましたので，現在は 0. 6 メートル以内で

ど辛棒願っているのであります。

次は掛け出し( 持ち出し〉でありますが，乙れは道路

面から工作物の下端までの高さが，歩道上では 3 メート

ル以上，歩道のない道路では 4. 5 メートル以上とな って

おります。また出巾につきましては，現在別段の益準は

ありませんが，乙れは無制限に認めるという ζ とではな

く，あくまでも建築作業上または ，保安施設として必要

な最小限度のものと解釈しておりますので，自ら限界が
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あると考えられます。

その次にはこ 道機台( オ ーバブリッジ) であります

が，乙れが認められるのは，幅員が 3 メー トJ レ以上の歩

道上だけであり まして，歩道のない道路では柱 le 自動車

等が衝突する危険がありますので認めておりませんし，

歩道上でありましでも，御堂筋におきましては ，美観風

致を害するという観点からど遠慮願っている次第であり

ます。その構造の基準は ，根太の下端は道路面から 3 メ

ート ノレ以上，方杖の下端は道路面から 2. 5 メート J レ以ヒ

の高さになっております。また事務所，機械室等を設り

るためのと道構台( オーパブリッジ) は認めておりませ

ん。

3. 許 可 の 方 針

許可の法準は以上申し述べたとおりでありますが，そ

れではとの基準に合致しているものであれは¥どのよう

な場合でも無条件で認められるかというととにな ります

が，決してそういう 乙とではないのであります。答察に

おきましては ，現地調査のうえ道路管理者と緊密な述絡

をとりまして， tJ; K 必要やむをえないもののみを，最小

限度の; 沌間内で設置していただくようお願いしている次

第であります。従いまして，建築業者から ζ i 1i 構台( オ

ーバブリッジ) の申請があっても. 状況によっては，掛

け出しに代えていただく場合もありますし，現場の道路

状況によっては出巾を縮めていただくとともあります。

板間い ，掛 け出し ， 乙道構台Ｈオ ー バブリッジＩはｾ

築作業を容易にするというだけでなく ，沿道における道

路交通の安全確保という自的ももっておりますので，乙

の点を考えますと ，私達はむしろ設置について積極的で=

あるべきかも知れません。しかし ，その反面，乙れによ

って道路がせばめられ，道路環境が悪くなって府民 lζ 大

きな迷惑をかけることとなり，ときには交通事故の遠因

となる湯合もありますので，乙の相反するこつの要求を

調和させるのに苦慮するのであります。そ乙で，警祭か

ら建築業者の皆さんに特 lζ お願いしておきたいととは ，

(1) 現場の道路事情を十分 le検討し板間い，足場の出幅

を必要最小限度にする乙と。

(2)  乙道構台( オーパブリッジ) は，柱のため歩道を相

ｾ＠



、 ν Ａ せばめ • ) j 杖などにより道路浪

士売を窓くするのでなるべく 掛け出

しに変更する ζ と。

3  "J j: 務所，詰所. 機械室. 変包室

などを設けるた めに乙道橋台 (オ

ーパブリッジ) を設け ない乙と。

4  乙れら工作物の維持管理を完全

にする こと

51  広告物を添加しない乙と c

なとであ りますが，乙れは単IC瞥祭

だけ の要望ては な く道路管理者ー とし

ても同感と，思いますし ，多数の府民

の声で もありますから ，今後充分に

と検討願いたいと患うので ありま

す』

4. 許 可 の 手 続
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最後に，乙れら工作物設置の許可手続に ついて申し述

べます 3 まず，法的な根拠であ りますが，これは道路法

貫D 2条の道路占用許可と道路交通法第77条の道協使用許

可が競合するのであ りまして，当該道路の管理者と所轄

笹察署長双方の許可が必要であ ります。

申請書は ，道路管理者 lζ 対しては，道路占用許可申請

占 ( 3 部) • 聖子察署長 iζ 対しては. 道路使用許可申請書

( 2 部) を傑出す るととにな って おりますが，申請書は

すべて道路管理者が窓口となっ て一括受理したうえ，替

察 署 長 ｬ ζ 対するも のは道路 ｾｊＺ 理 者か ら 直 接送付する乙と

にしておりますの で，申請者ーから直接送付する乙とにし

ておりますので ，申請 者ーから直接ｾ 察署 長 ｻζ 申 請 書を提

出する 必要はありません。

道路管理者か ら道路使用許可申請書を送付された主主察

署長は必要な現場調査をし，その申請について道路管理

省と 協議したう えで許可をしてお りますが，許可証は道

路使用許可に つい ては 聖子察署で，道路占用許可について

は，道路管理者で交付する 乙とにな ってお ります。

また. 道路占用許可申 請書お よび道路使用許可申請書

はそれぞれ機式( 別添 1 ， 2 ) を定めてお りますが，と

a二=Egg-"'

送風機

株式会社 毛:i-1l J 重戴コ二月斤

2  

れら の申請書lζ は次の書類を添付するととになっておる

ので申し添えます。

(1)  現場の位置および付近を記赦した見取図

(2)  申請する工作物の設計書，仕殺害，図面など

(3)  他の法令などにより官公署の許可，認可，若しくは

確認を必要とするときは その許可証，認可書または写

'"I t  

(4 )  土地，建物の所有者若しくは 占有者または居住者の

同意を必要とするときはその同意書

5. む す び

建築作業用の工作物の設置基準，許可の方針，許可の

手続なとにつ いて. まとまりのないととを申し述べまし

たが，乙の乙とについて. 建築業界の皆さま 方におかれ

ましでも ，いろいろとど意見，ど批判があるかと存じま

すが，要は ，余り広くない大阪の道路を現状の姿でし、か

に効率的[と活用するかと いう点にあると思います。どう

か，現下の道路交通事情を充分ど賢察のうえ，格別の ζ 、

協力をお願いいたしま す。

. L A F 形 リ ミ y ト ロ ー ド 送 風 機

・ T A F 形 可 変 式 事 由 流 送 風 機

・ S L 形 ス ト リ ー ム ラ イ ン 送 風 機

・ C L 形 七 ント リー ラ イ ン 送風 機

・ プ レ ー トフイ ン ・ヒー ター ・クーラ

本 社 工 場 / 穴 阻 市 堀 東区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 泡

常話大 ｆＮｾ ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

車 京 出 蝿 所 / 車 京 都 文 京 区 ，島 お 四 丁 目 六 番 十七 号

電 話 東 京 ( 81 1)  3  4  3  5 .  3  4  4  0  
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消 防 機 関 へ の 諸 手 続

大阪市消防局指導際

恩 田 一 則

行政機関への手続 といえば，許可，申請，扇出なとが

あげられるが，本稿は消防機関( 大阪市の場合) への，

それぞれについて述べる乙とにする。

なお，乙れらは規定の文言どおりで別に説明を要する

までもないので列挙の形式とするが，一部には ，しかる

べき迩用を必要とする点もあるので，その部分は特記す

るとととし ，参考のため各事項ごとに線拠条文を付記す

るζ ととし 7こ。

消防署へ届出なければならないものとして次の事項を

定めている。

建築物などの使用開始または変更の届出

( 大阪市火災予防条例( 以下，条例という〉第56条〉

( 届出事項)

住宅以外の用途K 供する事業場を，それぞれの用途K

新たに使用しようとする者，または届出の内容を変更し

て使用しようとする者は所轄消防署長を経て消防長に届

け出なければならない。また，消防用設備を設置しなけ

ればならないものは，使用開始前lζ 消防長の検査を受け

なけれは‘ ならなし、。

( 手 続 )

届出入の住所，氏名 ，所在地，名称，用途など必要事

項を記入した所定( 大阪市火災予防条例施行規則( 以

下，規則という〕第 5 条) の届出議正副 2 通を使用開始

の 7 目前までに所轄の消防署iζ 提出する 。

( 特 記 )

届出の目的およびその提出時期について次のように考

えられる。

建築確認の段階においては現在，消防機関による同意

の制度があるが建築基準法第 7 条の規定する使用承認

は，同意の対象外と解せられるため消防機関は竣工した

建築物が合法か否かを当然に確める乙とができず別個の

立入検査を必要とする乙とになる。そのl時期としては関

係者自身の不利益などを考えれば使用開始前が適当であ

る。次lζ 現在の消防同意制度のもとでは建築物の計画警

は消防機関の手許 lι 保管されていない。従って，とれに

ついての資料提出の必要性が存し届出警に配置図，各階

平面図，消防用設備設計図書などを添付しなければなら
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ない理由となる 。また，建築確認の段階における消防用

設備の設計はまだ大略11 : すぎず，着工後lζ 初めて具体化

する場合が多い点から ，該設計図書の提出時期は ，規定

の 7 日前のいかんをとわず，設計が決定次第侵出される

乙とが望ましい。

火を使用する設備などの設置または変更の届出

( 条例第57条)

( 届出事項)

1 . 熱風炉( 風道を使用するものに限るが興行湯，キャ

バレーなどでは風道の有無にかかわらず全部)

2  鋸付面積 2 平方メ ー 卜J レ以上の炉および、かまど( 個

人の住居lζ 設けるものを除く〉

3. ボイラ ー ( 個人の住居K 設けるものを除く 〉

4. 乾燥設備

5  火花を生ずる設備( グラビア印刷機，ゴム スプレツ

ダー ，起毛機，反毛機など)

6. ｾ与圧または特別高圧の変包設備Ｈ全出力 ＵＰ ｋｗ 未満

のものを除く)

7  内燃機関による高圧または特別高圧の変m設備i (全

出力が50K W未満のものを除く)

8  屋内 ｋ 設ける定格容量の合計 Ｒ ∞ ａｨ 以上の ｾｭ 設備

( 電圧が48V 未満のものを除く)

9. 設ulli 容l i 1 2 K V A以上のネオン管灯設備

10. 水素ガスを充てんする気球

以上，各号を新たに設置または届出の内容を変更し よ

うとする者は，その旨を所轄消防署長を経て消防長11:届

け出なければならない。

( 手 続 )

届出人の住所，氏名，所在地，用途など必要事項を記

入した所定( 規則j 第 6 条) の届出沓類 2 通を設阻または

変更の日の 5 目前までに所轄消防署 K 提出する 。 ただ

し，アド バノレーンについては 3 日前までとする 。

火災とまぎらわしき燈など発するおそれのある行為な

どの届出 (条例第58条)

( 届出事項)

卜 火災とまぎらわしい煙または火災を発するおそれの

ある行為



2. - 3. 省 略

4. ｾ庖の開設，路上の工事または荷物の搬出などで消

防隊の活動を困難とするおそれのある行為

5. 工事を施工するための現場事務所の設置

以上，各号の行為をしようとする者は ，その旨を所轄

消防署長lζ 届け出なければならない。

( 手 続 )

届出人の住所，氏名，日時，場所，期間など必要事項

を記入，所定( 規則第 7 条) の届出番正副 2 通をそれぞ

れ当該行為を行なう臼の 3 日前までに所絡消防署に提出

する。

小量危険物などの貯蔵または取り扱いの届出

( 条例第e[) 条)

小危危険物( 指定数量以下でその% 以上，特定のもの

は始以上) ， 条例で定めた数量の 5 倍以上の準危険物

(油かす， コ' ムのり，しょう脳など) および特殊可燃物

( わら 煩，コ' ム類. かんな屑など) を貯蔵し ，または取

り扱おう とす る者は ，その旨を所轄消防署を経て消防長

にj函け出なければならない。

(手 続)

! 函山人の住所，氏名，場所，品名 ，最大数量など，そ

の他，必' i l ! 事項を記入した所定( 規則第 8 条) の届出番

Jiミ副 2 通を i貯蔵または取り扱いを開始する日の 7 日前ま

でに所悩消防暑に提出する 。

消火活動の障害となる物質の届出 ( 条例第61条)

( 届出 事 項)

骸燃料物質，放射性同位元素，圧縮ガス，液化ガス，

劇毒物，火薬類，細菌( 病源体) など消火活動lζ 重大な

支障を生ずるおそれのある物質を貯蔵し，または取り扱

おうとする者，または届出の内容を変更しようとする者

はその旨を所轄消防署長を経て消防長に届け出なければ

ならな い。

( 手 続 )

届出人の住所，氏名 ，取扱場所，品名，最大数量，取

扱立任者など必要事項を記入した所定( 規則第 9 条) の

届出m正副 2 通を所轄消防署 iζ 提出する。

その他，窟出を要するもの

( 条例第59条，消防法第 8 条)

消防職員が来場しないまま火災を鎮圧した場合，当該

関係者は ，ただちに所轄消防署 iζ 届け出る。また，防火

管理者を設置する事業場 (50人以上が出入し ，勤務また

は居住する建築物，工事事務所で該当するものがある)

で消妨計画を作成したときは，その計画を所轄消防署長

に提出しなければならない。

危険物製造所，貯蔵所，取扱所 ( 消防法第 11条)

( 申 請 事 項 )

消防法で定められた危険物( 消防法別表) を指定数量

以上設置し ，貯蔵し，または取り扱おうとするときは ，

消防法および危険物の規制に関する政令に定める基準に

より ，市長にそれぞれの設置許可申 f青をしなければなら

ない。また，許可をうけた製造所などは完成検査に合格

してから使用する乙とになっている 。

( 手 続 )

所定の設置許可申請書( 危険物の規制IC関する政令第

6 - 8 条、危険物の規制Iζ 関する総理府令第 4 - 9 条)

正副 2 通を所定( 危険物の規制 lζ 関する政令第40条) の

手数料 ( 1，∞0円- 7，0∞円) をそえて設置場所の所轄消

防署長を経て市長lζ 提出する。

また，許可を受けた製造所などが完成したときは ，所

定の完成検査申請書を検査手数料 (5∞円- 3，5∞円) と

とも IC提出して検査を受ける。

製造所などのタンクは，完成検査前 lζ 水張または水圧

検査を別個に受ける 。

以上の手続方法は製造所なとの位置，構造，設備を変

更しようとする場合も同様である。ただし ，変更許可申

請および完成検査の手数料はそれぞれ半額となる。

防火管理者選任義務 ( 消防法第 8 条)

50人以上の人が出入し，勤務または居住する建物の管

理者は ，防火管理者を定めて消防長または消防署長lζ 選

任の届出をしなければならない。その選任届出寄には，

防火管理者としての資格を証明する書類を添える乙とに

なっている 。
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上 下 水 電 気 電 話，ガスの諸手続

側竹中工着信大医本庖設備部

桜 井 満 男

設備工事の宮公庁諸届出について，いままでの工事経

験から短めたものを述べる前に設備工事担当者として ，

感じた乙とを書いてみたいと思います。

道路を巡行する自動車，歩行者なとに交通法規があ

り，乙れによって交通安全が維持されているように，建

築設備においても，かなり広範囲に i法令，規則，条令が

あって工事の程度，安全，危険防止といった乙とを規制

しているーーと考えるのであります。超高層ビJ レが最近

各地で建築怠れつつありますが，在来の建築と比べて相

当き つい規則が適用されており，ますます，われわれ設

備担当者は関係 'tt・令. 規則によく関心を抱き . 正 しい扇

出をして，正しい 施工をしなければならないと考えま

す。作業所における設備担当者は， 図面ならびに仕様

書，工程表などで，必ず各関係官公庁への密接なる連絡

をとり，事前 lζ 速かに各届出をしなければいけないと考

えます。乙れによって仕事に対して指示および指導を受

け，また引込工事についても，スムーズな工事進捗を計

るべきであります。設計途上においても，未然K 関係各

庁 lζ 設備計画紙要をど説明し ，関述事項を相談し指示を

受け ，あ らゆる法規に完全に適合した設計を纏め上げる

べきであります。

最終需要家の設備担当者は ， 届出手続については法

令，規則の内容が後雑なために ，適用の範聞や関係規則

の関連性をよく認識してないような ζ ともあって，正直

にいって苦手であり，設備業者あるいはメ ーカーに届山

を代行してもらっている乙とがたびたびあります。 ζ れ

らの届出についても ，ぜひ設備担当責任者において直接

出向き提出した方が竣工後の管理上各関係官庁への述絡

の点からも ，よいのではないかと思います。

法令規員Ij がわれわれに馴染薄いという理由 lζ ，広範囲

て、かっ少々解釈に苦しむ文面である乙となどがあります

が，そのために全体の内容を抱鐙しにく いのではな L、か

と考えます。法規の周知徹底を計るためにも，適当な l時

期 f(. 説明会を開催して，よく関係者 lζ 覚えさせるように

していただければよろしいかと思います。

以上述べました ζ とは出願手続 lζ 対する個人的な考え

であり，かつ希望であります。

次lζ 各設備の届出手続について述べてみた いと，思いま

す。
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1. i 上 水 」

給水工事若手前 lζ . r給水装置工事申込書，ならびに

「水道使用申請書」を，大阪市水道工事協同組合を経由

して，大阪市水道局長宛提出します。市水道条令 lζ 基っ

き施工し ，道路部分の工事については ，市水道局におい

て直接施工されます。各市宛には各々，市水道公認業者

でなければ路工および届出はできません。引込工事完了

時 lζ 「給水装置工事設計図面 J ( 唆工届) を公認、業者よ

り提出します。乙の他 lζ 「道路掘さく願」を各地区工営

所を経由して市道路管理課へ「道路使用許可申請書J を

所轄聖子察署・長へ提出する必要があります。処理順序を述

べますと ，まず工事打合わせをして現場を確認調査し，

申請書および申読図を完備して，設計審査手数料を納付

し材料検査を受けて後，内部工事に着手します。追って

中間検査 ， 竣工検査を受け「道路ｴｉ￮ｩさく現認詔 ｡ｾ ニ可」を

もらって引込工事をし道路復旧工事を完了して全工事を

完成します。

2. i 下 水J

水洗便所のような汚水排水関係は. r排水設備( 計画〉

確認申請{!'U . r排水設備( 水洗便所) 竣工届 J . r設

計書J . r水洗使所による下水道使用届」などを市下水

管理課1(. 届出る必要があります。新築以外 lζ 泊設，改築

の場合も必要です。

一般下水関係では「排水設備( 計画) 確認申請占J • 

「下水道使用届 J. r排水施設築造工事申込' i l l ' J などを

提出します。大阪市の場合. 道路i沼分については，そ の

工事政納入後，工営所 lζ おいて直接施工されます。占額

の処理順序をi d 5 べますと，まず工事打合わせ現場確認の

うえ，申請r ! r 並図面を完備して下水管理設計審査，納金

後工事 lζ 若手します。乙の l侍 「道路姉さく許可」をと る

のは上水の場合と同じ要領です。本管への接続後，唆工

検査を受けて，舗装をして全工事を完了します。工事の

ための地下羽水を市下水木管に放流する .rid合は申訪のう

え，下水使用料を支払わなければなりません。既設下水



本管を移設替えあるいは養生を必要とする場合も下水管

理課lζ 申請し工技を納入するか，建築業者が許可をもら

ってから施工を行ないます。

し尿浄化槽の届出について，大阪府，大阪市の場合新

設の時は . rし尿浄化そう設置届J を所轄保健所へ正副

3 通提出し. r建築基準法施行細則第八条による届沓」

に「建築図面」およ び「し尿浄化そう構造図」をつけて

正，副 2 通を建築部指導課道路設備係へ提出します。た

だし「建築確認申請書J Iζ 「し尿浄化そう図面」を添付

し 要 項 記 載 欄 !C記入した場合は建築基準法施行細見Ij 第

8 条による届出はいりません。改造および増築の場合，

「し尿浄化そう設置届 J 3 通を所轄保健所lζ 提出. r建

築基準法施行細則第 8 条による届香J 2 過を建築課指導

係に提出します。兵庫県，神戸市の場合は「設計概要J.

「仕様書J 3 通. r調書J 2 通. r受理通知書J 2 通を ，

兵庫県の場合は所轄土木出張所へ，神戸市の場合は市建

築課へ提出します

3.  I電 気」

関係法規に よっ て，一般用電気工作物と自家用電気工

作物 lζ 分割されております。まず一般用足気工作物の場

合は屯力会社と 「供給規程」により ，電気工事施工業者

が，設計ー図ならびに申込書によっ て手続きをしなければ

なりません。屯力会社で申込みを受理し図面を審査検討

し. r施工承認f . I } j が発行されますが，一方工事の施工

完了前lζ 受電希望 日を連絡しておき， 竣工時は「唆工

屑J および竣工検査料を納入し竣工検査を受けてから受

IEされます。新設， 改修その他異動があった場合も届出

が必要です。書類処理I1民序はまず申請をすると現場確認

後. r施工承認告」が屯力会社から提出され，工事中は

その指示 !C従い適宜中間検査を受けます。要は引込お よ

び送屯開始の H寺期を TU力会社によ く認識してもらう よ

う，述絡を密にする乙とが極めて重要であ ります。工事

Ｑｾ 負担 金の取扱いが次のよ う ｋ 改正されました。

l  低圧需用に対する工事費負担金の原則的廃止

2.  変電設備工事費負担金の原則的廃止

3  架空高圧配電設備工事到の標準化

4  専用供給設備を一般供給設備に変更した場合の精

算期限延伸

5.  送電設備の負担金対象限定

電気事業法がl昭和39年 7 月11 日法律第 170 号として公

布され昭和40年 7 月 1 日より 施行される ζ ととなりまし

た。新法令によりますと ，高圧需用家のほとんどが自家

用電気工作物として，規制を受ける乙とになります。

まず自家用tg気工作物とは

自家用電気工作物とは工場やピノレやl決闘館等で・電気工

作物を設置し，使用しておられる方で，次のようなもの

に該当するものをいいます。

乙の自家用電気工作物設置者は電気という危険物の保

安を確保する義務があり ，そのため法律で. r屯気主任

技術者の選任J . r保安規程」の届出などが義務づけら

れています。

(1)  受電電圧 ef.X) ボルトをこえるもので受電電力 50キ

ロワット以上の施設

(2)  受電電圧7α lOボノレ トをとえるもので受電電力50キ

ロワット未満の施設

(3) 構外にわたる n1 * 淡路( 受電のための電線路を除

く) があるもの ( 2 構内にわたる施設〉

(4)  発電設備( 非常用予備発包装置を含む〉があるも

の

(5)  火薬取締法( 第 2 条第 1:項) に規定する火薬を製

造する場所

(6)  石炭鉱山保安規則の適用を受ける甲種炭鉱または

乙種炭鉱

(7)  次のような場所で，その受篭電力の容量が20キロ

ワッ ト以上のもの

(イ) 劇場，映函館，演芸場または観覧場

(ロ) 公会場または集会場

わ) キャバレー，ナイトクラブ，その他 ζ れK 類す

るもの

(斗 遊 技 場 またはダンスホー J レ

(ホ) 百貨庖またはマーケット

一般用電気工作物の範囲は

(イ) ef.X) ボノレ ト以下で受電し ， 乙れを同一構内で使用

するもの

(ロ) 7.∞0 ボノレト以下で受包し . 50キロワッ ト未満の

もの

であります。

自家用電気工作物の施設認可関係、は

(1)  契約容量 300 キロワッ ト未満の自家用沼気工作物

を施設する場合は . r認可申請」はもちろ ん 「工

事計画届」も要りませんが. r主任技術者選任届」

と「保安規程」を使用開始前 IL . また使用開始後

遅滞なく「使用開始届」を通産局長宛提出しなけ

ればなりません。

既設の自家用施設者は 3 カ月以内 (40年 7 月 1

日より) Iζ. r保安規程」を作製し ，届出なけれ

ばなりません。

(2)  契約容量300キロ ワット以上500キロワット 未満の

ものは工事開始の 30 日前までに「工事計画届出

番J ( 需用設備の位置，最大沼カ，受電電圧，供

給変屯所名 ，しゃ断 器 ， 高圧以上の機ｾ Ｎ 関係図

面) . r工事工程表」を通産局長宛提出しなければ

なりません。
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(3)  契約容毘 5∞キロワット以上のものは， i 工事計

画認可 申請書:J と「工事工程表J を通産局長宛提

出して認可を受けた後，着工し工事中 IL 検査，竣

工検査などに合格しないと使用できません

使用を開始した電気工作物は常 lζ 技術基準 lζ 適

合するよう必要な措置を諮じるとともに保安を確

保するため管理者の職務および組織，従業員の保

安教育，巡視点検および検査，運転または操作.

保安 ｬζ 関する記録を記 ｩｲｾ した「保安規程」を応 け

出ます。

自家用電気工作物の受電認可関係は

(1)  受定屯力 3，0∞ キロワット未満のときは受電認可

手続きはいりません。

(2)  受信電力 3，0∞ キロワット以上 20，∞0キロワット

未満は通産局長宛 lζ 受宜i認可申請をしなければな

りません。

(3)  受電電力20，∞0キロワ ット以上のものは， 3 カ月

前 lζ 通産大臣宛に認可申請をしなければなりま せ

ん。

電気設備技術規準 lζ 規定されている工事方法が実施 さ

れない場合，あるいは新材料を使用する場合は必ず事前

IC制限外，あるいは特殊設計の申請を しなければなりま

せん。

また ，発電機を設置する場合，原動機 lζ 水力，火力，

内燃機関などによって，それぞれ関係法規がありますか

ら. ど注意してくださ L、。

4， i電 話J

構内交換設備を一般自営施設( 加入者所有管理) で

新設するときは「構内交換設備等自営届書J ，正富IJ 2 通

に「工事設計明細省一」を添付して所粘む話局へ屈山手続

きします。唆工時 K は「機内交換設備l等竣工検査請求

書」を提出して竣工検査を受けます。また電電公社仕様

以外の機器を使用する場合は「公衆' む気通信設備自営用

品認定申請書」を提出し認可を受けます。
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電話加入申 込み( 臨時電話を含む) は「加入申込書事」

を取扱局営業課 lζ 提出します。大規模な建築工事の際 iζ

は，m話引込位置および幹線路などを所轄地区電話局の

線路課ならびに土木課と打合わせをせねばなりません。

電話線路の建物への引込みに関しては「包話特殊引込申

請書J IC i 図面J( 引込管路より M D F Iと至る経E各) 添付

のうえ ，地区電話局計画課へ提出します。作業所周辺の

埋設ケーフツレ養生は現場立会のうえ ，相談して行ないま

す。線路の支障移転は「支障屯気通信線路移転215求書J

を地区電話局線路課内土木諜 lζ 提出します。

5.  i ガ ス」

ガス配管を新設，増設，撤去するときは所轄の大阪瓦

斯営業所工事課に図面」をもって申請し ， 工 ￏ ｊｉｾ ＧＱの算出

後，納金して工事部において直接施工されます。乙の場

合一部公認業者 lζ て施工されるケースもあります。現場

周辺の本管君主生障害移転などは関係営業所あるいは木管

部に現場打合わせ協議のうえ，工事費納入後施工 されま

す。ガス器具は大阪瓦斯製品を使用以外は ，大阪ガスの

検査に合絡したものでなければなりません。

プロパンガス配管については ，法令Iζ 抵触する乙とが

あるから ，消防局と設計時 ICよく相談して指示を仰ぐの

が賢明だろうと思います。

×  X  X  

以上述べました ことは工事施工 lζ 際し筆者の届出手続

した経験を1まにして獲理したものですが，その後の変更

や地区その他特殊条件によって ，多少違う乙 ともあるか

と思います。ま た届出 K 対して充分な博識もありません

が，少しでもと参考になれば幸いと思っております。

セラヌも&〆

セちタb ! 之

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社
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プ レ キ ャ ス ト スト

41年 8 月完成予定の大阪化学繊維会館ピ J レには. P  C  

ブロックが全面的に採用されている さ

市街地建物のつねとして，セットパックしたての建物

は， P C カーテンウォ - J レには不利であるが，本号にも

紹介されているショックベトン工法な どを含め ，自由な

形状と比絞的高精度を期待で きるようになってきた P C

技術を土台として . m合された外壁姿主主が試みられた 竺

すなわち木製型枠 lζ より 6 分下寒水石入でショックベ

トン法でキャス卜され， Ｗｬ＼ ｗ き仕上され，骨材をｾは さ

れた P C プロックは . 外樫要素の統一を 目的と して ，カ

ーテンウオー ノレ，パラペッ ト. n袋梁型，ピロティ住.

壁，さらに窓台を兼ねる空調消音函，通風窓，花坦なと

すべてを構成している 。

カーテンウオーノレユニットは . 1，200 粍を基準格子と

する平田により ，rtJ 1.200粍. 高さは 3，050粍- 3，550粍

で重量約 1 T ON の P C ブロック 492個 ( 7 種類) ，役物

各種 28 個よりなっており，後庖ガラスが依込まれてい

るc m: 栢ガラスは ill: : G 1 大でアルミサッシではその開閉は

問題があ り 原則と して 級殺 しとなっている。
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ン ブ ロ ッ ク に よ る

サッシュはアルミの大きな熱影股率のため打込めな い

ので ，P  C!ζ 銅製捨;枠を打込みサッシュは P C工場でピ

スづけされる 。ガラスの取付は現場取付後室内か ら行な

う予定である。

プレ キャストの形状は，雨に よる 1m挨の洗い流しを考

慮し，白地や日陰になる部分! [ 汚れを集中させ，汚れが

かえ って 全 体 の 明暗を きわだたせるようデザインされ

た。

プロック下部! [ 打ち込まれたステンレスプレス板は通

風孔の化粧で消音函の部分では単lζ 化粧のみで，その奥

で P C板で閉鎖されている。乙の関口とステンレスの郷

きは， やや重くダノレな表現の P C ブロック 外壁の 表 情

を，軽 く明るくするであろう 乙とを期待されてい る。

プレキャス ト表面の風化に対しては， P  C工場にお け

る沸化磁紫液による硬化処理な どを検討中である 。

接合目地部分の防水は外部ウェザーパン，内部コ ンプ

リバン ドとし，エアークッション方式とした 。

釣上および取付はセ ットパックの関係で釣上被械にや

や図難が予想されたが，大型ポ ータフツレクレ ーンが用い

西 立 図 面

6 ， 7 階 平 面

大阪化学畿維会館ピル筏型とプラン



カ ー テ ン ウ オー ル

1岡 下

6MMIU I 1Iラス

.， x  

「 己∞ |
川

四

干

に

られる 乙とになろう 。

駆体と プロックの取付は ，駆 (木側上里込ポ ーノレト 16φ .

アングノレ ピース. P  C側インサート思込ポ J レト絡 または

熔接 とし ，釣上 フック用インサー トは， 取付後 ウェザー

バン でキャ ッピングし て. 鈴の出ぬよう 』ζ 考慰 された。

ガ ラス 函の腰と して高速 ダク トによるペリメ ー ターの

吹出口の P C消音函と， 残業時などの通風窓を内政した

ブロ y クが同形状で通 しIC造り付けられるが，消音図は

ひ弱な鏑製ケー シングを用いず，プレ キ ャス 卜函の内部

に直接 ，吸音材. パッフノレ . 防火ダンバー . 吹山グリ J レ

を取付 けた P C 製 ともいうべき

ものであ る。

通風窓はステンレ ス枠を工場

打込し，エア ータイ トの鏑援 フ

ラッシュ窓は 。 P C 取付後現場

で取付 けら れる。

これらのプロックの組立には

エポ キ シによる 接着工法が活用

さu ょう e

この窓台 プロ y ク の 総数は

466個 lζ およぶ。

その他 lζ 柱ブロ ック 83個 ，軒

袈ブ ロ γ ク58個 ，壁 パネ ノレ51枚

が製作され，ボJ レ卜締 ， トロ詰

工法 IC よって施工 され る。

日建設 計 工 削 橋本 喬行・千葉 春海
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窓 台宣銅吹出口

大阪化学繊維会館詳細凶

ス医化学総維会館

設計監恕 日住設計工諸株式会社

施 工 株式会社 大 林 組i

プレキャス ト創作

株式会社 ν ョ γ クベトンジャ パ ン
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シ ョ ッ ク ベ ト ン

ショ ッ ク ベ トン・ ジ ャパ ン 設 立 に つ い て

大林組ではこの度オラングのショックベトン社と技術

保携を行ない，新会社ショ ッタベ トン ・ジャパンを設立

して，ショ ックベ トン法に よる プレキャ ストコンクリー

卜の製造，販売，取付工事を行なう乙 とになった う

乙のショックベトン法によるプレキャストコンクリー

ト1':: . 従来の P C コンクリート lζ 比べて格段に優れた性

質を有して お り，建築か ら土木まで，巾広い用途を持つ

ものであり，建築界におけるプレハプ化を促進し，建設

業の近代化 (C 貢献するものとして大きな期待を持たれて

いる 内

ショ ッ ク ベ ト ン 法 の 背 景 に つ い て

オラングの本社工場は 1932年 IC創設されたが ，批察に

ると この工法は元米住宅政策が出発点だ と思われる 。

つまり住宅政策の一環と してプレハプが発達 して. その

一つの方法として本法が誕生し たと考えられ るうそれで

ヨーロソノ f では . ショックベ トンとハ: イプ レーションカ主

競争してやっている。と乙ろがそのショックベトンが普

通 のパイプレ ーション lζ 比べて，非常に優れている乙 と

lζ アメ リ-j) 人な どがお回して，アメリカでカーテ ンウ オ

ール方面 lζ 非常に発達した c 現在乙のショッタベトン法

はわが国のほか次の各国で導入され活躍している。

十一ストリー，ベル ギー，カナダ，

デPン7 ーク. フィンランド ， フ ランス.

l也ドイツ，ガーナ，スェーデン，米国

シ ョ ック ベ トン 法 の原 理

パイプレ ーション lζ よる湯合lζ 骨材の分布が均一にな

らないという乙と，すなわち絡状パイプレーターの場合

でもパイプレーションテーフソレの場合でも ，致命的な欠

点を発見することは容易にできる。ショックベトン法で

は型枠全体が同じ運動をするようになっており，数回 IC

グプリンのアメリカ大使館。 設計者iジョン ・マックル ・ヨハンセン@
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わけ で型枠 lζ 入れたコン クリ ートがショックテーブノレ よ

り与えられた街自宅カにより下から/ 1 買 ICセットして行くと

同時に衝撃が確実に上 lζ 伝えられ，全体が密 lζ 締め固め

られる結果となる 。乙うしてできるコンクリートは，骨

材の分布が非常に均ーになるので，結果として強度が上

るし . 以上のような方法であるから製品のムラが少な い

乙と l二tJ .る。

シ ョ ッ ク ベ ト ン の 製 作 に つ い て

(a ) 型枠につい て ー 木製，鉄製，プラスチック製が

あるが， ζ のうち木製が最も多く用いられる。平面の部

分 lζ は厚さ 20m mのタイプワンのベニヤを合成したもの

を，また曲面の部分K はムク物を削り出したものを用

い，それらを組合せたものを型枠とする 。脱型の際 i ζ J レ

ーズノマーツ( 分解される部分) が少ないほど手間がはぶ

!} ，損路も少ない乙とになる。一般に仕上面( すなわ ち

カーテンウオールであれば外面) を下側 lとしてコ ンクリ

ートを打込むので，打込仮IJ つまり室内側はなるべくプレ

ーンな形K しないと( 凹凸が多いと) ，その凹凸を設け る

ための型枠が邪魔になって，打込の能率を非常に阻害す

る乙ととなる。次に一個の エレメントの大きさは 10 111
2

jji J後のものが最も経済的で= あるが， ショックベトン ・ジ

ャパン社の設備では長さ 10m. 面積 30m2. 重 さ 10ton

程度まで製作可能である。

(b)  鉄筋その他 ・・エレメント自身の形を保つため，

次のような種々な取扱いを想定して安全なように構造的

チェックが必要で断面も自然と制約を受ける 。す なわ

ち. (1)型砕からとり出す . (2)特殊仕上を行なうため裏返

す. (3)製品とな ったものをストックヤード lζ 送り出す，

(Ll )工場から現場 iζ 輸送する . (5)構造体などに取付組立す

るために吊上る ，などの作業があるので，乙れらに便利

なように種々の金物を「然るべき位置」にとりつけなけ

ればならない。

(c) コンクリート について ..... いかなる種績のコ ンク

リートもスランプは Oでつくられる。常 IC均一なコン ク

リートを作るためにプラントの設備は乙の技術のうち最

も肝要な問題である。

(d)  脱型・・・ 概ね l 日後K コンクリート強度が 120kg

/ cm
2

程度 lζ 迷したH寺，脱型を行なう。

(e) 養生 ・ 初期強度を上げるために冬 ｪ 切にのみ Ｗｾｩｬ ｦｦｩＮ

高湿の養生を行なう。

(f) 特殊仕上についてー 表面仕上については. 1) 酸

洗い . 2) ピシャン flPき. 3) サンドプラスト. 4) 水洗い，

5) グラインダー研ぎ. 6) その他なとが行なわれている。

“  



メーベゴ
す

〆

プリュセルのランベ ール銀行( オランダ) ， 1 3 l : 計者スキッドモ 7. オ

ウイング，メリ - J レ。

シ ョ ッ ク ベ ト ン 法 に よ る プ レ キ ャ ス ト

コ ン ク リ ー 卜 利 用 上 の 計 画 指 針

ショックベトン法によるプレキャス卜コンクリート

は，建築用として，また構造用として広い用途を持っ

ている。乙の製品 lζ 特有な曲線と陰影は ，緩めて印象的

な表現を可能にする。( 写真 3 点参照)

形状が自由であるという特性によって，設計家は自己

表現のために可能範囲が広くなったが，ζ れを上手 IC

しかも ，経済的に使い乙なすには ，独特の技術指針を参

考にする必要があり ，以下Iζ 述べるのはプレキャスト利

用計画 IC当っ て最高の窓匠効果と，経済性を追求するた

めの基本的な資料であ る。

1.  型枠は高価なので転用回数を多くする乙と ，復維

で混み入った形のエレメン トlζ 対する型枠を作るには加

工が容易であるので木材が一般に伎われるが，コンクリ

ー ト打設の強い衝撃の繰返し IC抵抗するため充分の剛性

が要求されるので，特殊の設計 lζ 基ずいて熟練者が乙れ

を製作する。乙の型枠は50回位の繰返し使用が可能であ

る。鏑製の型枠は ，転用可能回数は更に多いが，それ 自

身が高価である乙とと ，手直しなとに相当の費用がかか

るので ，単純な形の場合にのみ有効である。

2. 役物はなるべくさける乙と。特殊な位置にとり付

けるた めの少数の特別な形のエレメ ン 卜を作る乙とはな

るべくやめ ，可能であれば現場打として，むしろ形や色

彩を変え たり，あるいは他の材料を使うなりして解決 し

た方がよい乙ともある。乙の方法によって新しい型枠を

作る 'i.'1用を省き ， しかも多くの場合所望の効果をあげる

乙とができる。

3. 一個のエレメントの形を大きくする ζ と，一個の

エレメントの大きさが 10 m
2

，あるいはそれ以上になる

と取扱いの手間. 取付の手間，取付金物資，コーキング

政などが節約できて経済的となる。最大寸法は輸送上の

制限によってのみ押えられる。現在の川越工場の設備で

は，巾の最大は 3. 5m，長さの最大は 11 m程度のものを

作るととができる。重量ーは 10 トンまでである。

4.  ｾｩｦ￉の骨材をｻ史う乙と。骨材を表 ｉￍￚ Iζ 見せるよう

な仕上のl時IC ，大理石とかトラバーチンとかの各種の砕

石を使う ζ とができるが. : ( E ; ! ミのテラゾーブロックと臭

って 友11I 1にだけもt うということが凶難であるので大量の

骨材を必裂とし ， これを 外国産骨材で製品化する場介

は，最終価絡と全く釣り合わないほとの' i . ' 1 用を食う乙と

になる。なおどの石を採用するかを決定するのはなるべ

く早い/ I ! j J 切にすべきで ，納期があまりに短いと色の不出j

いなど極々の不都合をきたす。

5. ショ γ クベ トン製品を有効に利用するには ，その

特性を充分理解した上で，その性質を最高度 IC発揮させ

る乙とが大切で ，すでに諸外国 lζ 見られるように巧妙な

設計によって，構造体を怠匠兼用とした手法などはとの

製品の理想とするととろで，乙の方法が低コストで高い

建築的効果を収め，工期を短縮するのに最良のものと考

える。

6. 経済的な設計をするため，製作と組立に際しての

出資を節減するための配慮も大切で，ディテーノレ設計上

注意すべき点は次のようである。

a ) 脱型を容易にするため IC勾配をつけること

b ) コンクトト 打込面は極力フラフトにすべきであ る

c ) 型枠のある部分をパラすのに，製品を裏返さな け

ればハレないような ζ とがあるが，これははなはだ

面倒な仕事である

d ) 無理な取付方法はコ ストアップになる

e ) ー述の工程の聞に行なわれる極々の取扱い lζ 対し

製品が安全なように充分な断函と配筋を与える乙と

7. アドノミイスは早いほと有効である。建築計画にお

ける若干の要素は，きわめて初期のうちから変更できな

くなるものである。 ill 物の概略設計完了の直後から音|匝i

ノJ 針をショックベトン社 lζ 協力させる乙とにより，はじ

めてプレキャストの持つ自由性を最大限 (ζ 発揮さ せる乙

ともでき. 経済性をも コントロ ーノレする ζ とが可能であ

る。

( あとがき)

以上はシ ョγ クベトン ・ジャパン社よ り 提 供 さ れ た 技 術 資 料の一郎を

まとめてど紹介いたしました。
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合板型枠工法( そ の一例) について

側大林組直鞘工事部工務部

高 尾 総 之 助

1 . ま え が き

現場でコンクリートの躯体を形成するのになくてはな

らないものが型枠であり ，工事現場という言葉から建築

! こ関係のない人でも，思いうかべられるのは足場や，雄

大な鉄骨の骨組についで，あのものものしい型枠の姿で

はないだろうか。

建設工事も技術革新時代の波にのって，工場製品をで

きるだけ多く使用し ，現場での形成などという作業は少

なくなる ー方ではあるが，コンクリー卜工事において型

枠のしめる軍基E- さはまだまだ大きいものがある。

現在一般に使用されている ，いわゆる木製パネノレは ，

かつ ては規絡の単一化の而で合理的でもあり，ばら板 と

縫木の古い型枠lζ くらべれば材料節約 iζ も大いに役立 っ

たが，すでに支保材料が大部分銅製化されている現状で

は型枠材料の組合せを総合的に検討すべき時] 切にきて い

る。

型枠工事の問題として検討すべき事項と しては次の 3

ｬｊＧ ｾが考えられる

1) 材料の選択

(2)  施工性およびコンクリート打上り精度の向上

(3) 経済性

現在商品化 されている ，鉄製型枠， アノレミ製型枠，合

板をおもて板lζ 使用した木製バネノレなどの適切なえ らひ

方や， コンクリート面の精度と仕上げに要する手間，材

料の関連および材艇や構造による綿入価格と反覆使用可

能回数，破損による消耗の度合，重盆や容革!i -と迩搬 'I:'l な

、の各要素を総合しての再検討が必妥である。

合板型| キが上記の点についてどのような結果を引き出

すかはまだ施工され始めてからの日も浅く ，実績も少な

いので確信のある解答を出す乙とは困難であるが，実胞

れたー記録よりその将来性をど判断願いたい。

2. 材 料

型枠用合板としてもっともよく伎mされるのは， ，;品林

規格第 l 煩耐水ベニヤで材. e l i はラワン材である。型枠用

合板と称して市販されている物はすべて乙の タイプであ

り，高度の耐水性を得るために石炭酸樹脂やメラミン尿

ぷ共縮合樹脂を接着材として使用し. 在来の合板の常識

であった ，71<1ζ よって積回板間の接着が弱められ使用 l亡

耐えなくなる欠点はなくなった。また合板製造技術の進

歩によって，単板の厚みが大きくでき( とくに表面単板
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を2- 2. 5協にする乙とに よって) コンクリート函 lζ 直接

ふれる個所の損花を防き¥耐久性を大きくしているもの

が多し、。より大きな耐久性を要する湯合は表面を石炭酸

樹脂フィルムでオ ーバーレイする乙ともできる が，相当

高価になることが重量点である。小口( 切断簡) よりの吸

水のために破損が大きくなるのを防ぐためには小口防水

処理用の合成樹脂も市販 されている。乙れは取扱い によ

っておこる小口の衝曜による破損IC対しでも少しは防止

効果がある。

反覆使用可能回数については 7- 8回程度までは確認

できたが，比較的早い l時期に表面の繊維がコンクリ ー ト

中にまき込まれて使用不能lとなるものも少数はあった。

原木より単板が切り出される位置によって繊維の組織が

変化する乙とと ，合板表面の最終磨き仕上げがメ ーカー

によって程度の差があるととがその原因と考えられる。

対策としては表面保護剤( 剥離剤兼用) の塗付に よる防

止が考えられるが，打上りコンクリート表面の平滑さ が

まし ，左官仕上げが要求される窃合には付着性が小さ く

なるという問題がある。 左官仕上げの場合 lζ は表面を目

荒しするか，接着剤を使用するなどの処理による工授の

地加と，塗付期lを使って合板の使用回数をます乙とによ

る工授の減少との得失は，実施の回数を多 くし て検討 し

なければ判断をくだす乙とはむずかしい。

3. 工 法

現在の木製ノ f 耳、ノレについてのー醤大きな欠長は板材と

枠材とが総合わさって一体をなしている点である。平均

反覆使用可能回数が 4 - 5 回である ζ とは， jキ材と板材

が単独でないので，そ れぞれが別個に破損した易合でも

パネノレ一枚全体の破損と見なされ，分解した素材として

はまだ使用価値のあるものまですてさられてしまう乙と

が多い所に起因してｾ、る。

合板の特性である板材そのものが相当広い面積をー単

位として 使用できる点を利用して， 枠材と板材を分離

し，単独の素材として使用し，自由 lζ 組立て分解のでき

る方法をとる ζ 乙ろみが，合板型枠工法のーっとして施

工された。 乙の方法は将来の型枠工法にある程度の方向

付けをするものではないだろうか。板材が合板 lζ かぎ ら

れなくとも ，乙 のような考え方が型枠工事の今後の行き

方に参考 ICなればと患い，実施された一例について次 lζ

紹介する。



川1111111 合 板 型 枠 計 画 基 準 川川1111111111111

(1) 材 料

アー 合仮2正準寸法

材賀 ラワン 小口 補強 塗 ( 合成樹脂塗料)

タイ プ l  

300 x  ω o  I  12弘厚

3∞x  1. 8∞|  

4∞x  9∞|  

4∞x  1. 800 I  

6ω x  9∞I  "  

6ω x 1. 8∞I  "  I  

ω Ox 1. 800 '  

イ. 締 イ サ 材

角管端太 60x 60x2. 3

ク 緊 猿 材

ー ム ? 1 および丸セパレ ー ター

エ. 組 立 金 物

戸主下- " - r 此ら寸

F 三司

tすー斗一寸話

『ゴコ

丁

一

〕
③

③ 

合板媛合金具( 壁周 }

Iー_h.Q一 「 鉄 板 厚 1 ・6 細 菌加工豆鉛忽金

匡 ]

各金具日台せ

上

折 衝 正 直 断 軍

(2)  型枠各部組立基準

ア 壁 型 枠

合復ー角管繍太ーフ . . ー ムタイ( ボールト}

4・負。

l，1  . 1  1  

円、 、‘ 、‘ 、、1

「ー一T"'''

塁塁 コり

4 観ヨE厚 i . 6 当主E: ! t J 工歪19量生

「

H

H

U

?j ::f  

主血lk..!.且<>l>

イーネ 上 型 枠

コヲ U 守ラ，・，・

擾 付 主 λ

ク 然および床型枠

ｾの ζ しらえ物は在来工法と同じく合厳に桟木 ＳＰ ｸ ＶＰ を釘打止と

した 。床は担太とL . . . その上 IC直接合叡を歎並べ，一方向の継手郎

分( 間関 1. 8 m ) IC材木を使用L . . s : " 打止とした。

エ. 施 工 結 果

労mi t 街り荻 (m
2
当り〉

下ごしらえ 組 込 み 大 工 手 元 解 体 I$j 仕舞 ケ レ ン そ の 他

( 人) ( 人) ( 人) ( 人) ' ( 人 } ( 人 ) _

o063  0. 105  0.029  I  0.033 .  0.014  0 ∞9  

( 型仲総面積 4，627m
2

)  

合ｾＱｦｴＱￆ皐についてはまだ転用回 数 が少ないので不明である が ，

) E 尺物については使用回数 I 回に対して 10- 15箔の範聞 と考えられ

る。定尺物を切断してできた乱尺物は金工事を通じて，総型枠面積

の 7 箔であった。

以上の通り未完の記録であり，予期通りの結果を得た

わけではないが，枠なし合板工法と在来パ耳、ノレ工法との

比較の要点をつかむ乙とができた。

精度の点では組立金物を使用する乙とによ って，回途

、などを生じる乙とが全然なく ，左官下地面の凹凸を訴

り取る必要もなく ，モノレタノレの塗厚を20匂小さくする乙

とができ ，成功であ った。

大工その他の歩掛については不馴れであるという要因

がふくまれているので，今回だけでは充分満足 できない

が，将来を考えれば作業能率向上の可能性は大きし、。

打上ったコンクリ ート 商が平滑であるため( 剥離剤は

使用していないが) モルタル仕上げの付着性を確保する

目的で接右用混入剤( ポリ酢椴ビニーノレ系) を使用した

が， コンクリー 卜商とモノレタノレ塗仕上の付着について

は，今後の問題として残怠れている。

上記以外に材料の! I l l u : および容般の減少，乙れにとも

なう作業の安全性の向上や述搬資の減少など間接的な函

をも見逃しではならない。

ヒ記の方法ICかぎらず，合型を型枠lζ 使用する工法IC

l立大いに将来を期待する乙とができる。
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土壌凍結工法について

1 . ま え が き

近年土木工事施工の際軟弱地盤あるいは地下I ) )j 水の多

い個所において捌さくあるいは地下構造物を築造する場

介，土砂の j前線防止，あるいは i9J/J くの処置について困難

を極めるととが多し、。特 lζ 河底横断し，構造物を設ける

j易会は. Ｑｾ も困難な ζ とである。乙の場合，従来のウエ

ノレポイン卜工法ーあるいは薬波注入 E法1[: 代り ，一段と進

歩した土峻凍結工法が採用される ζ ととなった。今日ま

で弊社がこの工法を開発し実施した五例の工事に基いて

沫結工法につ いて述べる 3

2.  土滋凍結工法の大要

凍結しようとする路銀に，ボーリングまたはオーガー

により凍結パイプを設置する。乙のパイプ lζ は二つ の方

法があり，その は復管式( 二重管) とその二は単管式

との二極類1[: 分け られる。乙の二つのいずれの方法を保

mするかは次の条件IL より決定する。すなわち凍結竹を

笠1[: 打込む湯合は被管式を採用し，水平に打込む場合

は，管のー本の長さが比較的短い1I!i (20メートル前後)

は単管式を採用し ，延長が長い時すなわち向端から打込

みをなす掛合は EOTi ' 式を採用した。凍結パイプは径 100

ミリの引抜鋼管を月] いその間隔および位置は築造する構

造物Jの種類形状により ，また工期などの関係により決定

す。かくして，栄治パイプの設置を終りたるとき，これに
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1 凍 結 綾

2. 圧入孔の鳩

結 パ イ プ

大阪土木工業除式会社

圧 入 工 事 部 長
岡 崎 楠 雄

接続してヘッダーバイプにて凍結機 lζ 述紘一する。次 lζ 冷

凍機lζ よってー 25

0

以下lζ 冷却したブライン ( J 包化カノレ

シューム液) を送り . ポンプにて凍結管 lζ 送り戻りのパ

イプを通して冷凍機 1[: 戻し，再び凍結管lζ 送り込む この

ブラインの循環を繰返す乙とにより ，凍結告に接 した土

域が冷却し凍結郎分が成長し ，隣伎の凍結管から成長し

たものと. i i l i 絡し土の氷壁が生ずる

この隔壁 lζ より. ｩ ＹｩＷｊ＼が完全に止り，土砂の ｴｾｩｊ 裂も防

止出米る。従って掘さくも安全で地下構造物も容易に胞

工できる乙ととなる。凍結方式は冷凍機は水冷式 (50fP

または 100 I-P) を使用担化カノレシュームブライ ンを冷却

す。冷却J; ' f f i はシエノレ管式乾式冷却探を用いる 。なお. t i l i 中

温度を測定するため，凍結官とは別 lζ 適 当の位置に筏50

ミリの測温バイプを打込みおき，管の中のサー ミスター

温度計により土中温度を測 り，あ らかじめ計画された土

の凍結状態を確認した後掘さくを始める。

3. 土i裳凍結工法の歴史とわが国における実施例

乙の工法が長・初 IL採用されたのは 1920年頃といわれ，

その実胞はいずれも外国でその目的は地絡を固めるため

河底の地下鉄工事K . また i河庖 ピノレの不等沈下の修正

lζ ，ある L 、はダムのシノレ 卜屈のゆるい流動を防止した

り，ダムの下屑の岩盤調査や炭坑の石炭なとの搬出する

ため I シャフトを築く乙とに用いられ，現在も盛んに採

用されていると聞いている a

わが国では 1959年京大の村上教綬の指導lζ より，研究

が始められ. 実験を経て 1961年 iζ 理論解明の結果と比較

検討された。時たまたま私が管の圧入工事1[: 伴う土綾凍

結の工法を検討してお り. 1962年 5 月 lζ 精研の高志博士

と検討・の結果. 実胞の目途がつ いたので . 村山教授の指

将を受 It. 私と高志時土との共同発明としてそれぞれの

所属している大阪土木工業KKと精研冷機KKとの二社の共

同特許( 土岐凍結工法による管の圧入および小型トンオ.

J レの築造) として特許庁 1[: 出願受理されたのである。

日本で ζ の工法を初めて採用したのは. 1962年 8 月，

大阪T ! J 水道局発注による大阪四 日市線新寺ブJ 稲橋梁下を

水道管を通すため符l管 (φ 1， 8∞ミリ，延長27メート J レ)

圧入工事である。第二は 19ω 年 3月大阪府水道部発注に

よる近倣日本鉄道服部川付近軌道下横断精む ( φ1. 8∞

ミリ ，延長 17メートノレ) 圧入工事，第三は 1964年 5 月大

阪府水道郎発注による近鉄恩智駅付近軌道下横断開管

( φ1. 800 ミリ， 延長24メートノレ30センチ) 圧入工事，

第四は 1965年 l 月償浜市の下水工事で東京急行電鉄発注



による東横線日 吉網島問軌道下横断下水管( 中 2，ω0 ミ

リ. 延長 17メート J レ二列) 圧入工事，第五は 1965年 2 月

大阪府水道官官発注による近鉄八尾山本間軌道下肢断精管

( φ1，8∞ミリ ，延長 17メート J レと φ2，1∞ミリ，延長17

メートノレ圧入工事で‘ ある。なお最近着工したのは大阪市

水道局発注による工業用水道管を補生橋付近河底償断材i

n  ( φ 1. 350 ミリ . 延長17メートノレ) 圧入工事である。

すでに工事の完了し た5 例はいす、れも私の関係した工事

で，予j聞の通 り成功してお り，凍結工事にはますます確

信をもっ乙ととなっ た。なお上記実施例のほか 1964年 10

月東京パレス サイドピノレ建設中の丞礎工事の井筒の修正

Ic:， 1965年 4 月大阪地下鉄建設中の道頓郷川横断のケー

ソン の接合郎凍結( 精研施工) 1ζ も採用された 。

4. 土犠凍結工法の利点

日本での今 までの実施例より見て，従来のウ エノレポ イ

ン 卜工法や薬液注入工法では到底施工できないと考・えら

れた拐所にも ，凍結工法を採用する乙とによ り，安全に

してかつ完全に容易に工事が施工できる乙と が実証され

たのである 。すなわち大口径の管を軌道下を押込む場

合，土質の不良やi9:l 7 . k 多訟の場所でも 凍結工法を採用す

ることにより軌道防護工の必要もなく，列車の徐行も不

必要と恩われるほとの安全性がある。乙の乙とは道路下

横断 も同級である 。ま た従来河底横断工事も非常に困難

とされていたのが，との工法を採用する乙とにより ，安

全 lζ ?g易 IC施工できる ζ ととなった。また市内などで建

物の接近 した場所での掘さくも既設の建物j の沈下その他

狂いなどの生ずる 心配もなく ，従って家屋保証!ζ 莫大な

失 'f1をもな くする乙とができる。

5. 土犠凍結工法について注意すべき事環

まず現場の土壊の調査をなし凍結管の配置( 間隔，本

数， 長さ) を正確に決定する乙とと ，その凍結パイプを

正確に打込むことが大切であ る。従って土質が磯庖や玉

石などの多い地層は施工が困難である。また凍結の効本

からみて温泉地帯( 地中温度が非常に大なる個所) や地

下水の流速の早い場所などは ，乙の工法 IC不適当である

が，上記以外の土地では四季を通じて施工可能であ る

なお凍結 IC際 しては地中温度を常に測定し ，掘さくの1時

期を誤らない乙と ，すな わち地中混皮が零下以下になれ

ば凍結していることが知る乙とができるが. またその用

途によっては ， 凍結し過ぎても掘さくに困難であるの

で，その判定を誤ら ぬ乙とが必要である。なお凍結によ

る土の 体積膨張すなわち凍上についても考慮すべき であ

る粘土質等は砂庖に比して大である。また凍結機運転中

は熟練した技術者を常駐 させ，プラインの調節を行なう

ことが大切である。
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B. 工 期 そ の 他

土機凍結するための所要 日数の容量および凍結パイプ

の間隔，大きさおよびその目的により異るが，今日まで

の実施例よ りみて凍結機の運転開始より約10日余で土壌

の凍結が可能である 。そして掘 さくが終り，地下構造物

の完成までは述転を持続させる ζ と。凍結工法による 資

用は ，その ill およ び期聞により差があるが，一応の目安

として薬液注入工法より少々高くつく乙とは避けられな

t 、。

7. 結 び

木工法はわが国では現在まで管の圧入工事 IC主 lζ 採用

されているが，建物 IC接近し て掘さくする場合，あるい

は橋梁の橋台や橋脚 lζ 接近して銅さくする場合の在来の

基礎の防護にも利用して効果があり ，また外国の実施伊!

などを考えると ，今後乙の工法の利用範囲は広く，ます

ます乙の工法の発展する ζ とを期待する。
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新 ら し い 材 料 を 使 う ミ防 水 主 に つ い て

阪カナヱ閥会

樋 口 倶 ー

は じ め に

近代化学技術の巡歩 ICともない新材料がどん

どん開発され，種々の周造 1<:: 使用されているの

ですが，とくに問分子材料，いわゆる合成樹聞

については. そのもっとも先行するものと考え

られます。

筆者らは，昭和24年頃より防蝕( 酎酸，耐ア

ルカリ . iitl 範品〕防水の施工業者( エ亦人) とし

て今固までつとめさせていただいたのですが，

もちろんその設計 Iζ 怠画古せていただいたと と

も多々あります。

ミ施工昆ミと してm貴分野においてのミ防水

工法ミの面 IC しぼって，純粋にまた経済性 IC も

乙だわらずに ，私見を記述したいと存じます。

1. ミ防水ミには ミ雨{ 士舞ミ

貼り仕舞. 水切り ，見切り ，などに表現され

る方法などが役も盈要であるととはもちろんで

あります。

構造設計の問題もありましょうが. 乙れは

ミ設計毘ミの分野であり . i:. 1:. ICおいては材料

および工法の分野 IC しぼってまいりたいと考え

ます。

2. 防水工法の分類

lイI 7 スフアルト防水，セ〆ント防水( 毛 J レタ

J レ防水) . 化学防水の分類があります。

lロ) 別の分け方として，シート貼り. 1: . て塗り

防水，はけ塗りi l I i 水( 総維の応用〉がありま

す。

h  また材質の別 IC分りて，つぎのものがあり

ます。アスフアルト( ) レー 7 ィング，フェル

ト，石綿質またはグラス繊維，化法などの併

用あり) . 7 ス7 7 ) レト系のマスチ γ ク防水

〈冷工法と呼称されている) 。珪酸回連系( モ

ノレタル防水) 。油脂系( モルタル防水) 。徴粉

末系( 佳そう土. U酸白土) モルタル防水。

筒ピ系の塗映およびビニロンま たはグラスク

ロースなどの繊維の応用を含む。 エポキシお

よびタールエポキシの塗朕およびビニロンま

たはグラスクロ ースなどの繊維の応用を含

む。酪ピ，エポキシ以外の熱硬化性の合成樹

脂による工法。ポリイソプチレンのシート貼

り工法。プテルゴムシート貼り工法。ポリエ

チレン ， ポリ塩化 ビニー ル， 密化ビニール

( 軟質〉などのシ ー ト( 熱可そ性の合成樹脂)

貼り。

組合せ工法。例えばポリイソプチレンとア

スファ J レト ，テ トロンフ イノレムとアスフアル

ト，ポリエチレン 7 ィルムとアス 7 7 ) レト.

同 またその使用される倒処による分け方とし

てつぎのものが考えられます。

1. 陸屋叡防水. 2. 地下防水. 3. ベランダな

どの面積の劉 IC 付属物のある狭い泊所の防

水. 4. 便所， 風呂場などの防水. 5. !! のl Yi

水. 6. 1 1 l 泊の訪水

付J 陸屋根回J 水の- ，Mではありますが，現在問

題ありと考えておりますのは ミ軽量鉄骨，終

盤裂斜、 の』量級防水であります。乙れについ

てはまた別の織会 1<:: ゆずりたいと思います .

陸昆銀防水 IC は比較的アスフアルトが多〈
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探用されており ，地下防水 IC は比較的セメ ン

ト防水が採用されておったように認識してお

ります。

(r1 地下防水 1<:: は勺と水ミの目的が併せて袈求

され，種々と新銀品，新工法も考えられてあ

ると思いますが，正直なと E ろ筆者は隆盛根

および! ! . 床面などの分野 IC鋤いております

故，ただ今のと ζ ろは陸毘摂について記述い

たします。

3. 権造体の J I 軽量化ミと

防水工法

現在大きな問題点は精進体のミ粧量化ミIC ど

う防水工法がなじんで行くかであります。構造

体のミクラ γ クミの点が施工後，使用開始後に

おいて問題になり ， ζ の点と組合せて考慮いた

したいのは， 屋援の上を歩行するか否かによ

り， ミ露出防水ミかな押え防水ミかどちらを係

るかであります。また労務作業者の作業性の点

も考慮の必要があると存じます。

3. 1. ｾ出防水で線治クラ γ クが冨ｬｊｩＡ慢され

る峨合は

A . プチルゴムシ ート 貼り工法

B. 9 ールエポキシ G W1  pl y 工法

を例とすると A がB よりよいと考えられます。

ただし接着材の材質および塗布面が問題とな

ります。つまり全面接着か部分接着か，またシ

ートの j oi nt の方法は臨ね法か，突き合せて

その上から 1∞弘 - 150弘のi目貼りを採るか. ま

た克にその上から圧?lI の必要の有無など，今後

の施工方法の側発が残されておりますが，現在

のと ζ る A のプチルゴムがよいと考えられま

す。

しかしながらコンクリート下地が一番の悶悶

となります。つまりプチルゴムにしてもタール

エポキゾにしてもその厚みは. 0.8 - 1. 0 - 1. 5  

- 2. 0弘 程度のものゆえ， 例えばよく使用され

てある 床のリノリューム，ビニールタイルな ど

を貼る下地のごとく，あらかじめ施工しておか

ねばなりません。

また コンクリ ー ト乾煉時点で施工，省工の必

袈および下地m拐の充分な E とも必要でありま

す。乙の E とは特 ICすべての樹脂材料，化学材

料などの化学防水についていえるととと思いま

す。プチルゴムシートの表面 ICアルミニューム

ペイントの塗裂がよい工法の一つです。

タールエポキシの工法も次いで利点があり，

ζ れはただし ，可{ 尭性のあるタ ーJ レ変位したエ

ポキシ樹脂を使用l . ， . グラスクロースよりもビ

ニロンなどのやわらかい繊維のクロースを補強

材にしてのライニング工法 ICよれば，さほどプ

チルゴムとの比較において優劣はないと考えま

す.

また僧造タラック 1<:: 対する応力の点はややプ

チルゴムよりも難点があるといえども ，例えば

ffi ロのルーフドレインなどの施工し IC くい側処

はミはけミで塗りつけ工法の方が利点がありま

す。またカラ ーテクニックがエポキシのカラ可

能の性質からできるのです。

3-2  歩 行 可 能 の リFえ防水ミについては

A . タールエポキシ G W1pl y 工法に砂

撒き工訟の函 1<:: モルタル塗り j甲え

B. プテル貼り工法モルタル塗り押え

を例とすると . A !l ールヱポキシ工法の特長

は， 上部のモルタルの密若の点があげられる

G W  1  pl y のみについては. 硬化後は銃器し

ないから ，そのトップ コー ト1<:: ミ砂徹き仕上工

法ミを施工する ζ とで防げます。

また非常に特長がありますのは，押えそ J レタ

ルのJ ! l - みが図るとか，その経量化を要求される

羽合 1<:: .

3-3.  9 - )" エポキシ 1 pl y の上 ICタール

エポ キシのモルタル 3 - 6 私厚のミ E て塗りミ

工法を採用すれば，充分に歩行可能耐i事粍性と

防水性 と相合せての屋根になります。物理的強

度もあり ，つまりミ トγ プコート ミミ仕上 り施

工ミであり前liil<:: 述べましたエポキシ樹脂のテ

クニックカラ ーが可能です。

ととろがエポキシ樹!aモルタ ルの配合用の骨

材1<:: 種類がありまして，一般には ミ佳砂ミが使

材用されていますが. ミ珪砂ミの種 主 買も ｾ｡ ￋ

石を破砕した E左右往がその ra度がモ ーズ硬度

7 皮で閉じであるといえども ，一粒子がプレッ

シャICて割れるものであってはならないと考え

ております。砥石ではなくて，硬度 8 - 9 1<:: て

また同時 IC靭皮を有する材料もありますし ，ま

た磁度 12- 13 の高度のものもあるわけですか

ら， ζ の辺りからの験討も必要ではな いでしょ

うか。

4. 化学防水施工

化学防水施工については，プチノレゴムまたは

ポリイソプチレンのシート貼りは， ミ防水. ! UI 工

後ミの他磁の作業上からのミ 7 9 γ クミの養生

が必要であり ，タールエポキシなどの熱硬化性

樹脂の ミ防水施工ミにあ たり決められである取

扱上のテク ニ ック IC厳重であり ，硬化までの養

生が必要であると考えております。

続して押え防水は使用開始後の思わない事欽

の対策の困難性は衆知ですが， ζ の意味では総

出防水が楽であります。

5. その他問題点

なぜ !l - )レエポキシを探周してエポキシを1 *

mしないかは経済性のみでなくて. コンクリー

トでのなじみの点を考慮したのであり ，またタ

ールエポキシの塗肢の防水を採らな いのは，強

化材がなくていわゆるミ塗るだけミの縫工であ

って，強度の点が見逃しになると存じます。

他の材料の内 ，酪ピを採らないのは ，あまり

知らない事由と強度が多少弱いのではないか。

またポ リイソプチレンは仲びはあるが， ミ復元

カミがプチルゴムより多少洛ちるのでは広い

か。ポリエチレン ，ポリ坦化ビニール，軟質庖

ピなどのシートはその取録およびその上 ICは硲

者性がないのではないか。筏穏期l の問題がある

のではないか… … 。また組合せ工法は見極の材

料の組合せを現泊施工 IC応じて開発され，今後

における筆者たちの問題と考えております。

む す び

アスフアルト防水工法およびセメント防水工

法については，それぞれど専門のお方がおられ

ます。筆者は己れからアスフアルトの熱工法の

ミ釜でたく ミ当日所、Z草場ミの役股 IC図る施工現

羽が出てくるのではないか，またJ l i J l J ( I ζ て述べ

ました問題， ミ軽量化ミによる厚みの点， ミ労

弱者の後継者が少くなる傾向ミなどから昭和30

年頃より各種の合成樹脂の応用を， ミ防蝕，防

水ミの分野において鋭意つとめて. まいりまし

が， ζ 乙ICいささか所感を述べさせていただき

ま し た 。 ( 投 稿 〉
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特 許 制 度 の 概 要

1. 特許制度の目 的

特許制度は ，産業上役立つ発明を財産権として保護す

る制度である。土地や建物と問じように ，発明をした人

'[ 15年間，特許権という独占権を認め ，その人の承諾な

しには ，他の人はその発明を使う ζ とができない 。無断

で使用すれば，普通の財産 と全く同じように ，侵害行為

の差止，損害賠償あるいは刑事柄等によりその責任が追

及される。

折角苦心して発明しでも，すぐに他人にまねられ，発

明者が一向に報われる 乙とがなければ，発明意欲も滅返

するだろうし 、研究投資もしなくなる。その上，発明の

内容を秘密にし勝ちとなり . その発明が公表されれば，

それを土台として更に他の研究者によって，よりよい研

究開発ができるという ，積上げによる発展も望めず社会

全体にとって大きな 7 イナスとなる 。

ζ ういうととから ，特許制度は ，発明の内容を公表し

発明者には一定期間独占権を認め，技術の進歩ひいては

産業全体の発展を図ろうと目論んでいるわけである。

2. 保護のしくみ

発明という自に見えないものを権利の対象にし ， しか

も，その発明の使用を独占するという強大な権利である

から，法律( 特許法) によってその要件が細かく規定さ

れており ，特許庁K 出願し，厳重な審査を経て登録され

るしくみとなっている。

世界各国とも ，ほぼ同じような制度をもっているが，

現在のと ζ ろ各国共通の世界特許的なものはなく日本で

登録された特許権は ， 日本国内だけで効力を持つもの

で，外国で保護を受けるためにはそれぞれ，その国 lζ 出

願 し登録されなければならない 。

f特許を受ける権利が生ずる( 己の御利は出願の

発 明 j

一一「ー{ 前後を問わず綴れる. 共同発明の場合 ICは共有

I  l となる。

出』願J 願書と宛明の明細書および図面を特許庁 IC健

一寸- ¥出。

審↓査一一一-， (出願前 IC公知，公用のも の，それら

一 「 イ 絶 { から容易 IC発明できる肱 のものは

|  一一一- l拒絶される@

↓  {審査を一応パスしたも のを公表( 特許公報 IC何

十 全共 同 ) ，印刷、ら第三者は無断では実施できな

i  I  l くなる。

i  |← ( 第三者から蜘立(

i  される〕

l  特許査定

15年 』

l  登 録 ( 特許権発生)

i  l  { ? 特許理由州れば登録後でも町酬にな

l ・司
. r，J  0  

| ↓  

↓  権利消滅
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3. 特 許 権

審査を経て，特許庁の特許原簿K 登録されると権利が

発生する。特許原簿は筆記簿と同じように権利の移転，

実施権、質権などが登録される 。

特許権者は ，業としての特許発明の実絡を独占する 。

実施とは，つぎのような行為をいい ，特許権者はその権

利を譲渡し，他人 lζ 実施さ せる乙とができ，存続期間は

15年である 。

物の発明の場合一ーその物の製作. 販売，使用

物を生産する発明の場合一ーその方法の使用 ，その

方法で生産された物の販売，使 用 ( r生産J Iζ は建

造，構築も含まれる)

その他の方法の発明の場合一ーその万法の使用

特許発明を無断で実施した場合 lζ は. 権利者は侵害行

為の差止請求，損害賠償請求あるいは侵害者の刑事責任

( 5 年以下の懲役または50万円以下の罰金) を追求し 告

訴する乙とができる 。

4.  出願等の現状

最近における構築一般およひ‘ 建築部門出願の状況はつ

ぎの巡りで，乙のうち特許される件数は従来の実績から

み る と 少 し 全体の半数以下である( 特許庁の分類に よ

る出願件数でカッコ内は外国からの出願) 。

分 類 1 37 年 お 年 1 39 年

A. 土木， ｾ正礎 (  7  )  375 (  3 )  330 

( 一〉 7  I  ( ー) 10 

(23)  247 ( 21)  215  

( 4 )  235  (18)  170 

79 ( 2 )  51  

の

造

機

体

巡

回

情

用

状

憎

み

工

板

る

積

施

造

'

よ

ク

築

具

機

体

に

ッ

建

器

壁

造

状

合

ロ

木

'

擁

塑

様

接

プ

土

械

R

U

F
」

n

u

P

U

P

A

出

情

策

般

(56)  152 I  ( 42)  194  

718 雨ぷ 瓦 丙了五J|側

|(mm 
(15)  65 

( ー) 8  

1 ( 5 )  

( 3 )  

36 

43 

計

一

物

部

み

一

一勉

強

軸

壁

床

(32)  248 

、J /
J ，‘ 、‘量J

F . 毘m ( 5  )  30  ( 3 )  37  ( 3 )  

G. 天 井 ( 4 )  7  I  ( 9 )  20  ( 6  )  

H . 関口 (U )  24 ( 2)  19 ( 5  )  

築

J  .  11¥て具 (18)  153 (10)  220  ( 27)  1  

H. その他の建築邸分 ( 一) 7  :  (ー) 18  (  1  )  

L  便 所 ( 3  )  77 ( 5)  

針 I  (印 刷 I(倒 脚 I( 川 M

全 部 門 の 出 版 総 計 ｼ 吋出 Ｗ ｼ Ｈ Ｑ ＱＲＥ ｼ 吋 ＱＸ ｾ ｉ



「特許工法一覧表」について

つぎに集録した「特許工法一覧表」は ，分類，特許出

願番号，特許出願公告番号，特許呑号，発明の名称，特

許権者もしくは出願人に関して，全国の主な大臣登録建

設業者約 140社に アンケートをおとなっ て回答のあった

ものを，分類別にまとめたものである 。

許公報」を閲覧されるとよろしい。また特許庁には，各

特許の出願時からの書類をまとめた「包袋書類」があ

る。参考までに，ζ の 「特許公報J r包袋書類」を索く

場合の，特許番号などの関係、を図示するとつぎのとおり

である 。

特許工法といっても ， そういう名称はあるわけでな

く，どの範囲 のものをさすのかが問題であるが，今回

は，特許工法の範囲を， 特許庁における発明の分類の

「憐築一般J =第86類の A - E ， r建築J = 第89類の A

1 のなかで発明の名称が工法とつくもの，あるいは工法

I C関係のあるものに限った。 (第86類 A - E ，第四類A

l の範囲以外のものおよび実用新案はすべて省略した)

〔特許対照表〕

ロ ←一一一一一 特許出願

特許番吉 一 一 一→公告悉号 一一一一軍歪歪璽一

匂番号〉〔特許目録) ( 公告番号) ( 特 許 間

ー一一一一 特許出願番号←一一

皇室萱劉←一一一一 ( 願書番号)

〔特許庁〕

今回は全怒で約 220 件を集録したものであるが，乙れ

はアンケ ー トの回答のあった分だけであり ，また 140社

以外のアンケ ー トしなかった建設業者 ・関連業者 ・個人

にも，特許工法を保持しているものもあるだろうと恩わ

れる。したがって，乙の一覧表は，すべての特許工法を

網羅したものでない乙とをおととわりしておきたい。

なお， r特許公報」は，大阪ではつぎの ととろで閲覧できる.

大阪通商産業局特許室 大阪市西区靭1-118 科学技術センターピル

包 話 443・1800

発明協会大阪支部 同 上 電 話 443・2838

大 阪府立図書館 大阪市北区中之島公園内 電 話 203・0474

大阪商工会議所図書館 大阪市北区堂島西町1 電 話 451・0151

各特許の内容について調べるには ，特許庁発行の「特 その他特許事務所

。111111111111" 1111・・...・・111. . . 111111. 11. . 111111. . . . . 1111111. . . . . . . 111111. . 1111111. 111. . 11. . . 11111. . . . . . . . 11111111 11. . 11 . 11. . . . . 1111. . 111111111111 . . . 11 111・・11 111 1111 . ・・・・・・・・

第86類 構 築一般

A  土木，基礎

O  土 工，基礎

01  土 質，地耐力鼠験( 試錐機 - 9 A 21)  

02  地盤の強化

03  わき水の阻止

1  根 切 り， 山留 め ，締切 り

11 矢 板

111  木矢板

112  鉄矢仮

113  コンクリート矢仮

2  平桓 基居直 ( ←暫j りく い基礎 )

3  くい打 ち基礎

31  木く い基 使

32 コンクリート くい ，鉄筋 コンクリ ート 〈

い益 使

321  現騎打ちくい

322 既割くい

323  併用 くい

39  組み合わせく い基礎

4  井 筒 基礎

5  ケーソン基 礎

B 擁 壁

擁 壁

一 体 式

矢板式→Al l

ブロック式→E

C  塑 造 構 造 〈 土，コンデ リート ，補強

コンクリ ー ト鳩造等〉

塑造構造

塑造材料の配合→22C 2  

1  補 強 材 ( 加工用機械→F 55)

11 鉄筋

J 2  竹筋

13  その他の筋・材

14 ラス (47A - C ，F 多 照)

15  補強材の接合

16  多数の小片を混合して補強す るも の

( ←すさ〉

2  施 工 ( 22C 怠 ftU)

21  仮仲( 型仲)

211 柱 状 体

212  壁 体

213 構造体

214  緊結材

215  文保材

22 硬化的 1<:: 表面仕上げを施工するも の

23  元応力を発生させるもの

231  プレテンショニング方式のもの

232 ポストテン ν ョニ ング方式 のもの

238 応力 導入装 置

- . 1  緊張装置

一.2 碇 着 装 置

塑造材料施工用機械→ F 5

塑造材料施工用具→ F 62

防水工→89A04

製造函の硬化後の仕 上げ→8 9 D- G

3  構 造物

30  共通事項

301  単位部材

- . 1  棒 状 部 材

- .2  板状部材

31  棒状体( 柱の控え線等一 D 314)

32 板状体

33 7' ーチ， ドー ム，ラーメン等

D  棒状体，板状体の接合による

構 造 ( 鉄 骨 構 造，木構造等)

栂 状体 ，板状 体の 縫 合による構造

接合具

接合剤一24 J  

ボルト，ナット →53 E ll

木ね じ→53E 113

リベット→53E12

ピ ン→53E 113， 53E  4  

くぎ一53 E 14

かすがい ー53E 17

11 ジベル

12  緊締具 ( 53E 2 怠照〉

2  j圭合部 ( ←仕ロ，緊結金物 ，嫡強金物 )

( 53E  6  ｾ ， Ｎ ｀ Ｉ＠

21  鉄骨接合部構造

22  木材接合部情造

23  塑造材接合部構造

24 管体の接合部構造

29  筋かい

3  構造物

30  共通事項

301  単位郎材

一 . 1 棒状部材

一 .2 叡状部材

31  棒状体

311 腕 粁

312 柱頭

313  柱制 ，程かせ

314 支 線，ア ンカー

319 その他の付属技位，補助装置

- . 1  昇降足泊金具( 足場 くぎ一53E 142)  

32 板 状 体

33 トラス ，7 ーチ， ドーム， ラー メン等

E  ブ ロ ッ ク 積 み 構 造 ( 石，れんが，

コンク リー ト ブ ロ γ タ 積 み 構 造 等 )

( プロック積みを外装 とする 1<:: 過き. な

い塑造締法→ C )

0  プ ロ ッヴ積み嫌造

1  プロ ックの製造

11 石 材

111  切 断，たたき，研削( 石材加工用織械→

F 44)  

112  耐水処理

113  美談

12  水碩! 性でない材料 ( 22C 多照〉

13 水敵性材料 (22 C重量照〉

14 れんが，中空れんが ( 20 A多照 〉

2  プ口 y ウ積みの両 面 が現 われるもの

3  プロ " '.7積みの片面 だ け現 われ る もの

( 擁壁， アーチ等)

柱 状体に積 み上げる もの ( 住の控え線等

ーDgl )

第89類 建 築

A 建 築 物

1  m造

11 地下建造物

12  組立て家屋

13  テント

鉄骨構造，木栴迭→8 6 D

鉄筋コ ンク リート 格 造一86C

石 造，れんが造→86 E
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特 許 工 法 一 覧 表

分 類 | 特許出願番号 |特 許 出 願 鑓 番 特 許 番 号!
発 明 の 名 称

特 許 権 者

( 願書番号〉 号 ( 公告番号) ( 量録番号) もしくは出願人

l  |  |  |… サ ミ86 A  0  昭27 - 1“53 昭29 - 5仰 6 12仰 402 有孔性水塊硬体性及精進物組を充成実硬化するた e  y  |  |  

めの セメント 物 〈実施楢 ・西総建設側〉

86 A  0 1 昭28 - 15118  1 昭29 - 33“ 1208153 1構築物附ける基礎の施工法 |附 竹 中 工 務 庖

86 A  0  I 昭29 - 4423 I 昭30 一 719 I引 3加 |構築物用地下姻下方法 |大 成 建 設 附

86 A  0  I  昭29 - 1附 |  昭30 - 4977 I  217336 1基礎の防水施工法 大 成 建 設 ( 附

86 A  0  I 昭30 - 29878 I 昭32 - 5125 1236193 1  ｾレキャスト コ ンクリ ート柱 の樹立方 大 成 建 設( 附

86 A  0 1 昭31 - 20379 I 昭33 - 3084 I  2442品 ピーア底部段型拡大路工法 清 水 建 設 ( 附

86 A  0  I  111331  - 26175 1  昭34 - 3886 I  255789 1舗装構造版の補修方法 松 百字
以 |

86 A  0  I  附32 - 倒 02 I  昭33 - 1∞74 1251122 I構築物の基礎往施工法 附 竹 中 工 務 庖 |

86 A  0  I  昭34 - 内 I  I昭36 - 別 2 1  278737 1柱磁の構築施工方法 清 水 建 設 ( 附 l

86 A  0  I 昭34 - 377ω 昭36 - 18822 I  2938∞ | コンクリー ト基礎構造物の築造方法 大 i241 建 設 附

86 A  0  I 昭35 - 8必5 [ 昭37 - ω2 4  302097 地 盤 改 良 法

]
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86 A  0  

186 A  0  

日
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了

A  0  I 昭37 - 18451  

A  0  I 昭37 - 18452  

昭37 - 33358 

昭37 - 35251  

Hs37 - 36977 

昭37 - 36978 

l11337 - 40554 

昭37 - 4叩 57

1沼37 - 514ω 

H百38 - 12010  

01338 - 13819 

昭37 - 1778 402086 地下建造物の柱鉄骨設定工法

昭37 腕 8 402327 1沈降式地階施工法

l沼37 - 17922 I  407124 I 本抜き 工法の改良

l  ( 7 7 イパードレ ー ン工法〉

l1B38 - 571  I  蕊磁柱築造工法

昭38 - 4415  409918 ' 軽量中空基礎構造

昭38 - 12577 413811 地下機造物の構築法

昭38 - 23685 I組 問 地下室の築造工法

問38 - 18276 1418652 I地下構造物の水平沈下工法

昭38 - 13267 I  413812 I ピア基礎の竪坑掘削法

昭38 - 13268 413813 I ピア基礎用竪坑姻削法
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l沼38 - 17433 

昭38 - 13 ω8  

1沼38 - 13669 

1沼38 - 25227 

昭39 - 18996 

416773 高 弘 レ ス コ ン ク リ ー ト は る 岩 盤 |鹿 島 建 設 附

|41∞04 水中沈段階造物の水密継手工法 鹿 島 建 設 附

I  Iニュー 7 チァクケ- ' / ンを継4 造控 |鹿 島 建 設 附 |

とする水中沈理構造物の水密継手ム |  

423お4 1大径薄肉鋼管の地中打込工法 不 動 建 設 W

438952  重量物の曳航沈設工法 鹿 島 建 設

問 - 20 425374 ｾ三丹野 ｅｔ 竺芳男三イブ ｼ 鹿島雄投伽

II H39  - 20103 438953 ウエノレポイント用フィ J レターサンド造 鹿 島 建 設 似

。成工法

IIs39 - 18998 

IIs39 - 7420 

1沼40 - 8492 

11[140 - 8863 

l沼39 - 20786 

438954 パイプ ロケーシ ング工法 鹿 烏 建 設 約

i  431555 大後円筒 板 に よ る 幡 脚 橋 台 等 の 基 礎 不 動 建 設 ( 抄

構t S

|建築または構造物の基鎚の建設工法 。久 保 悶 欽 工 ( 附

|建造物の水中基礎施工法 |消 水 建 設 側

|刊号襲警主主ける逆打ちコンク リー |不 動 建 設 附



分 類

特許出願番号 特 許 出 願 公 告 番 特 持 号|
発 明 の 名 称

特 許 権 者

(願書番号〉 号 (公告番号) I( 登録番号) もし くは出願人

86 AOl  1 昭34 - 16357 1 昭39 - 228回 |

| コー ンテス トによる地盤調査用原位置 |鹿 島 建 設 附

試験方法

86  AOl  昭34 - 1日58 1 昭39 - 228助 | |地盤調査用原位置試験装置 |鹿 島 建 設 附

1  86 AOl  1  1lB36 - 19470 1 昭40 - 2ぬ3
|間置試験コ方ア法リングによる地盤調査用j馳 1鹿 島 建 設 (附

86 AO l 附 ー 19471 1 昭39 - 22807 
|互J レサウ ンデイングによる地銀調査方 |鹿 島 建 設 附

86 AOl  1 昭36 - 19472 1 昭40 - 2504 | 地盤調査用透水係数測定方法 |鹿 島 建 設 附

86 AOl  1 昭37 - 引 30 I 昭40 - ω 3  | 深 剛 耐力試験 方法 | 消 水 建 設 附

86 AOl  1 昭37 - 53615 1 昭40 - 酬 | 糊 試 験方法 |清 水 建 設 附

86 A02 1 昭33 - 抑 昭35 - 1631 
2 ω

80
1振動する中空管を用いる砂杭の造成法 |圧野勝 村山朔郎

( パイプロコンポーザー工法〕

186 A02 1 昭33 - 12941  昭35 - 14023 1  272854 1土質安定工法 ( シンプル コンポ ーザー工法) 1庄 'frF  勝

86 A02 H召34 - 23512 
1299712 1圧密砂抗築造方法

昭36 - 13品8 I  299712 1  ( 太洋式サンドバイル工法〉 | 太
洋 組 側

86 A02 昭34 - 29317  昭37 - 7075 130幻 87 1複合振動式路盤安定工法
| 圧谷野本勝喜一村郎山朔郎

86 A02 1 昭36 - 3州 昭38 - 12578 141問 | 振動体内蔵式地盤振動締悶工法 |鹿 島 建 設 附

86 A02 1 昭37 - 197∞ 昭38 - 13672 I  414142 1地 盤 圧 密 工 法 |大 成 建 設 附

86  A02 昭37 - 40151 昭39 - 22 4ぉ ω |基 礎 工 法
i 大 成 建 設 ( 尉

86 A02 1 昭38 - 17762 昭39 - 2閑 8 1  | 軟弱地盤凍結硬化工法
藤 田 組

86  A  1  ffl128 - 7408 昭29 -
483 1205“2 1山留工法の改良

|附 竹 中 工 務 庖

86  A  1  昭28 - 10420 回 一 1629 121 ω |摩擦問 設 工 法 |附 竹 中 工 務 庖

86  A  1  昭29 - 21662 昭30 - ω21 1218373 1矢 板 抜 脱 装 程

86  A  1  1 昭33 - 20470 昭39 - 2027 31幻 24 1根 伐 附 け る 迫 持山留工法 |大 成 建 設 附

186 A  1  昭35 - 37729 昭37 - ∞72 ' 401920 1無 音 鰍 矢 板 圧 入 工 法 大 林 組

86 A  1  昭35 - 41217 昭37 - 14967 I  4ω 655 1鉄留工筋法コンク リート 造円環梁を用うるはI 1鹿 島 建 設 附

86 A  1  開36 - 4817  昭38 - 21575 1  4205ω |切梁用ジヤ 7 キ受金具 ! 大 成 建 設 附

86 A  1  昭36 - 12589 昭37 - 1山 140ω |地下掘削工法 |側 竹 中 工 務 庖 !

86 A  1  昭36 - 33429 昭38 - 568 地下土留壁構築法 | 大 成 建 設 岡 l

|竺A I 剛 一山 1 剛 一 回 | 岬 48 基 蹴 お よ び 関 の 構 築 措 |鹿 島 建 設 附

86  A  1  I  ffH37 - 56803 昭39 - 78∞ 1必 1427 1地ン下ク水リ排ー水ト柱井戸段兼構用築法の山止め支え用コ 1清 水 建 設 側

86  A  1  H1338  - 7238 昭39 - 2附 439030 1山 留 工 法 |附
藤 田 組

86  A  1  1 剛 一 19712 昭39 - 20104 必 州 | 山 留 工 法
|大 成 建 設 附

86 A113 I  117338 - 9912 1  1昭39 - 20791  
m 必 9 1: E 長クリー卜 矢板による土留擁壁施工 |大 成 建 設 附

I  1lB28 - 12323 1  IlE29  - 2320 1  207421  I圧搾空気杭による場法開スチーノレコンク I
86  A231 昭28 - 12323 1  1沼29 - 2320 I  207421 リー ト の 施 工 太 洋 *Jl 附

{ 太洋式シェルペデスタル工法)

86  A  3  l沼28 - 15117  I 昭29 - 4523 1  208775 1構 築 物 附 け る 基 礎 杭 孔 の矧 法 附 竹 中 工 務 底

86 A  3 1  1沼28 - 17143 1  昭29 - 山 121∞ 切 | 基礎杭築造方法 |清 水 処 設 側

86  A  3 1 昭31 - 19920 昭33 - 30邸 1244238 1筒状体沈下装置
( 附 竹 中 工 務 庖

86 A  3 1 附 ー32句 5 1  IIs33 - 目 25 1ぉ0108 1杭 打 工 法 ( 基 礎工法〉 | 附 武 智 工 務 所

86 A  3 1  昭31 - 2品67 1  昭33 - 10075 1251015 1砂用杭パあイプるいは無筋 コンク リート 杭打込 1圧比片 illf 勝
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l 特許出願番号 l特許出願 吋 特 開| 発 明 の 名 称

特 許 権 者

分 類 ( 願書番号) 号 ( 公告番号) I(登録番号) もしくは出願人

86 A  3 1 昭お - 5 ω8  1 昭37 - ω2 8  13慨 5 1思 能 主 主 砂 あ る い は コ ン ク リ ー ト |不 動 建 設 附

86 A  3 1 昭お - 9990 1  1li:337 - 5073 1  302802 1 コンクリート杭打設用鋼管の引抜装置 |附 竹 中 工 務 庖 |

86 A  3 1  1沼35 - 354邸 1  悶37 - 16118 I  1鋼騒音管没ま設た工は型法鋼による先端支持杭の無 1庄 野 勝

86 A  3 1 附 ー 必 812 1 昭37 - 16119 14附 9 1時度現場打コンクリ ート 杭造成法

( F 式コンクリート杭造成法)
|庄 illf 勝 |

86 A  3 1 昭35 - 必 813 1  1沼38 - 5367 1川 03 1渦 流 圧 縮 空 気 長 送 法 は る 臨 ま た は |圧

コンクリート 等の急速造

86 A  3 1  昭35 - 475凶 l  昭37 - 14174 14叩 8 1 ジェッ ト水流による基礎工法 鴻? 也 組

86 A  3 1 昭36 - 17870 1  1昭38 - 2224 14仰 瑚 | セノレフ ーコ 7 ファーダムの建立式移動 |鹿 島 建 設 附 |

足場によるノマイノレの打込工

86 A  3 1  昭37 - 9129 1  昭38 ー 13269 1414289 1カ円形を増鋼杭加せlζ 水し平む仕る切方板法を溶接して杭耐 I清 水 建 設 側

86 A  3 1 昭37 - 15389 1 昭38 - 13270 1413815 1砂杭の連続構築のための切断探知工法 |鹿 島 建 設 附 |

86 A -3 1  昭37 - 31518 1  昭38 一 24509 1  423553 1中ち方空法コンクリート 杭の ゼット I噴流抗打 1不 動 建 設 ( 附

86 A  3 1 昭37 - 37472 1 昭39 - 峨 | |砂の分自住を行なう振動式砂杭造成工法 |箆 島 建 設 附

86 A  3 1 昭37 - 43130 1 昭39 - 22808 1  |無騒音無振動杭打込工法 |鹿 島 建 設 ( 倒

86 A  3 |  昭37 - 59861  1  昭39 - 7423 1必 0195 1海底振動杭打工法 |不八 動幡建製 設鉄 附側 1

86 A  3 1 昭38 - 7237 1 昭39 - 96お い 34956 1杭矢板の圧入工法 |附 藤 田 組

86 A  3 1  昭38 - 17763 1  昭39 - 22809 1  442ω ! 基礎造成用竪孔内の沈澱物処理工法 藤 田 組 |

86 A  3 1  昭38 - 17764 I  昭39 - 22810 1  442ω |軟弱地盤の基礎改良工法 藤 田 組

86 A  3 1  昭38 一 刻 01 1  昭40 - 8864 1  |基 礎 杭 醐 板 入 施 工 法 |清 水 建 設 附

186 A3 2 1 昭28 - ω51 昭29 - 71 Ｑ Ｒ 白 Ｘ ∞ ｉ ｾ やジェットリフター工杭法Ｉ 沈
|森 幸 治 |

空鉄筋コンクリ ート 下装置

186 A3 2 1 昭31 - 附 昭32 - 2330 I  233744 1基礎杭打込みによる地盤改良法 |岡 武 智 工 務 所 |

86 A3 2 1 昭33 - 17幻
昭35 - 2580 12日 ぉ |空襲Eコンクリ ート パイノレの下部削せ 1f附 福 田 組 |

86 A3 2 1 昭35 - 27 昭37 - 16121 14出 255 1パイフe ロコンクリートパイル工法

86 A3 2 1  1沼37 - 28387 昭38 - 18918  1420712 1中空杭打込工法 |森 幸 治

86 A321 1 悶28 - 4720 昭29 - 1630 12助 制 |基礎コンクリー ト杭の工法 |鹿 島 建 設 附

86 A321 1  1沼28 - 1仰 昭29 - 3067 1  2078ω |多孔質構造物のグラウチンク法

く実絡梅: 酉訟l J l 段側〉

86 A321 1  11?329  - 9808 1  昭30 - 723 1213753 1無振動地中コンクリ ー ト杭成型法 岡 大 林 組

86 A3 21  1 昭29 - 10邸 | 昭30 -
927 1213541  1護所詰スチ ールコンクリート杭の施工 |太

( 太洋式シェルペデスクル工法)
洋 組 (附

86 A3 21  1  昭29 - 274邸 |  昭30 - 品 71 122お06 1場所詰コンクリ ート 杭の施工法

( 太洋式ペデスク J レ工法〉
洋 組 (附

86 A3 21  1  1沼32 - 104∞ | 昭34 - ω 1257940 1野 焼 室 長 室 け る コ ン ク リ ー ト パ |附 竹 中 工 務 庖 1

86 A3 21  1 剛 一 33凶 I 1沼36 - 包 別 |抑 制 | サン ドパンドパイノレ工法 |鹿 島 健 設 ( 附

86 A321 1 附 ー 必 620 i沼37 - 9423 I  403062  基礎杭の械設工法 ( 附 竹 中 工 務 庖

86 A321 1  附 - 51739  1  昭37 - 121 78 1425699 1振動打によるコンクリ ー卜F は鉄筋 |村山朔郎 庄野勝

コン クリ ー卜 杭の現場造成

86 A321 1  昭36 - 2 ω  I  I沼37 - 141 75 14目 別 |基礎杭の格設工法 附 竹 中 工 務 庖

86 A3 21  1  11附 - 29 
|庄

野 1協

86 A321  1 昭36 - 42351  l沼38 - 9536 1  |水中 コンクリート打設工法 |鹿 島 建 設 附

86 A3 21  I 附 42352 I  1Ii.l 38 - 9537 I  |水中 コンクリー ト打設工法
|鹿 島 建 設 附
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|特 許 出 願 公 告 番 附番号|

号 ( 公告番号) Ic量録番 号〉|

:  山 l 442仰 ! 雌 コ ン ク リ ー 卜伎 の 純 L 法

| |問39 - 9627 い: 8973 1基礎杭酬根入造型装 i民

I  1fl139 - 11刀6 1ね 加 |脱 台 粗 造 成 方 法

i  ｾ側 一 ＷＳＶＷ 1259306 1日 」 初 H -!: i' t: 

;  141 76 1405蜘 |基礎杭後手工法

1 11B29 ー ω 120… |側弁筒その他築造物の枕下方法 |鹿 島 建 設 剛

|
Ifl129 - 7772 1  208ω 1  t附 附 そ の 他 地 下 位 造 物 の 沈 蹴iu |鹿 島 建 設 側

1  1側 一 2引128匁 1214713 1法脱俄井肌向その仙地ド他逃物の沈設蹴装置 |鹿 島 悠 設 附

|  附附3犯o- 37初3770苅o 1216295 1  削 易脇捌矢気知il阻lh品tA1

1附 r  11問悶1 - 5333 |凶泣凶悶ωω13パ1i志捌礎船酬j升J 筒の沈設椴装恒 |鹿 島 建 設 側

附29 一面 乙同 lo - 必 75 1217附 | 円] 開筒の糊方法 |鹿 島 処 設 附

1411 1 昭31 - 幻34 1226314 1併 説 そ の 他 の 築 造 物 州 制 服 |鹿 島 建 設 附

町五31 一 川 1221773 1弓 酬 W!7J"i-1; 1  iff *  ｾ両

一一! i {31 - m |加 刀 |蹴 ピ ー ア 築 造 方 法 寸借瓦五五五J

l 234213 1蹴 内 型 井 筒 の 雌 構 成 方 法 |鹿 島 建 設 附

|幻3754 1 J I符沈下 推進方法 |附 鴨 池 組

A 吐1V，l33 竺 竺J ｉｾｻ 日 Ａ と Ｐ ＰＳＴＰＴ Ｑ i H唖 亙 竺 」主 可 可

ｾ 竺 Ｍ 31拘 1 1削36 - 50“ |加
182

1 コンクリー トピ一空竺i I . tt J 竺 水 建 設 側

4  I  II!134 - 27985 I 昭36 - 21お3 1296647 1復断面ウエノレによる基礎て法 |鹿 島 建 設 附

4 1  1凶38 - 19711 1  11j{39 - 20108 1必 附 1;) 1惜 礎 胞 他 ! 大 成 建 設 側

c  1  nTJ I") L  L  7 0  C  I  Ur 1 I") L  7 0 ' ) ' )  1 ， n ' l 7 ' ) 1") I  71<1.底地胞または が] 水地l WK コン クリー |

引 11{{26 - 6735  I  Il[{ぉ ー 7832 t  1句 732 I ト勉造物を建設する方法 |大 壁 建 設 附

5 1 附26 - 1判 1 Ilf327 - 324 1 19判
2 |

同 上 ( 待盛貯蔵室設置) 1大 設 建 設 附

可石 市寸 i E - m 1 197338 | 同 〉 ( 活気圧人間音装置) 1大 豊 悠 設 附

5 1  I問26 - 11092 い仰- 3573 1 197276 / ケーソン工法附ける災害防止装置 |大 貨 建 設 附

1  I1{{28 - 4378 1  203027 1災答防止装置を具備するケーソシ |大 豊 勉 設 附

5 1 仰 - 9955 1  II {{28 - ω 12050沌 |附 雌 附 け る 杭打工法 |側 竹 中 工 務 自

5  I  111m - 151“ I  II I:l 28 - 5929 12ω159 1  J州 仕 質 附 け る 州 工 法 |附 竹 中 t 務 応

一一丁一 I 一一一一一 1  1  1  

I  1Jt-{29 - 1631 I  208326 I 組介桝図式地下室構築方法 |消 水 建 設 側

5 1  11f{28 - 17 ω 1  II {{ 29 - 3368 1  20脳 1 1補 強 壁 引1] 汗iす る 附 工 法 |附 竹 中 て 務 所

5  附28 - 21483 1  11仰 ー 3871 1  208796 1郷 土 ! 日 附 け る 附 建 設 法 |附 竹 1-1
1

1. : . 則

一 一 一

5 /  111128 - 14226 /  II IJ 29 - 3 ω 1207733 1儲議長布袋詰下作業再開時における l 大 設 建 設 附

1  1  ＷＱ＼ ｊ 定またはが ｪ ＷＱ＼地価 ｋ ｾ ＮｩＡｬｩのコンクリ ｼ
17974  1  II{{29 - 3372 1  207813 1 ー卜 壁を建設する方法( コンクリー 卜|大 政 処 設 附

1 構造物主主聖書) 1  

1  Ｑ 水底または￬｟ｩＩ ｪ ＷＱ＼地 ＱｾＧ｣ コンク リート鱗 ｼ
17973 1  IIi {29 - 3371  1  207925 1造物j を建設する万法( ボール式ケーソ |大 441 主t ，没附

1  1  1 ン) I  

一 一

72 1  II {{ 29 - 3370 1207926 1  I，. ，j  仁 ( パ イ プ 式 ケ ー

寸 鹿 島 建 設 附

|清 水 建 設 附

|附 竹 中 工 務 底

|治 水 建 設 附

|庄
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分 類 | 特許出願番号 | 特許出願公告番 |特許番号| 発 明 の 名 称 |  特 許 権 者

1  <U . lI-1l- )  I 号 ( 公告番号) Ｑ ＼ 登 録 番号 ｾ =  ｾ＠ ｾ＠ g  - 1  

1  1  1  1水底地周または湧水地胞にコンクリー |

86 A  5  1  111128 - 2∞27 1  I沼29 - 3870 1  208ω9 1 卜墜を建設する方法( 多数の潜函を同 |大 盟 建 設 附

1  1  1  111寺に使用する方法) 1  

86 A  5 1  111329 - 2 1 ω い 剛 一 悩 1218588 1潜函体の基礎定柑 | 附 竹 中 工 務 庖

86 A  5 1  lI ( i 30 - 2叩 1 lI {i31  - 1例 1222342 1滑動壁を有する糊 |清 水 建 設 附

86 A  5 1 附却 - 5721  1 附 ー 句 15 I  221666 1  ifJ i 関等構造物の比下方法 |附 大 林 組

86 A 5  i  IIs30 コ;「 l l ml - i i i 雨 戸「 同 上 |附 大 林 組

86 A  5 1  111131 - 2120 1  11f132 - 1785 1  233259 1潜 函 |大 豊 建 設 附

86 A  5 1  11出 1 - 3534 1  II s 32 一 四 12369ω |潜 函 工 法 |附 竹 中 工 務 庖

86  A  5 1  1I {331 - 側 1 I沼33 - 10419 1250蜘 |水 力 抗 所 の 冷 却 制 設 方 法 | 大 盤 建 設 附

86 A  5  I  Iむ31 - 8492 I 昭32 - 2333 い3四 |開 銀 口 ン ク リ ー ト 建 造 物 を 建 造 |大 公 建 設 側

一 一

86 A  5  1  11i'l 31 - 9573 1  111132 - 2818 1234212 1  ' 1: 気ケ ーソンに よ る 附 伽服 工法 |腿 向 建 設 附

86 A  5 1 附 - 5倒 7 1  II1s 6  - 577 1  278ω 1  i畑作業室からの土砂搬出方法 |大 訟 雄 投 附

86 τ 可、33 - 5倒 8 1 附36 - 578 278ω |畑 作 業 室 か ら の 侃 削 物 斗 日記 l大 豊 E E 瓦

86 A  5 卜lG33 - 3 J 附 - 579 r m ω 2 1  向 上 |大 位 互 設7

86 A  5 1 附 ー 2ぷ 下 回36 - 975 1278891  1圧気潜函の沈設工法 |脱 出 正 日

86 A  5 1  1明34 - 2702 い 附36 - 976 1279088 1植杭式潜函工法 |鹿 島 姶 設 側

86 A  5  I  111134  - 11335 I  1I!136 - 12882 I  287ω3 I潜図工法K おける土域と潜図表商との |附 竹 中 工 務 応
I  111l..J LI  - I  1..) .，)-. )  I  II I1 ..J U  - I  L O O L  I  |摩擦抵抗を減少させる方法 |  

8助6 A  5パ| 附 - 1日5 ω |ハl附明36 - 明 捌1 12加邸即ω別5 1;) .1列井|ドm二

8品6 A  5パ| 附附{氾ω37 - 5州18削8引1 1川H昭B3犯8 - 125お8位2 T戸戸7五13お8りJ笠 と セ 三 ン 沈灯下工球法 |同鹿 Jι正E EL可

8助6 A  5バ1 Ｑ 別悶 ｾｩＳＷ - ω仰 1 I  附 Iは3272 1  4138ωOω9 1地下構陥造物の桃槻築法 |鹿 島 建 設 附

86 A  5  I  11s37 - 44430 I  117139 - 11740 I  435277 I圧気ケ ーソ ン沈詰工法における刷土 |鹿 島 建 設 側

I  ｉｾｊ ＮＩ ｉ＠ - 4 ' I 4. ) u I  ー I  Lj ' ) OL I I  I 砂の流体に よる搬出法o l&良 |  一 一一

86 A  5 1  IIfs8 - 6835 1 仰 ー 2問 I M1346 1側地鍛中の潜商工法 |剛 竹 中 工 務 自

86 A  5 1  1I {138 - 脳 | 附39 - 初 799 1  M1 3“ |軟弱地盤中の潜函定着工法 |附 竹 中 工 務 庖

86 A  5  r 悶38 - 23石川 39 - 20800 i  M13円 |軟 弱 地 盤 附 け る 潜 函 五 法 |附 竹 中 工 務 応

86 B  1  1 附 ー 138仰 1 11s27 - 4685 1 198193 1  ｾ活釘ト擁壁築造方法Ｈ水中プロ ｼ 火 山建 設側

86 C  2 1 昭25 - 15722 I  11仰 ー 3ぉ 1 195ω 1 1高層建築の床椛築法 |治 水 悠 設 制

I  Im l"l O  1  L I") A  A  n- n t"' l {)  " I O i r"'l 1  I"'j 1 1"V' ¥O n  I スライデイングフォームによる高層住 |

86 C  2 1 昭28 - 162M 1 昭29 - 3872 121∞89 1築物の壁及削機方法 |的 水 建 設 側

一 一

86 三三 1 1沼29 - 竺 J 117330 - 1623 J  2出 コ ンクリ ート 型枠支柱 ! 大 成 建 設 附

86 C  2 1  11削 - 8 ω I  1I1:l 33 - 5282 1加 ∞ | コンクリー卜床形成方法 |火 成 娃 設 附

8飴86 Cパ C 2パ仲小巾|トいいH川I{ 印 - Ｑｍ ＹＰ瓦恥 ｼい川 ｬ附附附 ｾＳ Ｓ問 Ｓお Ｓ 5四2加由 戸両47加 |悶時百縫臨義誕詑量rrンげク リ寸司 表 面 耐{仕山 上

86 C  2 1  仰 - 包2242凶 42仰2引1 1  1附附1{i3お5 1∞6位2 1い272η2166 1祈糊錫型枠lκζ よる椛脳迭物の飽工 |附 藤 川 組

86 C  2  I  IIR32 - 25232 1 附 お 72 1 2仰 19 1覇権擁告白附け何千Zーケ臼1m水 処 設 互

1  1 コンクリート 而に接する初動しない相i 1  

86 C  2 1 附32 - 29192 1  11/135 - 4638 1  267884 1  J])J 根板を有するスライディング仮枠工 1m 水 位 校 側

1  1  1  1法 |

86 C  2  1  1I!l 33 - 23546 1 附 ー1瑚 |抑 叫 コ ン ク リ ー ト 打 設工法 |邸 品 位 設 側

86 C  2 1 11仙 19761 卜l!i 36 - 17870 1州

74 



分 類 | 特許出願番号 |特許出願公告番 |特許番号| 発 明 の 名 称 |  特 許 権 者 |  

|  願書番号) 1号 〔公告番号) 1<登録番号)1 1  t，l.， <  1;lt!l(IJI A  !  

86 C  2 1 昭34 - 37212 1  111337 - 7077 13 ω ω |型枠の滑揚監視装置 |附 竹 中 工 務 庖

86 C  2 1 附 - 459∞ | 昭37 - 判 29 1404732 1構築物の可縮型枠工法 |附 竹 中 工 務 庖

86 C 21  1  111329 - 7252 1 昭29 - 7774 1211810 1 シャ ーレン構造用仮枠のステージ |大 成 建 設 側

86 C21 1  11B30 - お 旬3 1 昭32 - 7235 123棚 |建 雲 監 方 式 は る 壁 面 傾 斜 構 築 物 の |附 大 林 組

86 C 21 1  1I i'330 - 27114 1  I沼32 - 4岨4 1ぉ5ω 6 1清雲蓄を有するコンクリート柱の構設 |附 竹 中 工 務 庖

86 C 21  1  Ifs31  - 5ω | 昭32 - 8738 1  24仰 8 ト ン ク リート施工用仮枠揚昇装置 |清 水 建 設 附

86 C21 1  lI{l 32 - 似 1 1 昭34 - 4327 1ぉ71叶 コ ン ク リ ート施工 用 型 糊 場 装 置 |側 間 組

86 C 21  1  11832  - 20289 1  I附 - 88ぉ 1 269705 1放射線遮蔽コンクリート用フォームタ |附 大 林 組
1  " I  .... h J J:... L VL. . V '  I  .. w.......... v v J:........ I | イ |

86 C 叶 H制 ー 20474 1 昭36 - 2仰 1298186 1 コンクリー卜施工用型枠滑揚装置 |附 間 組

77 c可五7 1Z 了H仰 ー 7869 1  429751  1 コ ン ク リ ー ト 打 込 同 型 枠 ｉ ｾ 回 ｦｱ

86 C 212 1 昭27 ー 18323 1 昭28 - 5232 1  209038 1 コンク リート施工用型枠滑揚装置 | 大 成 建 設 附

86 C 勾 1 Ifs 28 - 24161 1  /l fJ 29 - 5675  1 211 140 1 プレストレスコンクリート鉄筋挿入法 |清 水 建 設 阿

部 C 23 1  117133 - 27202 1  I沼36 - 979 1  279467 |島 長 ト レ ス ト コ ン クリート結構の製 |住 友 建 設 附

86 C 幻 | 附 ー30315 1 附 ー l 側 1276970 1思 鶏突芸品ン クリ ート構造物への |住 友 建 設 附

86 C23 1  /l s 34 - 1321 い 1H36 - 5067 1  282140 1けで13える延長銀いるポストテ |住 友 建 設 附

86 C 幻 | 附33 - 3519 1 附 - 978 1 299591  1圧縮緑附強力を与えた構造物 |告 も 建J R

86 C 幻 1 11間 ー l抑 |  附 - 3抑悶3 1 2忽8防 7 1里貯fり際雪If 号哲?す切すT宵甲豪諒君Z政3妥議話 |住 友 建 設 附

8助6 C 幻 |いい昭附11336 - 必459倒 い 沼即附3お8 - 1附仰O什14訓仰仰1げ閃7刀7318

「つ刊つパ II l! 'l J.. _  7 A 7 A 7  I  一 I  Al i Q'l Q Ii I  P  C 用鋼材の緊張力を調整しつつプレ I {住主 友 建 設 附

8飴6 C231  1  111336 一μ247477 1  I昭沼3お8 - 2忽227 Iμ4083回3お測8叩叫O引| ス 卜レス ト構造物を製造する 方法 | 中 島 儀 八 |

dいC z同平- 58“ 1  11f，38 - 18281 1420231  1長 話 会 長 ス トコ ンクリ ート 用 酬 の | 大 成 建 設 附 |

8戸弓 同L6 - 30031 r昭39 - 加 1427748 1鋼棒緊張材の定額 一 | 住 友 建 設 附 |

86 C お8 1 I問37 - ω 15 1 附 23 1426972 1制 下屋根用ケーブルの定着方法 |住 友 建 設 附 ;

86 C  三|ー! 竺二 l竺1 1  111330 二 竺 吐 夕 刊6 1塁塁打 ち竺 士 三 三 ン ク リ ー ト椛 |大 成 建 設 附 l

86 C  3 1  II s 30 - 12341  1 附 ー 321 1221 月 '4 1簡易不燃建造物建設法 |附 竹 中 工 務 庖

86 C  32 1  II 1J29  - 28893 I  I附31 - 323 1  222723 1二重壁休建造物構築法 | 大 成 建 設 附

86 C32 1 昭29 - 28892 1  I沼31 - 322 1  222724 1  Iii J  1:  1大 成 建 設 側 i

86 百 四 子 2127 1  111333 ーム 1 2示 可械部面 装置 1  (t!;) 1"rι 石;

86 0  3 1  I出33 - 103∞ | 附 ー1∞飴 1269888 1銅製煙突組立て方法 | 日 立 造 船 側 !

86 0 七竺5 - 27077 1 昭38 - 幻75 14附 6 1 多方向梁構造 | 大 成 建 設 附 |

86 0  3 1  I沼37 - 40兜 1 1 附 - 27433 1ω 237 1 1閣 の 架 設 方 法
|年 も 建J R 1

86 0

叶

l沼32 - 2732 

1  

II s 34 -
ω 1

255714 

1

大型銅製煙突の組立方法

l
目 立 造 船 岡 |

86 031 

1

附36 - 25587 

1  

111138 - 21584 

1

山 76

1

銅製煙突の架設方法と装置 | 目 立 造 船 附 |

86 0 33 

- 1-11

お - 15723 

1  

I附27 - 936 
1 1

仰
4 1

高 周 建 築 の 床 扇面一 一| 清 水 建 設 附

i

86 D 33 1  II s 31  - 12351  

1

昭33 - 側 1247133 1 ト ラ ス |大 成 建 設 附

86 D33 1  lI ii32 - 14274 1  
/11135 - 4642 1267216  トラス ( イ) ( 大成トラ スの屋線お よ |大 成 建 設 附

I  川F床 lζ 応用する工法) I  
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分 類 | 特許出願番号 |特許出願公告番 |特許番号| 発 明 の 名 称 |  特 許 権 者

|  ( 願書番号) I 号 ( 公告番号 ) Ｑ ＼ 量録番号 ｾ =  ｾ＠ ｾ＠ =  ｾ＠ I  

86 033 1  OB32 - 142月 | 附 - 10067 1お 悩1 1品桜子) ( 大成 トラスの榔支持 ! 大 成 建 設 阿

部 033 1 昭33 - 22967 1 附35 - 15133 1276942 1 幽献併造物の持上げ式工法 l m 水 建 設 側

86 033 1 IItl 36 - 3縦 8 1 附 ー 19927 14201ω | 立 体 ト ラ ス l 附 竹 rl' 工 務 所

玄 五 司 附 - 4制 1 111.138 - 215国 1443必4 1平献 立体トラ ス ー 寸 附竹中工務} ，I;

飴 033 1 附34 - 30407 1 附 - 8776 1捌 ω |屋根または床} f l 脚立体 トラスの組成 |鹿 山 建 設 附

86 033 1  I昭37 - 511 1  II H39 - 4136 142蜘 |寄れ聞を形成する トラ スによる殻構造 |鹿 島 述 設 附

|お Dペ0i137 - 16587 1  1If339 - 4137 1  1版 状 帥 ト ラ ス !腿μ 必 設 附

:  86 E  0 1  11間 3 9 ω 1  lI ii 37 - 1ω8 9 14 ω w l f凶 性 テ ラ ゾ ー ブ ロ リ |大 成 悠 設 附

89 A  0  1  IIs37 - 5位 39 1  1I 1l 39 - 1ω8 4  1  43724 1空 圧 蹴 淡 町 |鹿 品 挫 ぷ 附

89 A ll いl!-l 25 - 15724 1  IIIJ27 - 児8 1 1叩 2 1地下 腕 構 築 寸 法 |治 水 池 設 附

I FAl l 同Z Ebu 1 1111ぉ ー 制 1
下 高 直 下 室 繭 而 語 研 岬 杭

tE l が'i 1)< II .i¥i: ｕｾ＠

89 A ll l  II{{27 - 8341 巾s=- 2388 r  201929 1酬 の 地 下 柱 搬 方法 1  i; ' i ' J 両

89 A  1川 仰 ー 14804 1  II IJ 28 - 2389 1201930 1地下刷物構築方法 |消 水 位 設 附

五七寸 i竺- 18754 _ 1_II{ J29 - ω 三竺斗特製諺議ま工とし南町?主也 -51五

89 Al l l 附 2∞1  1  I削32 - 1788 1ぉ3746 1地下室構築工法 |治 水 辿 設 附

89 A  11 1  If{{ 32 - m 什 II H34 - 7080 い57596 他物の地 下 市 椴 工 法 |附竹中工務人! ?

89 A  11 1  1I {{ 32 - 117ω 1  111倒 ー 必33 下 戸 寸 地下構造休ぷ 亙 戸石II Li7

ｾｾ ｉ 玉ゴ ャ Ｑ II H36 - 12887 l 288846 1  ｾｾ地長 ｾｴｴ .  ｊ ｾ＠ ｾ宝石
89  A  12 附3ト 刀84 I  1I ({ 32 - 5138 い36203 1組 問 屋 の 組 立 工 法 |鹿 島 建 設 附

豆と附31 - 7必 1 1  111133 - 7730 i凶 8181 1  i組立担丞11: ｉ ｾ＠ n  _ill ｩ￳ＩＺｾ＠
89 A  12 1  IIIJ お ー 11707 1  11悩 ー 14779 1抑 制 |組立式家屋の併l l Ti L 1民 向 他 z没 附

76 

‘  



4・

パーカァション銅削機 組立鉄筋のtil1入 でき上ったo ws墜体を利用する地下工事

大 林 組 o ws 工法 ( 実 用 新 案 昭40- 14129 特許 m件 実用新案 3 件申精中〕

O WS工法は ，OHBA Y  ASHI -GUMI  WET  SCRE 

E N MET HOD の略称で， ベントナイトなどの泥水を

使川して作業を進め ，岡山立が大きくi l f ! j 水性のある R C造

の述続地下墜をi構築する工法である 。

当社は乙と数年来木工法の1511発をはかり ，D L， :i !@i 

機械などあらゆる角度から検討した結果，他の如何なる

工法ーよりも安全確実かっ経済的lζ 施工しうる乙とがわか

った。また工期的にも従米の工法より有利になる乙とが

確かめられている。

O WS 工法は ，(1)無音無振動L 法で， (2) 周辺地盤，地

下開設物iζ 対する公害が発生しなし、。また(3) 任志の断由

形状をもった壁が構築できるので如何なる大きさ深さの

地下工事lζ も適用できる。さらに(4) 土留墜として築造し

く o ws 工法説明図〉

'"・・， ー・'モー- ー，・ず・ ，Ｇｾ・Ｎ ‘  ・・ ｾＮ Ｏ ・，

たものを地下外壁として利用し得るので， (5) 敷地面積を

Ｚｬｾ 大限 ｬζ 活用できる。なお ＨＶＩ 完全な防水壁がで‘き上ると

いう利点がある。

工事は厳正なわi'PJ ! のもとに行なわれるので，でき上っ

たコンクリートや鉄筋の附着カは ，千'i".j 辺の鉄筋コンクリ

ートと全くかわらない。乙の種の泌; Jcut は多くの陸知

があるが可りーでは独自の掘削機械( パーカツションブi

式 . ｲｾｦ 型パケット Ｉｦ 式 ， ロータリーカッタ〉を ｉｊ ｴｊ発し ，

JJi!i J 二科・思方法の般的ζ 努めたので画期的な成果を収める

ことができたの .-1>: D l; は地下壁のみならず ，J，I;JII 強な必日産

文1 ' 1 として利川する乙ともできる 。 ドぷは O WS 工法を

採用した代表的な工事例である。

ｾＮ＠ ，'，..・ ー・ -- 一" 一・--
・‘  

1  まず，構築する土留 2 二本のリード管をプf 3 所定の深さまで姻自IJ 4 鉄筋のメウ人を終わ 5  ; ; ンタリート打&の 6 0 W S 堅体以上留め

壁の位低ヘガイドとな イドとして，長方形断面1 が完了した後，あらかじ った孔内へは . 1 レミ- :，;: r後，それに隣接して 墜として使附した後.悠

るトレンチ構を設置す の抱削用ピットを上下 め組みありた鉄筋寵を if を使用して，コンクリ 次の堕体を施L L-，順次 物の棟地主体と完全に

運動させ，ピット l正面の

。 土砂を破昨する。破昨さ .f L内へソウ入する。 ートを打殺する。 ζ れを繰返しつつ鉄筋 緊結して地下室の外壁

トレンチ1/111ζ 沿って， れた土砂は，リード11' を 鉄筋は，壁 I. j : が土留め コンクリートは . {Lの コンクリート造の迎統 と日品。

銅削機械を配位し，トレ 通じて，ベントナイト地 位としての役目を果た 底部から ;1次ベン卜- } - ! 盟休を構築する。 ｏ ｗ ｓｾ 主体 の外側に

ンチ f再内 IC ベン トナイ 液とともに吸い揚げ，フ すとともに，地下室外壁 イ1. ri! i直と泣きかえっ ζ の壁体は，平副凶 あるべン卜ナイトの政

トf血液を充満すると ，掘 イノレター装也でロ過し としても十分耐え103>る つ打設されるので a強さ ( 上向) IC示すように相 は五全な不透本性をも

削埠I1怖が完了する。 たは街後削ベ孔ンへトBナE旅イさトせ溶，液土 だけの貨が配筋される。 I Ck-J よる影響は全< j 時 五ICかみ合って，竪聞な ち，地下室を永久 I c M水

砂はコンテナー IC 積載 ぃ。 水密性のある土留め堅からまもる 。

して鴎外 IC搬出する。 となる。

株 式 会 社 大 林 組 本 応 大 阪 市 東 区 京 橋 3 ー 7 5 T E  L ⑭ o  8  6  1  
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ディビダーク (Dywi dag) 式 P S コンクリート工法

- *じtt は州独 D yc k er hof f &  Wi dma n n  ｋＮ ｇ が ｴｾｪ

;l' f を有する i苛強度の P C鋼旅を使用したポストテンショ

ンj j 式による P S コンクリート工法であり，住友1U じが

11 - 1 三および東南アジア 9 カ| 刊における: A : 施権を取得し，

鹿μi11E没，{l : bd.s;&の 2 Uがj J } 実施権を得ております。

P S コンクリートは J' j ; ; : 近大いに脚光を浴び，すでに我

ｉｉｾ でもスパン ＴＰ ｭ 程度の続史は建設されておりますが，

芯らに長大スパンの構造物の施工は，従来の工法でt は技

術的，経済的に栂めて困燥であります。

Dy wi da g 工法はその粉i ?i な計算と本新的技術 lζ より

祈然工・Mc 画期的発展をもたらし ，従来の P C工法では

望みねなかった長大スパン桁の製作を可能とし，また! ' t .

持架架設t1; の採川によってステ ージングの組めない地点

での施工をも可能とならしめたのであります。

Dy wi da g 式橋決はそのすぐれた特性により，側めて

スレンダーな外liQを氾す るものでありその俊足な} ，' } ，は山

却のあ るところであります。

わが同においては， lI i H113 1{1・fi[ 1奈) I i L ' f ! 相模湖に/ ( ビ

ク.ー ク 1: 法第 H仰礼"1焔が完成して斯界 lζ デビューして

より JViWの』泌むるところとなり，すでに 30数絡におよ ぶ

; だ紛を干i しております。

また，本工法は建築においても上氾僑裂と同機な P S

コンクリー ト認の現場施日ζ jムく利用され，またワイヤ

ーサスペンション構造においてワイヤーの所定緊強力を

il 確によj. えるすぐれた方式として重宝な工法でもありま

す。

ｾ ｄ ｹｷｩ､｡ｧ 工 法の特徴 〉

Dy wi da g 工法では，従- * のピアノ線の代り lζ 百五強度

P C鋼| 準を使用し ，j とnはナット J 七め，継手はカップラ

ーを用いており ， ピアノ線よりもその形状，位置が正

確，容易 lζ 保持出米，緊張，定おおよび継予が終易，確

災であるので，橋架 E ・J( ではとくに足場を用いない片持

裂匁投法 ( Ca nt i l ever Er ec t ion) に有利であり，次

のような特徴があります。

( 1 ) 精造物材料が節減でき ，かっステージングを組まな

くともよいので仮設木材の大 11I な節約になります。

(2) 従米の P C工法では望み得なかった長大スパン構造

が可能となります。

(3) 水 it; が多かったり ，水速や交通が繁しかったりして

ステージンタが組めないと ζ ろでも施工可能となりま

す。

(4) 施工作業が比較的m純であり施」二速度が組めて平く

なります。

(5) 工引進行 111 Vor bau  Wa g e n  ( 移動匁設作業料が

テスト向， ｮ として働くので完成精造物はプｾ，，，［・ ＨｬＨｪｦｃ 紙め

て: 火全となりまナ。

(G) V or bau  W ag en に光分な安全ぷ備そ施してあるの

でほとんと仏! 伎の心配がありません。

(7) 狂いの修正が代易であり ，施じ粕皮が組めてぬーくな

ります。

(8) 柄造物の外観は極めてスマー卜であります。

またｾｾ C'Jc ( C 応川する場介は i七六スパンの P C コン

クリー ト恨のポス トテンション付加作業のほか，ワイヤ

ーサスペンション純治におけるワイヤーの緊強作業等 lζ

於て必要な張力を現切で臼由に加減澗盤する ζ とが出来

』っ指示メーターによってその ilt を確認しつつ安全 lζ 作

業を進める乙とがIL¥*るので乙の極術造の施工 lζ は不可

欠の工法というべきであります。

阪神高速道路公団大阪 1号 線 東繊細工区l l ! i 4

工 区 工 事 末 吉 樋

首都高速道路 3号 線 312工区高架橋新股工事 総下電器枚方体育館( 大阪府枚) ; ，1;)

1 M， 大阪市南区末吉摘通り

J:JIJI 昭和39年 7}]1711 - 昭和40
j
l・8J J 3111

施工住友i l ' 投株式会社

JqiJi :  J l ( 京邸渋谷区金王町 工 期 ・昭事139年 6 )J I2 F 1 - 附 和40年 5月 4 11 

E 即) : 昭和37年 5 刀1511 - 昭和39年 3)] 1411 施工。鹿島処設株式会社

施L : 損i&.¥i l ' 設株式会社 ザス ベ ンソヨン受了 Ｍ Ｎ ｲｾ のＢ (  Cp .  C 鍋

持) の緊張 IC本工法を応用した

実 施 権 者 住 友 電 気 工 業 株 式 会 社 本 社 大 阪 市 東 区 北 浜5- 15 ( 新住友ピ J レ) T  E  L  (203)  2121 

再実施権者 鹿 島 建 設 株 式 会 社 大 阪 文 応 大 阪 市 東 区 瓦 III J 5- 71 (瓦 II IJ ピノレ) T E  L ⑫ 7461 

再実施権者 住 友 建 設 株 式 会 社 大阪支出大阪市東区北浜5- 22 ( 新住友ビJ レ2号館) T E L ⑫ 7421 
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新 し い 基 礎 工 法 の 紹 介

ロ清水式地下階工法 ( プレコラム工法)

M初lζ ，J也下階の1' 1: を ，H. l ，/.inl c 品li った i '(1ζjrti 人 . ま

たは清水 j l:1mrr'1!l t仮iJt) JJ r : 人機で， Ｑ 立［訂正しく ￯ｦｾ 直にｊｬて人

するコ大きい耐 ) J 存必要とす る11 守は ，れのj夜郎の拡大師

により， )，l，磁!e' J . : . . きくする η このH で， JIII. 下階の 'ff -

ｲＮｾ ， およびス Ｗ ブ会文えて ， ｊｩｬ ｬ ，ド階ｾ逆に Ｑ Ｚ から ｦＯｬ ｾ り Ｎ

Ａｬ Ｑ ＧｘＱの完全と似 ｴ 没 Ｎ ｴｾ の節約をする 。 ｉＢｊｉｉ 与に ， J出|桃ii 主体

ｬ こｩＧｩ ｔ し ， 地ド ・ 地上の ｌＮＧｆ を同時胞ＱＺ として Ｎイｾｅｬ ｈＨｊ

に工j切の知紡を可能 lこする 。

口清水式柱礎 ( ピーア〉工法

まず ， 必ｾな筏の鋼管を ， 無音無 ｾｩｊｴＩ ｊ 圧入機等で圧入

し，逐次特殊継下で述紡して，所定の深さまで到i主さ

せ，鋼管内の土砂を抗ii り，必変ーがあれば ，1.伝郎のくり拡

げを行なって，その内 i似 ζ コンクリー トを打設しつつ ，

鋼管を引抜く 。

乙の工法は ，とくに 'IO，弱な地盤の上に大きい建物をた

てる場介の蕊礎地業として ，1誌も安全かっ有利であり ，

工期 ・工費の縮少はもちろんの乙と ，立; 持) J ・耐久々が

大きく ，オーバーカッテ イングをしないため ，地量生沈下

がない手1]. 尽をもっている。

口プレボアリング工法

プレボア リング高速侃自IJ機を使用して，主として ，dl 

留用プレウオーノレを築造し ，硬質地層貫通のも' L の下穴{ 聞

をする。

プレウオ ー ノレ工法は，刃先をつけ ， 水をＡ噴出する Ｇｉｾｨ を

|而|転しながら Iこl.l!s Iび笠穴を取り ， 乙れに鉄筋を入れて

コンクリートを打設して， コンク リー卜 位を上中 lζ つく

る。乙の位を適叶な IUJ 隔 で 列 iζ 並べて，ζ の聞の上を

特 殊λ)J 砲で取| 徐き， 引 lij:UC rrI 'こ コンクリートを 11設し

て， 1¥IWi i血統11たをつくる。

卜i 'て刷門IJ は Ili j，i己と ¥"J 織にして ，fJC打込 liijlC，硬質問

を貫通した穴をうがち . 乙れ IC.fAをj，f i人して打止めをす

る。乙れにより ，抗体の倣j先々防ぎ，打込みの能不安あ

げる。

ロプレパクトコンクリート杭工法

ζ のじ法は ，次の 3 fil;_ ，ζ) ( ) J I J されるが，し吋? れも ，骨!¥

騒日Ｍ ・ Ｑ 挺 ｪ 反 Ａｦｩｪｪ であるため Ｎ とくに ｩ キ ｮｬｾｲｬｪ 街Ｎｬｩ ＱＱＮＱ ておける作

工 ' IJ : KIL くH] ，、られている 。

C I P杭 j也 Fi !tl:Uのない ， 比較的 硬 質 地 問 に お い

て，アー スオーガーでb ' t:イしそ J!tli り， この rl lに鉄筋 1-(沙平IJ

そつめ ，ｉｊＢＨｩｾＵ か らプ レノ マク ト ・ モノレタノレヌモｮＺ人すること

(  Ｍよって ，打込Ｈｊｩ ｾ ＧＺ同 ｴｴ の強 ｈ 、完全なｾ［筋寸ンクリー卜

ht;t つくる、

MI P杭 I1 1
千ー同和; 体の先，- カッターをとりつり ， こ

，¥LイE まわしながら j也rjqこjlP込み ，I" JII!il こ，プレパク ト・

モ ｊ レタノレを先 ｾＺ［ｉ 川、ら ｬ 噴 ＱＱ｜ させてｼ二砂と泌合し ， ソイノレコ

ンクリー 卜抗をつくる。必要 K 応じ鉄筋を小心にさし込

む。いかなる '1刈雪地屈にも1J f ! i T 可能である。手経な) J : 礎

!と適する。

P I P杭 アースオーガ ーを所定の深さまでもみ込ん

だ後，乙れを回転させないで真上 lζ 引ヒげながら ，先 端

からプレパクト ・モノレタノレを J_¥ニ入して， モノレタノレ抗をつ

くる 。乙の あとで能型鉄筋をj市入する 。主として，"1樹

j主税杭砲に jよく汁] いられる。

口清水 H W工法

( 場所打コンクリ ー ト杭工法)

所要の長さの長鋼符ケーシングlζ ，スイングヘッドを

とりつけ，ケーシングを係勤しながら内郊を姻持IJ し，所

要ー深さまで沈め ，内部 lζ 鉄筋を帰入して， コンクリート

を打込んだ後，上部を密閉して圧搾空気を送り ， 乙の圧

力を利用してケーシングを引抜く。

乙の工法は ，西独の R. ｈ ｯ｣ ｨ ｳｴ ｲ ｡ｳｳ･ ｲ 氏により ｾｬ ｟ｾｾ

されたものを，当社が抜術導入して| 同産化した。せまい

敷地や;]<.111でも作業が "J 能であり ，;?Hicの施工ができる

うえ ，1工r" i ・空気で コンク リート K 正j J を加えるために ，

街実 ・全 断 面 総 な コ ン ク リー 卜を得られる画期的なも

のである。

口アースドリル工法 ( 基礎杭工法)

l此初 lζ ，J乏いシャフ トの3むにつけた j J のついたパケッ

トを回転させて ，ri  i]j:で:品ti り，必必 11経のイしをつくる。

ζ れに車¥1立てた鉄筋を入れたコンクリ ー 卜を打設して，

大 LJ 経の必儀杭を完成する。、引上は ，アースドリノレ機の

l，t本的構造の特詳を! 刀打している。

乙の工法は ，}.';J 聞の is物や地胞をいためないため，仰

に rl il. tr J i l l の施仁 lこ好巡であり ，名将アタッチメントの必

川によ って ，11、胞なj也1 ¥可の変化にも過JIJ し似る。

( なお， J -. ; : 己各1: 11; 山点制ド凡、てj J ， 斗"dl ・i ¥理宅 Jj 、相ぷ土でお II¥J ｾ、

合わせください)

"j， 1<¥:  ｊＮＡｾ＠ J;( 伺5111Ｚｊとｼズ ｾｩｊｉｉｉＲ /  1  T  E  L  (535)  ｾ＠ 1  1  l  

清 水 建 設 株 式 会 社

大阪文町 大阪 ｲｬ ｪ￭ ｊｬｪｬ ｾ ¥'.{J，:Yllij 並リ 2 2  T  E  L  (.1，13)  S  '1  :3 l  
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大 成 ウ ォ ー )[.，

大成 ウオール とは

地中にあ ら かじめ建物の地階郎分を燐築し，線 ｦＧ＼Ｎ て Ｇｪｾ

の際 lζ は山留のシートバイノレまたはて型機矢板の代りに

利用し，下方より順次帳壁各単体同志および機造本体と

剛結する 。

施 工 概 要

l  ガイドウオーノレの設問

鉄筋コンクリー 卜によるガイドウオ ーノレを作る 。

2.  大成ウオーノレガイ ドホーノレ撃孔

板壁単体のＧｊ［ ｾｊ 付 ｬζ 従ってガイドウオ ー ノレ ｬζ 型社 ｩ し

をしウィリアムズディッガーまたはア ース ドリ ノレ

により帳盛l誌下端迄を繋孔し ，ベン 卜ナイト! 怪濁

液を充 ｊＩＧｾ する 。 Ｈ図ー ｬ 参照Ｉ

3. 大成ウオーノレガイドホーノレ問の腕撃

ｾＮ＠

大成ウォ- ; レガイドホールの撃孔を迫って. ｬｪＧ ｾ ｦ 殊

総より吊り下げたクラムシェ J レパケーノ卜により 2

本のガイドホ ーノレ聞の土を上から順次繍みとり地

上へ排IL ¥. 下方へ進行させる。

クラムシェ J レの爪に当る部分は ，すでにガイドホ

ーノレとして正確に繋孔されているから極めて正確

な孔が非常K 短時間! ( . 得られ，余掘部分がないの

で，後で配筋後打設するコンクリ ー卜 畳も殆んと

設計[ ，1: 1ζ 近い数母でいけるという ，正確な構造体

を早く，経済的に得られる本工法の一大特徴とい

える 。 ( 図一2参照)

ジョイントパイプの矧入

高li 撃が完 f したならば，孔の大きさ ，深さなどを

確認した七で帳壁単体の抑怒進行方向端部所定の

位置にジョイン卜パイプを抑入する 。

図- 1

1f 州ドホール ノり官

。ーφ む一

「 十 地J31t!?品 !1;;

温行方向

大 成 建 設 株 式 会 社
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5.  鉄筋体の製作

掘撃に並行して鉄筋体を製作する。組立の終った

構造体および山留矢板用としての鉄筋体 lζ ，地階

各染 lζ 接す る位置には鉄筋によるシアーコネクタ

ーを，また名単体接合部分には接合する各横筋哀

表両商が後で鉱山できるような合成樹脂製または

その他の物体をそれぞれ組み込む。

G  薄鉄板またはラス lし'; ( 特許申請中)

建物側の面全体 lζ 1! f;' 鉄板またはラス貼を施す。乙

れはコンクリー卜の無駄打を防ぐと共 iζ 躯体工事

において構造体本体と悶11結する際にシア ーコ ネク

ターの鉱山を確実容易にする 。 ( 図- 3参照)

7  鉄筋休の柿入および コン クリー トの打設

ジョイントパイプの抑入 lζ 次いで，前記の鉄筋体

を正確に姉入設置する。直後トレミー管を使用し

てコンクリー 卜を打設する。

8.  ジョイントパイプの引抜

打込を完了したコンクリー卜の始結の状態を確認

したならば直ちにジョイン 卜パイプを抜きとる。

9  次 エレメ ン ト ( 帳壁単体) への進行

以上の操作の繰り返しを行ない ，全 エレメント の

コンクリー卜打込を完了する。乙れで，地中 lζ 所

定の厚さおよび深さのコンクリ ート 帳壁が各単体

端部が突き合わせの状態で一応で、き上ったととに

なる。

10. シア ーコ ネクタ ーによる構造本体の剛接

根伐. 111留工事と並行して. J順次露出された帳壁

内面の鉄板またはラスを除去，シア ーコ ネクタ ー

川鉄筋を鉱山させ，コンクリ ート打込の際建物本

体の梁および墜と鉄筋コンクリ ート により剛結さ

せる 。

図-2
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竹 中 式 深 礎 工 法 ( 地 下 構 造 体 の 構 築 法 )

〈特 許 第 2 5 7 9 4 1 号)

日本建築学会賞受賞 昭和37年 5 月

特許庁長官奨励賞受賞 昭和37年10月

全 国 発 明 賞 受 賞 昭和38年4 月

朝 日新 聞 発 明 賞 受 賞 昭 和38年4 月

特 許 竹 中 式 「 深 礎 工 法 」 は 当 社 の特 許 「 オ ー プ ン ケ ー

ソ ン 工 法 」 と 並 び 深 層 地 下 構 造 体 ( 多 層 に 亙 る ) の 構 築

を 目 的 と し て 考案 さ れ た 新 工 法 で あ る。

都 市 に お け る 建 築 は ま す ま す 地 下 深 く 計 画 さ れ て い く

た め ， 従 来 の 山 留 掘 削 工 法 で は 技 術 的 に も お の ず か ら 限

界 が あ り ，施 行 法 を 板 本 的 lζ 改 革 す る 必要 に 迫 ら れ て き

た 。 乙 と に お い て 機 能 的 な 施 工 機 械 の 利 用 ， 作 業 環 境 の

刷 新， 安 全 施 工 の 強 化等 技 術 的 に も 経 済 的 に も 合 理化 を

は か る 工 法 と し て 考 案 さ れ た のが ζ の 竹 中 式 深 礎 工 法 で

あ る 。

竹中式深礎工法の概要

1'.5
00 

，. 司ドー. ( : - - - - -- - - - - .. 

ＮＮＮ エ ｬ ｾｾ 一一Ｍｾ 民 ＧＮｅ ｩｩ 耐え画

3O_Om 
11 ♂ド 1  竹中式オーガ
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一・ マシン によ るJ マ

イル柱列を構築，強

力な山留擁壁を締成

する。

〈従来の鏑矢板は佼

用しない)

3  摘さくに伴

い上部か ら地下構

造体 が 築 造 され

る。

乙の作業を各階毎

IC進めるた めB 強

カな山留柱列 IC よ

り保護 された安全

加 .

11  11 11 11 11  

にして正確な深層

作業 が 可能で あ

会 門 用 紙11 11 
る。

構築 された 地下構

造体の重信は周 辺

ＭｾＭ ＭｾＭｉ ・一一一 Ｍ Ｎｊ ｬＭＭｉ ｉｾ ー Ｂ Ｕ ー ｳ ‘ ･ 一 ￭ ＱＧＮ オーガー ・パイ J レ

柱列 IC 支 え られ

る。

墜す れば中央部 IC

支持杭を設け安定

をはか る。

竹中式深礎工法の特徴

騒 音 と 振 動 を 追 放

作 業 は 無 音 で あ る

作 業 は 無 振 動 で あ

る

合 理 性 と 経 済 性

合 理 的 な 山 留 工事

経 済 的 な 山 留 工事

竹中式オーガー・ パイルの施工は，鏑矢板の打

設と異なり振動もなく 打撃轟音もない。

市街密集地援における深礎工法と して，騒音，

振動を解消した，すぐれた特徴をもっ新工法で

ある。

強度と長さを自由 IC調節出来るオ ーガー・ パイ

ル柱列よりなる合理的な 山留擁壁と ，仮設支保

工締築を要しない経済性は第 2 の大きな特徴で

ある。

従来の鋼矢板では果し得ない深さと ，特IC大き

な耐力を解決したととは注目すべきである。

安 全
性 竹中式オ ーガーマシンの特性上山留擁壁パイル

の施工において，隣接地盤 ICj J ' l乱影響を与えな

周 辺 地 盤 に 影 響 を い 。

与 え な い 強度の高い構造体を支保工とするため作業は安

作 業 は 非 常 に 安 全 全Iζ 保護され，特 IC軟弱地盤と言えども突発事

で あ る 放の虞れがない。

2  地下 1 階の構

造体を構築しオ ーガ

ー・ パイノレ柱列上怒

と碇着す る。

地下構造体は構築と

同時に支保エとなり

1 階床版は広い作業

床面となる。

( 膨大な仮設支保工

を設ける必要がな

い〉

3O_Om 

」ド

ｾｬ｟｟ｉｾ 上鉄 骨 奨 唱 Ａｬ
ー一 一 ー 匂μ

30 0" ， 

礎

ぱ

体

は

期

基

れ

造

業

工

の

終

構

。

作

し

る

後

が

の

る

上

仲

れ

最

工

分

す

地

延

さ

施

部

成

問

K

結

措

噌

の

下

完

の

部

短

A
.

部

地

は

そ

上

は

官

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4- 27 T  E  L  (252)  1  2  0  1  

特許工法ならびに新工法紹介頁 81 



パイプロ・コン

ポーザー工法

( 特 許第26ω80号他)

概 説

ノぜイブロ ・コンポーザー

工法とは ，軟弱地緩改良法

として所定改良目標 K 応じ

て，所要間隔に直従が大き 施 工 状 況

く，しかもよく締った砂の柱を振動圧入して地般全体の

支持力の改善を計るものであって，軟弱地盤のうち ，ゆ

るい砂質土にたいしては締固めによる支持力増加を計

り，また名11質土K たいしては地盤とパイノレを含めた復合

地盤支持力 lζ 期待するものである 。

改良の基本作業となる地中への砂柱の造成は乙の振動

工法によってのみ合理的に可能であり ，その俄械，管理

方式，効果は他の追随を許さない水準IC達し ，現在一般

建築の基礎をはじめ各方面に大置に採用されている 。

完備した施工機械

強力で完備した施工殿械は軟弱地盤を砂の圧入 lとより

活力ある良地盤としてよみがえらせる 。

現在，機械設備は 13m改良タイプ (50I-P) と 20数m改

良タイプ ( 100I - P) の 2 種が準備されあらゆる改良問題の

解決策として活動している。施工パイプの内径は 40 cm

が標準で，砂はパイノレm 当り 0. 4m
3
前後が圧入される 。

乙の完成された俄構を用いると種々の圧入率を変化 させ

るととが可能で，サンド ・ドレイン用のパイノレも同じ機

械で効果的に造成する乙とができる 。

完備した施工管理

地皇室改良工事はかくされた地中での作業を主とするた

め施工管理が信頼されるものでなければ安心してその成

果を期待する乙とはできない。

コンポ ーザー工法では地中の作業状況を地上で見うる

ようパイプの締固め過程を示す，差動オッシロ ，締固め

に使用される可カを記録する氾カオツシロ，それに砂検

出装置などの計器を開発し，施工の精度を万全にして信

頼がえられるようにしている 。

不動建設の特殊基礎工法

0 パイプロ ・コンポーザー工法( 及び強化コンポーザー工法〕

O ノンフロ ・コンポーザー工法

O マルティプル ・コン ポ ザー工法

O マンモス ・コンポーザー工法

O ケミコ ・コンポーザー工法

O ケミコ ・ライザー工法

O マイス ・コンポーザー 工 法

O大径ぐい工法

O シート ・ウオール工法

。 リパース ・サーキュレーション工法

0 パイプロ ・コンクリート ・パイル工法

O ハイドウエル工法

0 7 ライアァシュ工法

O カーテンドレイン ，カーテン ・コンポーザー ，ラテラル ・コンポーザー工法

Oホモビーム工法

ポンコ

法

・
エ

コ
一

ミ

ザ

ケ

一

概 説

ケミコ ・コンポーザー工

法とは ，ケミコ ・ライムと

砂及びその他の配合材料を

振動する中空管を用いて， 施 工 状 況

地盤中 IL 強制圧入し，ケミコ ・ライムの吸水 ・l膨脹，及

び砂との結合作用を利用して強固なケミ コ ・コンポ ーザ

ーノマイノレを造成するとともに縦型複合地盤を形成し ，総

合的地盤改良をはかる特殊工法である。

木工法は ， 日本道路公団 ・日本国有鉄道のど指導によ

り小野田セメン ト株式会社と不動建設株式会社の共同研

究により開発された軟弱地盤対策特許工法である 。

ケミコ・コンポーザー工法の特長

L ケミコ ・ライムの急速脱水による地盤強度の早期噌加

2 ケミコ ・ライムと砂との結合反応による強固なパイ J レ

の造成

3 ケミ コ ・コンポーザー ・パイノレの強力な膨脹作用によ

る地盤の水平方向圧密効果

• 

4 持続性沈下の阻止による地盤の安定化

5 施工機械が簡単で，接地圧が小さく軟弱地盤地帯lζ 適

し，施工が容易である

6. ケミコ ・コンポーザーパイノレの施工管理は自動記録計

( 差動オッシロ ，屯力オッシロ，材料検出装置) によ

って確実に管理できる

ケミコ・ライムの効果

A. 脱水効果

L 吸水作用 : CaO+ H20 →Ca  (O H) 2 乙のとき周辺土捜

より Ca O重量の32;; 抗ζ 相当する間ケ、キ水を脱水する

2. 吸着作用: Ca  (O H) 2の l及若によりさらに CaO重量の

約45 - 7596閲ゲ、キ水を脱水する

3. 発熱作用: 発熱作用によって蒸発が進み 3 らに合水比

の低下lζ 期待できる

B. 締固め効果

ケミコ ・ライムの膨脹作用によって，水平方向 lζ 圧 密

有効応力を期待できる

C. 悶結作用

L 粘土鉱物との化学反応による悶結作川

ＲＮ 砂との化学反応による図ｾｾ［作 ｭ

3. ケミコ ・ライム反応生成物の結晶化によ るh' l ! 結作用

適用範囲

L スベリ破域の防止，沈下阻止

2. 重1 u : 構造物の基礎工法

不 動 建 設 株 式 会 社
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軟弱地盤上の大荷重倉庫に最適の

松村式

パイルファンデーション工法

強) J な水平J抵抗力をもっ特殊合成抗を川い て，地[ 1
I 梁

及び，基礎フ ーチングを省略して，土問の沈下による ，

建物故障を絶無にする 乙とに成功した 。

施工11阪序と しては ， まず， アー ス ドリ ルで 10mまで

φ1. 100 ｭｭ の穴を制りＨ ケーシ ン グ 使 用 Ｉ乙の ｛ｾｉｉ ｌ 鋼

1' 1: パイノレを ，正確にセンタ ーに合わせて， 支持層まで打

込む。

先にアースドリノレで品1I った穴のまわりに ，鉄筋カ ゴを

入れて，コンクリ ート をJJ 込むと ，鉛直支持プJ はもとよ

.  
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土 砂 l u車舘1菅

り強固 な曲げ紙抗力及び水平抵抗力 をもっ基礎，すなわ

ち「必村式ノマイノレファンデーション」が出来上がる 。乙

れに柱』却をとりつけ，柱と基礎をー休とする。

柱脚の水平力は ，杭頭に造成された円筒状の蕊礎が抵

抗するので， 地rll 染は全く不要であり土聞の沈下による

故障は皆無となる 。またフ ーチングが無いので，積載面

積が広くとれる 。

ζ のて泣、は ，昨年唆 じした大阪港鉄鋼A 営時頭倉庫に

使用 して，その続済性と実用性が立証された 。

コンクリート打込前の杭頭部

株 式 会 社 松
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高層ビルに

なぜ

G コラム*を

おすすめするか

これがその理由です

①新しい構造設計理論によれば，純鉄骨造

の超高層 ビノレの柱は，地階から最上階まで

外径を 一定にし ，肉厚のみを下から上へ薄

くしたものが理想的であるといわれてい

ます 。 また柱の外径が一定で あれば，部屋

の構造を規格化でき ，プ レハ ブ化が可能に

もなるわけです。

G コラムは，クボタ独特の 遠心力鋳造法

で製造していますから ，鋳造時に溶鋼 の注

入量をコントロ ーノレするだけで，柱 の肉厚

を自由に変えることができます。他の柱な

ら面倒な肉厚の小きざみな変化も， Gコラ

ムなら ，何ら経済的制約を受 けることなく

行なえるわけです。

② G コラムなら ，いちばんモーメン トのか

かるパネノレゾーンの部分だけ柱の厚 みを

増して鋳造できます。経済的な 設計が可能

になるとともに，柱と梁のつき合わせ溶接

もできるので放射線検査が可能です。

*Gコラムは、ハガネを遠心力鋳造してつ くあクボタ独

特の< 強い柱> です。

たんなる普通の鋼管柱や鉄骨構造ではありません。

③ G コラ ムな ら，溶接量が少な くてすみ ま

す。たとえば地上10階，地下 2 階のピ ノレを

建築するとして ，各種の柱 1本分 ( 梁，仕口

部を 含む) の溶接量は，次のとおりです。

G コラムl ， 064m， 鋼管柱 1，380m

H 形鋼柱1 ， 486m， 箱形柱 2，440m

鋼板溶接柱 2，643m

円形断面のため，溶接を自動化できる部分

が多いのも， Gコラムの特長です 。

- お問い合わせは鋳鋼営業部ま で…・

本 社 ・大 阪 市 浪 速 区 船 出 町 2 丁 目 m 6 3 1 - 1 1 2 1

東 京 支 社 ・東京邸中央区日本編江戸樋 3 丁目 包 2 7 2 - 1 1 1 1

九 州 支 庖 ・福 岡 市 天 神 町 1 丁目 10 番 17 号 m 7 4 - 6 7 3 1  

北 海 道 支 庖 ・札 幌 市 北 一 条 西 4 丁 目 氾 2 2 - 8 2 7 1  

名古昆営業所 ・名 古 屋 市 中 村 区 姻 内 田14 丁 目 電 5  7 ー 1 4  2  1  

仙 台 営 業 所 ・仙 台 市 東 二 番 了 9 3 番 地 m 2 5 - 8 1 5 1  

1つく 一一a

@ 叉保田錯工 且
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日 信 三 角 杭 打 工 法

( 特許第2337判号 〕

施 工 法 鉄 筋 コ ンクリ ート 杭及び抗打込法I C . 特徴があ

る。杭lム三角形断治iで，乙の周聞にある間隔で鍔を持

つ日比装鉄筋コンクリ ート t i I : である。施工法は ，上記の特

殊杭を打込む際に妙手 ｉｊ ｘＮは，砂て ｦ をプ ｣ｬｊＧｾ しながら ＱＹｩｪ との

は i斤まで打ドげるじ; 1 : であるコ

特 徴

1.充填物による地盤更生作用 HLl r込H与に供給される砂

利又は. 砂等lま，上記特殊t /LのZC' と. f I i 打込H寺の振動とに

より ，地盤中に先行1される o ( G m 杭で約 0. 4m
3

/ 本)

この先Ju秒j により ，，( { 米似国首地盤は，弾性lζ 富む硬質地

盤に更生されるコ乙の結果，通常のt.i UA礎の 2 - 4倍の

立; 持力が得られる， とJ じに， 地iぷl乙対しでも弾生地盤

に，締固められる事により非常に低抗力が鴻える ο

ＲＮ 鍔に よる荷 重の分布 釘の下 ｾｾｬ が傾斜Ｈ水平面と約

ふ15
0

) させである 'Fにより， 打込f I !ilζ 杭).'.j lmの上を撹乱

する 'Fなく， )，'.1lm及ト ) J を街 Iζ 川迫し，しかも打込を容

坊にする 乙の・Ji は，1 の浄機) ) を改岳強化する。又 1肢

はi I !f に，前記Ft の形状により，1武州市を抗) ，可聞にー織に伝

J ，I) し1 ' ，江市を均匂化する。 1&俗的1 ft lili 以卜 lζ かなりのj上密

ｲＮＮＧｩ を行する地継を ｾｕζ 施 ｬ しているが過Ｑ［ Ｑζ 不 ｬｵｬｩ Ｎｴ ド現

象は，全然見られない。

3. 杭周摩擦力の繕大 杭文持 Ｉ ＩＱＺＺＧ 比例するとｾ・えられる

杭周 l何般は ， 三角形が i止も大きし、。幣社創立当時は，

pg，六，八角形Uしであったが，現三角形杭IC改良する与

により，杭支持λl は，従米より ，約 2 l1J悶えた。

4.基礎工事費の軽減 文持地盤まで 10数米もある地盤K

点作tJLを施工する場介に比べ， ，.j，; [ 法は， 2 - 5割以下

の法縫工事費で済む。

5. 工期の短縮 工期は，現煽1 ' ] コンクリート抗及びサン

ドパイノレより短いのは勿論，他の既製杭lζ 比べても短期

間にて胞工出来る。というのは ，本工法によれば，前記

特徴により杭長が非常に知ーかくて良< . 又継手時間も不

安であるので，それだけ工期が短縮 11¥米る。

施工)1慎序図

』

，ー、

・~・M

ｾｾ ｶ ＭＧＢＭ Ｇ ｬｲ Ｍ Ｑｲ ＮＢＧ ｬｦ＠

)

 

l

 

l

 

(2) (3) (41  

〆 (1波di 東区瓦I l I T3- 11 旭洋ビノレ T  E  L O'O3233 株 式 会 社 武 智 工 務 所

怜許工法ならびに新工法紹介頁

基 礎 工 法 ( コンパク トL法〉

( 特許 li¥250108号)

山ｾ ｾｾｾｾＮ｟［ＮＮ日曜、 ａ

施工法 あらかじめ経60極，長さ1 . 0米- 1. 8米( 地盤に

よって適' 且選択) の鉄板製のケ ースを打込み l川みを作り

(1)，外板を伐したまま (2)，杭を立て込み砂利を ・，jf( ζ 五i

JJ'( し(3) ，常lζ 砂平IJを補給しながられ込'4) ，杭を所定の{ { [

it，: より数| 紙上まで打込んだとき，乙の外阪を引抜き ，

更に l折J l : の位向迄打込み( 砂利を更に打ち| 剖める )  .fiL 

打ちを完 f する (5)

特 徴 1 . i . 記の工法にて施行する品JfT，秋弱な地盤でし

かもノ州立が ｊｾｾ いｦｉ ＮｗＺ は， ; . / <圧とれ込み 11
1の振動に依り，

上郎の土砂が緊って米る為，砂利の入るべき導入 LJ を聞

がれ，期待し得るだけの砂利が充燥されない$ がある 。

ζ の様な地質の場合においてはより大きな地盤改良も必

要な尉合が多く ，更に多量の砂利を圧入すれば効果をよ

り大きいものにする。乙のような点 I C首目し ， と" 己のよ

うな」二法をAg- 策したのである。乙の工法により施工した

場合，地盤は閤結し ，在来の軟弱な地質は非常に闘い地

盤となり，その固い地盤の中に抗が打ち込まれた状態と

なる。このようにして日信三角節型杭のフリクション ・

ノマイノレとしての性能が最大lζ 発揮し得る乙とになる 。打

込み後地盤が安定し時日が経過するにつれて充出砂利は

益々回結し，抗の支持' f )] は噌大する。

施工)1頂序図
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旨
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高卒 2 カ年

中卒 3 カ年

昼 間 部

夜 間 部

通信教育部

男女共学

詳細案内書各 1 2 0 円 (送料共)

大阪市北区川崎町 4 3

大阪工業技術専門学校

4  

.  

旧校名大阪製図専門学校 T E  L  (351)  7  4  6  3 ・ 4684
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読 者 の 頁

「会員の: n J を「鋭訂の江J と改組しました 。

投稿を歓迎します。ハガキでお寄せ下さい。

けいさいの分には制品ｩｕｬｾ。

口 家 口

とんとん家がｾっていきます

ノてきな大きなヒソレがx . t っていきます

そして家の窓からは手がによきによ

多くの窓から山ています

どうしてでしょう

どうしてでしょう

みんな家の I!I にはいれないのです

U をすましてごらんなさい

ノl、さなささやきがき乙えるでしょう

みんなのためいきが みんなのはか

ない阪 ｉｾ 、がき乙えるでしょう

でもとうする乙ともできないのです

だって必J さえ乙わされていく社会で

すもの

どうして生きていけばいいのでしょ

っ

みんなまよっているのです

だのに求めようとしないのです

只J l J l を求めないのです

よ'..t; JlJlを

神戸市兵雌区荒凶町 2 r 目62の2

県立兵雌工高 3 年 森 因 茂夫

口 い こ い の あ る 住 宅 を 口

京阪間の車窓より毎朝夕見る分譲

住' むおよび貸アパート 等， 日々にそ

の数を増して行くが，われわれ勤労

-t;ーには持家乙そが個人住宅所有の裂九

ではあるが， しかしながらせまい放

地 ｬζ 向型のｩｊ二宅をさっしりｾｫＺべ ， iJix  

ｪ 也 一 杯 ｬζ 住宅という建物 ｊ をｾて，紘

一ーツない居住s ; i J : 克なと，全然考慮さ

れていないわびしいものである 。一

切事ある折にはと必配される。「福布1:

同家ｾ設 ｊ を目ざすわが国だから ，

低所得勤労者にも充分「いこいJ の

取れる住宅をたやすく持てるような

強力な住宅政策を進めてほしい 。

京郎市右京区御室大内町 6

細 井 徳 夫

書 評 1111111111111111111111111111111111111111111111111川11111111111111川川1111111111111111川11I1I1I1I1I 111illlllllllll! 川 川 川 山 川 川 川 川 川 山 山 川 川 川 川 川1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

西 山 卯 三 さ ん の ミ住 み 方 の 記 ミ

1，1.  ) ( 名 作 教 授 今 和 次 郎

学風のはっきりしない先生のかい

た本は読む気がしないのがわたくし

の恕癖( ? ) だ。iJ q山91J 三さんのもの

は学派といえる位その学風がはっき

りしているから，日ij 白く読める。 ζ

んどのミ住み1i の記ミなとは ， ミ凶

山住居学ミをうらづける本として，

0014 < 満点、の本だ 。 ミｾ築学会ＺｄＺミと

かミi112誌と社会主ミミとか， ミ新 Ｈｬｾ

: D: ミとかをJ I : J!:JOH在したい。

わたくしとしてはしかし，全 1( ii( I' -j

ICI剖山吉んにj j J jを Fげる会Lがしない

節が，乙のみ;を. i i l l 抗して感ぜられた。

先述ミ日本経済五fr! 潤ミで凶山さん

の本の苫評をかいてくれというとき

にも触れたが，少年の頃の住宅観察

には ，人生が絞める，文学的なもの

がうかがえる 。のだけれど，大人に

なりかけてからの記述は ，人'1ごから

はなれて，ひたすら悠築オンリーに

なっている感がある 。

人'1ーからはなれては，卜J 市という

ものの色があi l : るという乙とが決定

的なのに，とういうわけか。特に . 紡

焔 ' U;f; 1こ人 った. その、円雌の; 己主sIζ

も. 1: ，人公と奥さんとのからまりの

何かがぶi d S されてよかろうし. f 供

さんが加って，さらに家庭が生育し

ていく↑ i日} があってよさそうなの

に，たんたんたる建築的記述になっ

ている 。 ( 念のために記したくなる

が，わたくしは，今日の大学のミ文学

ｭｳｾ という名称はミ人生学郎ミとで

も改めなければ適確でないと考えて

いる 。そういう立湯で，人生とか. 1 :

i;!i とか，文学とかいう言葉を使って

いるのだ。それで，ミ生活学派ミのx . t

築学などといっているわたくし白身

は，いつも工学部と人生学郎とのふ

た11立かけている気でいるのである。)

で，たとえば，勤線というはやり

言葉は ，腕が二本，そして脚が，今

日のオー トメーション工場内で，経

済的 IC能率的 lζ 動くように ，労働の

I!I 介施z没を配置するためのどil 肢から

だと思えるのだが，それが経済 7 ニ

ア，自itz ギ7 ニアである気ぜわしい別

代主婦たちに ，台所の設f J l 1 i は乙うし

たらばと説くときなどには有効( ? )  

であるらしいのだが，住宅の| 百j取全

体 lζ ，乙のような動線をふりまわし

たのでは，工JJ; J と住宅との差別がな

くなり ，結局人生とは ，生活とはと

反問したくなるのではないか。

わたくしは ， ミ勤線ミには二極類

あると考えている 。第一のものは ，

オー トメ工場の配置関係から山た ，

エネノレギー の経済と作業の能率とい

う関心からのもので， 第二のもの

は，たとえばホテノレの ロビー からテ

ラス，庭，というつながりにみられ

る動線，いうならば美的動線で，そ

の騒鍬iなものは ，ダンスやショ ーの

それである。 乙の二つが，適切に組

合わされて，人生の行動 である作業

と遊び( レクリ ェー ション) がみたさ

れて，生活の jおとしての充実がある

のではないか。

今日の国の情勢は ，十分なる生活

が営めるだけの空間施設がゆるされ

ない 。 しかたな く，団地 アパー トな

とは ，第一の動総本位で作られてい

るから，住み手 じしんで，週末や休

暇ともなれば，無軌道な動総が求め

られる自然にひかれていっている 0

・F実，団地アパー卜 が悶えるにつれ

て，十分なる生活を求めて観光行為

がさかんになっているのだと ，みた

いのだが。

かつてな 乙とを ，見当ちがいな乙

とを iJ l し上げたかしれないが，しか

し， ミ住み方の記ミは ，めったに山

- * る本ではない 。十分敬意を表した

くなる本たふ

( ミ lt み Jぢの記ミ西山 011三 苫 ￥ 950。文芸 '(i 秋

新社先行)
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クラスメー卜

3  

1ι より ( 敬称略)

豊 田 弥 吉

。.;，/ij IT l i 教育蛋. ct会産業教育主幹)

伊 藤 一 郎

( KK Iljl 有l 工 務 陪 取 締 役 社 長 )

仲 原 仁

Ｈｋｋ 大木組制査Ｚｦｾ ・ 研究安長Ｉ

板 野 宏

( 神 戸 市 ill 築応住築課建築主事)

11 本処援協会会議'主にて

88 

昭和 9 年，神戸高等工業学校建築科卒業。 27人卒業して 7 人が亡くなった。

はんてんかい

クラス会を称して「雨天会J という。銘名は滝沢真弓先生。その意味は ，神戸

ら《はん治、L‘

日:1工建築科の同窓会が「氷雨会J で. その 10回であるというわけ。

せっかくのク ラス会は残念ながら 集ま りが恐かった 。写真のと おり ，わずか

4 人で昔を思いおとしてみたが，なつかしい校地IC校舎はなく，よく登った近

くの脱 ｪ 炭山も，住宅地 ｉＩＺｾ 発の結果として ， すっかり 山 容が変っている。しかし

I:J 校は大学 lζ 昇格し ，六 I-r il l総に移" 忌して立与の伴容を誇っているのは ，うれ

しい乙とである 。

伊藤は学生H寺代から明朗で親切 。や1I戸 IC在住するので，いつもクラス会の世

話役を引き受け ，文字とおり献身的な存在。

板野は役所 7 ンがぴったり 。学生時代，本音とともに尺八をやった思い出が

深い。

仲原は大阪T I 1 の役所 7 ンを永年勤めて前負 lζ 転じ，現: ( [ . 大末車Hで重きをな

している 。

i]'l:者豊田は学生H与代，病気をして 6 年かかって卒業した特異な存布。しかし

今は元気。京都市の技術教育/5般の指導行政をやっているが ，建築がわか って

いるので便利していると乙ろが多い。

今度のクラス会は建築協会の策内によって集まったのであるが. :J: ¥J 市の予定

で米られなかった者1( ，新11 組社長として阪神間にE きをなすす『井辰一. K 構

造研究所長として東京で設よ| 界 IC活践している必本明男がある乙とを付記して

おく。
一豊田記ー



400V級分岐式配電方式の合理化に・-

技術面、経済面をプラスし

用途に適した独自の設計グ

電源分岐室用

乾式昏古車窓

国最近 、建染物が高 j百化し 、大 型 化 す る と 共 lζ 単

位田; fll 当 りの電力使 用 量 が 増 大 し 、 従来の 100V

20 0 V 配庖が技術的にも 、 経済的にも妥当性がな

い事が実証されて以来 、そ の 打 開 策 と し て 関 係 各

方面のど研究により 、 400V 級 配 屯 が い よ い よ 完

全な実用化の段階に入ってまいりました。

・ しかし乍ら 、 コンセ ン ト回 路 及 び 各 種 照 明 等 l乙

単相 100 V 、 20 0 Vはどうしても必要でありますの

で、 4 0 0 V よ り降圧する変圧器が必要となります

. ζ h で当社は建築業者殿、 屯気工事業者般を始

め各ど需要家殿より広くど指導を仰ぎ極 k のfl で

ど満足いただける 三 和 H 麗 絶 縁 乾 式、 二之さ線変圧

器Ｈ一次 ム形 、 ＴＰＰ ｖ 級 、 二次 人 形 、 二次側屯正は ｫｾＪ

ｮ ， ｾ Ｑ Ｒ Ｑ＠ V 、105 V 同" 与使用可能) を開発いたしました

- 標準定格仕様

-二回韮1日亙l韮-ゴ」 B 種又はH研
ニ 相

は uO%

一一5次50，ム% l、O主又K  次V A人結線 (中t 1点引山形)

む 一次側
50% ・415 V ( mL・従来の製作例としては )  

線相60'Ys .460V ¥50%  420V， 60%  440Vが多い I

圧 二次側

問 - 2120 V一( 82) V  

間 ・(121) V - I 0 5 V

- 構造上の特長

Lイ) 並列迩転が出来るようインピー ダンス電圧をそろえ

ています。

わ) 泊設の場合熔{、J'i iii .fi 'i を少なくするためWTI : l : ねが可能

な設 J Iとしています。

付乙のため 5 K V Aと1 0 K V Aの 2 機種を i標準化 し、大

五E lミiWによる価格の合FJ l 化を計っ ております。

与) 必要IC応じて防長ゴムも取イ、j けられるよう特別な べ

ース を設け てお ります。

体) 並列巡転をした場合の変圧認の保護を考慮して 、ノ

ーヒ ューズ ・ブレ ーカーが取付けられる構造と して

おります。

お問合せは ・・ 大阪守口 局区 内・ 松下電器・変圧器事業部

北海辺特段泊三足所 T I:: L 札 帆 ( 24 )  9271  名 Ｗ 吋 ｊ ｾ 特機問業所 ・ Ｐ ・ ｔ ｉＺＺ ｌ 名古 尽 Ｈ 95) 品211

仙台特機日業所… 1' E L {I!f 台 ( 25)  8111 大阪特機自業所 . ... n: L 大| 以 ( 362) 5151 

東京特機営業所ー・T E L ｗ 京 Ｈ ＵｾＱ Ｉ <l 4S1 1.ぶ，1; -，; 特機自;業 所 ーT E L 広 島 ( 41)  511 1  

隙浜特機山被所 .. T E L 偵 r1': ( o8)  0743  山い41c'i 機営業所" 1 ' E し高 松 ( 2  )  1194  

ri "f l 附刊機山張所・T E L 両市 I判 ( 54)  1241 九州特機営業所 T E し 縮 問 ( 28)  3.131  

［［ｬ ｾＧζ 呈書室主 北 陸 特 機1蛍;業所一T E L 富 山 ( 2  ) 包561 北九州特機H H長所ー・I' E し小 倉 ( 53 )  5121  

・&. a . ｾｉＺＺＺ ｅ＠ 新潟特機出張所・・・T E L 新 潟 ( 5  )  0171  問} L川特倣山張所 . .T E L 熊 本 ( 4  )  1101  
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殺のＮＢ，Ｆ，Ｎｾｾド
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長可保

会支 制守 。〉 頁
3 6  施工部門

T  

側大林組大阪機械工締

工総長 依 田最近の施工用機械の紹介 潔

1. 高層 ビル用人貨エレベータ

(第 1 ，2 図〉

在来型の人貨エレベー タは建物の各床面 IC応じて出入

n がマッチしない協合は ，出入口と床面の踏板が傾斜 し

たり ，エ レベー ター柱の長さを特別寸法( 特問〉のもの

を巡るな との不使があった。 i此近小川製作所製のものは

/ι イiのポス 卜をjjl J他Hci t て任芯; の位; ，"，:1ζ 山人 11を設けう

るし 21交変iili モータ ーにより上，下 のj必L i t がケージ内の

ハン ドノレでflil l! ilζ 行われる。横浜ドリームラン ドホテル

エンパイア( J 也ヒ77. 7m) IC伎川された。

re l 図 在 来 製 m2凶 新 型

'，l!: j j}J 機 24/ 6 P組 数変換型 19 K W  

jJ::絡iili 皮 12. 5m/ 50111/ mi 日 ( 50ヰ.)

15m/60m/ mi  n  ( 60"¥.) 

ￆｽｾｪ ｬ 出向車 20人 または 1，51

∞
k g

:JH お 紅 白m

2. コンクリート床面粗 し機 (第 3 附)

コンクリ ー卜 床面の不純物を敏速に除去し似跡を作り

モルタノレの接

着を大 きくす

るため従来は

夕方. ネにより

手作業でハツ

ていたが，本

織を使川する

と人ノJ の 8 ｻｴｾ＠

程肢の能率を

第 3 図

直亙

挙げるといわれている。乙れはピス トンの先端Hζ タンガ

ロイのスパイタがついており ，圧総空気 ICよりハン 7 ー

リンクさせながら人力 iとより，本体を移動させる方式と

なっている 。パワー スイパー ( 真空掃除機) を併用する

と，g遅芥が除去されて好成績がえられる 。

n木ニュ ーマ製

剛性能|ピス トン数|吻 |空問量|空気[ 1: 同司同一量|

Ncs . g l  9  1 4，000 1  2.0 I  5k g  130
m
吋 ωk g I  

3.  スクリ ュウエキスカ ベー ター (知 4 凶)

狭い切tt 内においてベノレコン K 上1沙を ;1虫せる作業は，

主としてス コップをmい人力 によるため ，ベノレコンの ili

土能力より下ｾるのが通例 であ る。本機は狭い切ヨとの枠

卜あ るい は地 卜 ｾ［ｕＺ 恨のぷ ＩＱＧ の低い ｊ �ｪｬｾ ｲ などでよ ｬ 沙を ｬ 去

さ寄せ ， 乙れをベノレコン Ｑ ｣Ｚ ， ｉ Ｈｾ せる機械 で ある。み［機は内 Ｑ Ｑ

11 : 操作を多り IJ I ，、ている。 川 111有' Idlti K  S  1': - 15 八 1¥1

ｍ 大 ｪｾｬｩ￬Ｇｪ ｬｊ 能ノ ＧＩ 15m :3/ II!J' m:d: 2，140 k g  

移動 時 J tt ( 全長 3，630 ml11 ，全 111 1，435I11 m ， 

全日 2，360口1 m)

伎 地 圧 0. 3k g/ c m
2  

走行速度 0- 185111/ 11与

品lげ'jlJ スクリュウ 420φ x 1 mL  1旦|転数 l∞r p m 

ベノレコン 5∞111 x 3.  5 m L  スイング 左右手キ何度
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4. デ イ ゼ ル 逆 打 ハ ン マ ー (第 5 図)

第 5 図

杭打ハンマ ーでよく知

られているドイツのデル

マッグ会社製の製作によ

るデイゼJ レ式逆打ノ、ン マ

ーは， 左右 2 個の下向き

ピス トンを同時に爆発さ

せ，その上向の合力をも

ってアンビノレを叩きピス

トンロッドを経て鉄矢板

などを引抜く装置であ

り，上端のワイヤ ーを掛

ける部分には必ずスプリ

ング入りのハンガーを用

いるととが肝要である。

P - 14型

打怒エネ J レギー 0- 750kg- m 

打撃数100- 140/分 重畳 l ，8ookg

燃料消費量 4e/分

5. モ ノ レ ー ル式 コ ン ク リ ー ト カ ー 卜

(第 6 図)

¥荷

IXIT7Y-r.97-

[ _ _ j  [ _ _ j  7 D 1' -.よ 仰 に

; - - →咽コ4 図コ一一寸; ，h

l  J ヴ47ry 凡 チ ワ' 3; ; (吋，. : ! 亙M) ¥

王J ル- I V ｾＧ ，Ｎ＠ ， 1  

朴、y

第 6 図

木機は. 英国製で動力車とトレ ーラーの 2 制編成で 1

組となっている。床面 lζ 敷設されたモノレーノレ( 直線カ

ーブ両方) 上を動力により移動し ，モノレールの任意の

位置にス トッ パーを設けて置けば，自動的にその位置で

ス トッ プし ，コ ンクリートナベは手動により転倒させ，

ｾ車になればクラッチの切替により臼走して元の位置ま

92 

で1かえる装置となっている。ナ ベの容証は各々 0. 4 m
3
で

1

ある。

6. コ ン ク リ ー ト プ レ ー サ ー (第 7 図)

' j "t.竹-v'}iちm

第 7 図

前項のモノレー J レ式コンクリートカートでは，水平移

動のみ可能で，各階毎 IC移設する必要があるが，コンク

リートプレーサー を用いれば，垂直，水平打設も同時 IC

施工できる利点がある 。従来の欠点とされた打設後のパ

イプ内の掃除に多量の水を必要とする点は改良され，バ

ケツ 3杯ほどの水とスポンジとをエヤーとともにパイプ

内を通過させる ζ とにより ，掃除できるようになった。

呉造船所製

1  "寺間当り打投能力 5- 7. 5m
3

/ "寺 (20- 30パッチ)

最大輸送距離 1∞m(水平) +50m(丞直) ， 

250m ( 水平) +20m(垂直)

7. タ ワ ー ブ ー ム 自 動 旋 回 装 置 (第 8 図)

/  

A . J {上?( 方

B  Ｗ ｾ Ｔｾ 氏世ｻ冷

第 8 図

在来の コンクリ

ートエレベータタ

ワーに鉄ブームを

取付けた場合，旋

回作用は ヒゲトラ

により行なってい

たが，オゥームホ

イJ レを利用してブ

ームの板元lC市勤

続 回 装 置 を 取 付

け，有効旋回角度

は 270 皮であ る，

モーターウインチ

を使用すれば，捲

揚，起伏，旋回の

3 動作を押釦1 ( P.  B )  1ζ より可動しえる。建設現場の

コンクリー トタワーに設置すれば，経使デリックとして

.  



り噴出させる構造となり， O WS 工法のガイド孔掘削な

どに利用されている。

高周 ピJ レ工事用

ウインチは建方が

高 く な る につれ

て，ワイヤスピ ー

ドを上昇させなけ

れば能率を挙け‘ る

乙とカまできない 。

極数変換モー タを

用いても変速でき

るが，変速が階段

的である。最近試

作された変速油圧

ウインチの構造の概要は次のとおりである。

(1)  モーターとオイルポンプをカップリングにより f占

合しポンプより吐出容れるオイルをオイ J レモータ ー①に

送りウインチのドラム③を回転させる。

(2) 油圧はリリ ーフパルプ④により所定の圧力( 高

圧，低圧) IC調節し ，スローコントロールパルプの操作

によりドラムの回転数をステップレスに変更し得る し，

コントローノレパノレフ' ⑤の働きによりドラムの逆転をなし

得る構造となっている。 小} II 製作所製

西部電気製

捲溺能力 2. 5 t  最大ブーム長さ 18 m 

最大作業半径 18 m (ブーム角度30Jt 時〕

モータ l. l K W 旋回速度 0.4r pm 

便利である。

変 速油 圧 ウ イ ン チ (第10図)

率@

(j) -E - 7一

｀オイル ［ｴ［・ ｾＷ ・
② 才イ叶 - 1-

⑥ '1'1つJ 内7"'

(j) コシトロサレ ""''"7''

@ウイ〉 千円ム

⑦ プ ド 奇

ポ ー リ ン グ マ シ ン (第 9 図〉

第 10 図

; 段大 ロープ速度ー…・・ 14 0 M/分 ( l. 5  t  時)

最大 ロープ張力 - ・.2. 5 t  (80m/分時)

m動機出力… ...55K W 4  P  50/600"， 2∞/220V 

油圧モ ーター…・・ ・最高圧力 140kg/ c m尺 回転数 ｏ ｾ

70r pm 

日

第 11 図

f

ι比

k

l

r

|

申

足

下

直

在

市内現場では既製杭や H 鋼を打込む場合，騒首ーならび

に振動防止のため，始めからデイゼノレハンマーなどで打

込まずに ，まず下孔を先細りし ，大部分をその孔に立込

んだ後. 若干根入りだけ打込むケースが縫えてきている

ようである。

在来のオ ーガーマシンで深孔を掘る場合は，櫓の上背

の高いものを必要とし，硬い地盤を削掘する乙とは極め

て困難であったが，手IJ 根ボーリングマシンはコンパクト

で油圧で・押込むため，孔径 5∞φ X 30mまで燭削可能で

あり ，N値も 150 位までの地盤も掘削できる 。

利根T H S 型

第 9 図

ＳＰＰｾＵ ∞＠ 150- 2∞ l∞以下

20- 30 Ｕｏ ｾ ＷＰ＠ Ｑ ∞ ｾＱ Ｕ Ｐ＠

能力 ・孔径 ( m m)

深度 ( m)

スピンドノレは中空式で内径約8 0 mmで，その内 IC仰削

用ロッドが入りチャックで締付けて回転し ，スピン ドノレ

は油圧によりロツドを下向させ， 1回のス トロークは50

c mであるから ，50cm毎にロッドを摘み直す必裂があ

る。

( 以上)
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O A......Oより高速に向 b、倦上

BC. . ' ・減速しつつ停止

CD. . .... Oより高速に向い倦下

DE. . .  減速しつつ停止

ロッド( パイプ) の l 本の長さは 3 mであり ，ジョイ

ン卜はテーパーネジになり ，グラウ トポンプを利用して

ベン卜ナイト水溶液をロッドの上端からピッ卜の先端iよ



新 み し い 技能 エ ジ サー ズ

第 5 回

シ ポ レ ッ ク ス 工

徳 元 俊 和 氏

Ｈ 五船ポレ γ クス工 Ｇｬｩｾ 式会社
尼 崎 市 川 竹 削J 1  -J 日25)

シポレックスの日本における歴史

はまだ新しい。スエ ーデン のシポレ

ックスメーカ ーとの技術導入契約に

もとづいて日本で生産が開始された

のが昭和38年 7 月だから今年で丸 2

年である。歴史が浅い割には比較的

多く使われているようだが，まだま

だシポレックスと言ってもそれほど

ポピュラーな名前でもないので，技

能工の紹介lζ 入る 前 lζ 簡単にアウト

ラインをパンフレッ トから 拾 ってみ

よう。

< シポレックスはプ レキャ ス トポf

EJ: 気泡コンクリー卜製品である 。主

原料のセメン トと 砧砂K アノレミ粉末

を加えて発泡させ，特殊切断機でrrr

変 J rl ( ζ 切断したうえ ， ￯ｾｾｩ ＡｦｩＧｴ両日 Ｚｪｴ

以養生をお乙ない ，告通 コンクリ ー

卜とは全く災なる砧酸石灰の結1日締

結としたもので，長さ 6 m ( ζ およぶ

大型鉄筋入り l仮材やブロックであ

る。燃えない， 軽い， 熱を通さな

い，精度が高い ，加工ができ るなど，

シポレックスは建築物の軽量高周

化，不燃化とと もに建築生産工業化

の課題をも一挙に解決する本格的な

行われている 。シポレック ス版の取 大正 5 年生まれの48才であ る。シポ

付，組立てが主であるが，まづ現場 レックスの使用開始以来，その施工

lζ 嫌入 3 れたシポ レッ クス版をウィ と取り組んで未聞の施工技術をいろ

ンチで吊上げ，特殊なカー 卜を使つ いろ工夫してきた人で，いわば，シ

て所定の位置へほ一つI j " ，建込みを行 ポレックス技能工の草分けて。ある 。

ない ，tl :， ｾ ，舟 屋なとへ 止 めアン ずっと柄芥工務底 lζ 勤務し . 職長を

グノレを ｩｾ［ ｊＷｊＡ し ， も ｉ ｌ｜ しを行ない ， 目 つとめていたが，シポレックスが愉

地つめ ，左官仕上または吹イ、l けを行 入され，始めて使用されたときに ，

って{ 上七げ るというのが大体のて' j ( 乙れにタッチしたのが縁で，以来乙

内管である。 の分野lζ 入った 。

だからシポレックス工とは ， ζ れ

らの作業，すなわち ，? r " 大工，NI-

按，左官 lζ 属する事の一部分を一貫

して一人でで きる 職人という乙とに

なる。シポレックス工をスポーツ選

手にたとえれば，さしずめ体操選手

といったととろである 。徒手，金持，

平行線，鞍馬，吊環とい った各種目

を一人でとなして一人前の体操選手

であるのと同じように ，議，大工，

左官，熔接の一部を平均して，確実

lζ ，迅速に ζ なしてはじめて一人前

のシポレックス工といえる 。

ζ のようなシポレツクス工ができ

てきたのは ，ごく最近の ζ とで最初

は，活，大工，左官，熔接工といっ

た職人がそれそ‘れ工程lこしたがって

仕恒を仕上け町てゆくというかたちで

施工が行われてきた。乙ういう形で

は，シポレックスのメリットのーっ

として数えられている施工の迅述性

がややともすると聞のびする乙とに

なる。大工事であれば比較的その不

利はまぬがれるとしても ，小工事で

は工期の延びとともに人件1' 1を含め

た経質の地大はさけ難い。乙のよう

な乙とか ら，シ ポレックス工の養成

の必要がお ζ り，また工事がそれほ

ど熟練を姿し ない乙と もあって比較

大型水平速綴l!i ICてシポレックス展線復取付。

( シポレッデス販売K K縫供)

新しい材料を乙なし て建築工事の

巾lζ うまくのせてゆくには ，やはり

並々ならぬ努力とたゆまぬ研究が必

要である 。シポレック スには ，まだ

その施工技術の商で開発してゆかね

ばならない点が残されている 。例え

ば壁面 ｬζ サッシが入る ｊｾ 合のおさめ

方など，今後のシポレックスの発展

を期待すれば，ぜひうまく解決した

い点であろう。

このような而からいっても徳元さ

んのような人たちの経験と研究心が

生かされねばならないだろう。

建設産業の合理化，プレファブ化

が進んでくれば，建築工事もより単

純な作業の積重ねによってなされる

であろう 。いわゆる ，名人気質の職

人は必要がなくなり ，乙乙で述べた

ような性格の技能工が多くなってゆ

くのは当然の流れである。

プレファブ構造郎材である 。云 々 > 的たやすく養成できたといえる。ち

とある 。 なみに ，シポレツクス工の前身は鳶， 徳元さんの主なi I 事 。

シポレックス版やブロックは工場 大工，ft 宮，妹接工，手伝し、などで 新阪急ホテル IHJ 仕切ぽ

で生ｩＧｾされ，現場 Ｈｃ 運び込まれて組 ある 。

北浜ピル 盛 ，階段位り

立てられる 。主として屋根，床，控， 徳元さんは ，乙 のようなシポレツ

天王寺ポ ーリングセンタ一 段

rl¥HI: 切なとl c 伎われているが現花， クスての育ての親である 。現花. 殺

現以阪入，車lげよl l H] まで一 切ぷ任で ノf ともいえる立場で活慨している 。 (薮内幸雄 記)
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北 京 科 学 シ ン ポ ジ ウ ム 参 加 の た め 訪中 して 9

南京と杭州の ある 人民公社

松 井 I出 光
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‘ ｻ将 ｾｩｾ では ， まるで三日間の初イ Ｇ｛ＱＱ Ｑ に • 11
1
111陵 . 1!!¥ゴt殿，

jJfi 長与ーなどの i立跡をおとずれ， 人民公社， セメント」二

J必. 1十J京_ [ 学院を見学したり ，玄武INJのほとりを散策し

たりした。夜 ｉｃ は，特別に ｩ ｩｉ Ｎｾ｜ｾＧ ￰ 歌舞同」による ｾｬｾ ｬｉ ｮ

とyni りを観劇させてもらって . I1
1凶の iE術文化方針たる

「百花斉放，推隙 Il¥$i J  ( 占い文化のなかから 消桜的なものを抗

てて税制的な新らしいものをひきだす) の; 立気を nのあたりみた

り，司会の女性の声のきれいなのにほれたり . i tk馬加

鞭未下絞」が ｾｾｉｉ 日されてでてきたのに的いたりしたもの

である。また ，かつて日本軍が南京市民を大虐殺して鈴

子江になげ乙んだ司令を知って，セメン 卜工場をおとずれ

たとき ，はるかに見える協子江
lζ 向って黙とうを捧げた

り，記録的な暑さに全く閉口したりして，思い出多い南

京の三日間であったが，乙乙では. i南京市十月人民公

社J にふれてみたい。

.... 南京ホテノレから市で l 時間あまりであろうか，郊外の

「南京市十月人民公社J
Iζ 着いて，学さんという 人民公

社長の案内で，乙の人民公社の発展ぶりについて話をさ

きながら ，各施設を見学させてもらった 。

乙の i l f . i 京市十)J 人民公社」は 19 5 8年 8 刀，三つの高

級介作社 u出村協同組合〉を合併して成立した 。乙の 19

5 8
年は ，人民公社が各地で一斉にできた年である。人口

ｬ 万余 ， 出家数約 Ｒ Ｎ Ｕ ∞数 ， 耕地面品ｾ 1万余ムー。現在

公社のもとに七つの生産大隊があり，その下
l ζ89のとiミ院

小隊 を のす る三紋 ｾｬｪｬ ｊ か ら成りたち Ｎ i&; t. :所有111位は生m

小隊である 。公社の人民代表省大会で，社長，副社長が

i 2! i ばれi: i ・理委員 ( 19名) も選ばれる。乙れらはまた村の

代* - でもある。行政機関として，管理委員会があって，

生産を指導したり， 12民のいろいろの問題をi l l : 話し ，生

産，流通，販売のすべての問題をあつかっている。

4 いうまでもなく ，人民公社は ，中国の社会主義国家の

山村における基礎組織であり， J2業の経済単位組織であ

る。¥) 品業を基礎として工業をおき手」とする中国の現

段階の n力更生政策のなかで，中国経済の総合的な発展

の上で，人民公社はE 芸な役割を果している。 19 6 0年頃

の大災害にうちかち • 1] ミ産i l l : をi Qjめ，乙んにちの発展を

みたものである。

‘ 生産自の数置もきいたが，それは略するとして，乙乙

の人民公社の特徴といえば，多角経常である 。セメント

工期をつくって，ダムill 設，水利建設，家屋建設に ，乙

の rl ) J ! f l 伎のセメントを利用している 。き けば. 1袋5 0

kg  、円りの1!:'P(lj 1. {11日は . 111; たのセメン卜 L J gより初出iだ

が，輸送貨がいらないので. ずっ と安いとい う。すでに

8 つのダムをつくり ，かんがい機械とダムの調節によっ

て耕作地の ＴＵ ｾ ぢの水利問題を解決したという。乙のほか

ガラスびん工場もあり ，また股民の生産器具の製造なら

びに修ｊＡｉｩのための小規模な ｉｾ ｩＪ具工場を経営している。

ζ のような工場は ，①人民公社の社員
lζ 服務する . Ci 他

の人民公社の応援. ①j良野o切には工jLi を一部あるいは全

日日閉鎖して，ti 閃j切に工
j羽生i 1J ' A5Iる ，の三つの原則のも

とに巡: 符されている 。工助の労働者は中学卒業後，技術

を南京市内の工Jb ' ; で習ってきたという。

4 教nにも熱心で，普通
rjl 学と j足業中学があり ，全部で

9∞%の乍伎をイJ する。小学校 12校，小学生 1. 700名。小

学校 lζ は幼稚園が付属していて，園児が私たちのために

踊ってくれたりした。小学校長も歓迎してくれたが，
;('f 

い3 0
代のようだった。文化保健福でも，映画館，劇場が

あり ，また病院 ( 70 べ
γ ト) と 4 つの保健所を設けてい

る。団体緋 ｪ 也のほかに ， 全体の Ｕｾ ぢ Ｍ ＷＥ の自由地があ

り，臼分の食糧をそ
ζ で解決している 。乙の人民公社は

南京では . rl' 級の規模の人民公社だという乙とである。

‘ 美しい凶湖

をもっ杭州 lζ

滞在したある

日，お茶の人

民公社へ案内

された。¥抗

州内湖人民公
南京市十月人民公社の鹿器具加工修理工場

社説芸品 ｾｾｦｬ ｬ 生産大隊」という看板がでていたが ， 西湖

人民公社の24個の生産大隊のうちのひとつで= ある 。成さ

ん ( 32才) という隊長から話をきいたが，なかなか活発

な人であった。人口 1. 2∞人で，労働力は従沿人ぐらいで

ある。乙乙の特徴は ，もちろん茶の生産で，解放前の茶

の生産高は 30
キロケ、ーに対し. 19 58年の人民公社のでき

たときは . 9 8
キロ /ムーになり . 196 3年には 12 5

キロ /ムーに

おまったという ( 4 キロの生茶で l キロの茶ができる由〉。

社員の収入も . 150
円

J 戸( 解放前) I C対し 7 1 2
円/戸

( 1958

年) .  91 9
円/戸

( 196 3年) となった。乙の収入はもちろ

ん ， 民業税 ｈ ぢ ， 生産 ｾ ＲＰ ＹＶ Ｎ 積立金 ＲＱ ＹＶ とを除いたあ

との実質の収入 で あ る 。 ( Ｑ ムー ｾ ＶＮＶＶＷ Ｗ 一川

4 教育面でも ， 乙の生産大隊が自力で小学校を建設し

た。 8 人の先生がいるが，先生の月給は大隊から支給し

ている 。業余学校も組織し ，J2閑期に勉強するという。

茶つみは . 1年 lζ 春 . U . 秋の三つの季節K つむ乙とが

できる。¥三日早くつめば宝だが，三日おくれば草とな

るJ といわれるように ，つむl時期が大切であり ， 乙の三

季の聞に30
万回つむという。茶つみ技術も上達し ，沈11原

照という人が「両手つみ」の方法をあみ出した。いまで

は 10 0 人ほど「両手つみJ の技術をもっ人がいるとい

う。若い茶つみ娘の両手つみ作業をみたが，なかなかな

れたものだった。
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日 本 建 築 協 会 月 間 の 動 き (6 月分)

| 通 常 総 会 1

29日 3 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑 会 長 外 11名

議 事 (1) 昭和39年度事業報告承認の件

(2) 昭和39年度収支決算承認の件

(3) 昭和40年度収支予算承認の件

定 時 評 議 員 会 1

29日 3 時- 3 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 評 議 員 五十嵐，小林正副議長外 7 名

委任状61名 計70名

理 事 東 畑 会 長 外 4 理事

議 事 (1) 昭和39年度事業報告承認の件

(2) 昭和39年度収支決算報告承認の件

(3) 常務理事就任承認の件

| 理 事 会 |

10日 4 時- 5 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 東 畑，竹中正副会長外 15理事

議 事 (1) 通常総会開催の件

(2) 定時評議員会開催の件

(3) :事務局職員上期貸与支給の件

(4) 和歌 山支部昭和39年度収支決算書並 lζ 昭和40

年度収支予算承認の件

(5) オランダ建築視察団来阪に際して協力方の件

(6) 第 11 回工高生デザイン コンク ーノレ募集の件

(7 ) 第 2 回現場主任講習会開催の件

(8) 現場中堅技術者講習会開催の件

(9) 会館の漏水補修工事の件

UO) 日本建築総合試験所に会議室貸与の件

Ul) i教育委員追加委嘱の件

U2) 入退会者承認の件

日 報告事項

会館基金寄付金受入れの件その他

主計理事会

10日 51時半 - 6 1侍 於 会 館 集 会 室

出席者村石主計理事主幹外 1主計ra事

事務局職員上期賞与査定

法 規 委 員 会 |

23日 午後 3 時半- 5時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 佐 野 委 員 長 外12委員

議 事 (1) 士法改正についての建築協会法規委員会とし

ての窓見交換

(2) 在阪の建築団体との合同委員会開催について

(3) 報告事項その他

| 編 集 委 員 会 |

小委員会 ( 青年建築家選考委員会〕

/ 1  ( 作品作風小委員会)

1 日 51侍- 8 1侍 於 会 館 会 議 室

出 席 者 片 山 委 員 長外 6 委員

委 員 会

11 日 4 時- 7時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 伊 東 委 員 外 5 委員

議 事 (1) 経過報告

(イ) 6月号社会開発特集経過報告

(ロ) 7 月 号 第12回青年建築家特集報告

例 8 月号 施工特集報告

(2) 建物と音特集幹事会の件

(3) その他

幹 事 会

15日 21侍- 5 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 前 川 幹 事 外 4 委員

議 事 建 物 と 音 特 集 企 画 に つ いて

事 業 委 員 会 |

委 員 会

9 日 5 時- 71時 於 大 和 屋

出 席 者 増 井 委 員 長 外21委員

議 事 (1) 各小委員会の事業について

(2) 7月- 8 月の事業企画について

7

11

口! グ勺φ耐水塗料/

ず 67U弓3 UL

安;ス72γ て
12: .
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各種説明小委員会

11 日 5 時半 - 8 1侍 於 会 館 会 議 室

出 席 者 藤 沢 主 査外 5 名

議 事 (1) 第 2 回以降の説明会企画について

(2) 第 l 図説明会実施について

教 育 委 員 会 |

委 員 会

3 日 5 時半- 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 岩 下 委 員 長，原田副委員長外 9名

議 事 (1) 第 11 回工高生デザインコンク ールについて

(2) 現場実習指導要領について

(3) 現場主任講習会の企画について

(4) 現場中堅技術者講習会の企画について

(5) ;本年度企画の新しい事業について

小委員会

建築基礎工法と実例編集打合せ会

12日 正午- 3時 於 会 館 会 議 室

出席者 山肩委員長外 5 委員

議 事 建 築 蕊 礎 工 法 と実例図書企画につい て

構造部会

16日 5 時半- 7 時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 野 中 部 会 長外 6 委員

議 事 (1) 特殊構造実例集の内容について

(2) 小冊子のシリ ーズ出版について

鉄骨精進計算と実務編集委員会

17日 5 時半- 8 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 鴛 尾 委 員 長 外 9 委員

議 事 図 書 内 容 に つ いて

設備原論部会

22日 5 時半- 7時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 伊 藤 部 会 長 外 6 委員

14日 5 時半- 7 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 岩 下 委 員 長，谷口幹事外 3 名

議 事 (1) 現場主任講習会について

議 事 (1) 設備技術者のための建築図書の企画について

(2) 小冊子、ンリ ーズ図書の企画につい て

(2) 現場中堅技術者講習会について

出 版 委 員 会 |

設備原論部会

1 日 5 時半- 7時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 伊 藤 部 会 長 外 4 委員

議 事 (1) 建築技術者のための設備 3部図書について

(2) 設備技術者のための建築図舎について

(3) 部会企画の小冊子シリーズ図書について

鉄骨構造計算と実例図書編集委員会

3 日 11時半- 3 1時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 鷲 尾 委 員 長 外 4 委員

議 事 (1) 図書の内容について

(2) 編集委員会の構成について

委 員 会

10日 5 1時半- 71時 於 会 館 会 議 室

出府; 者 団中 ，i出，伊藤，野中正副委員長外 9名

議 事 (1) ，各部会の出版企画図替について

(2) 新鉄骨計算と実例編集打合会について

(3) 小冊子のシ リー ス.出版企画について

住 宅 展 委 員会 |

委 員 会

2 日 5 1時半- 8 1時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 海 上 委 員 長 外20委員

議 事 (1) 住宅展委員会発足の件

(2) 住宅展覧会の件

308 6 時- 8 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 海 上 委 員 長 外 委27員

議 事 (1) 住宅展よろず相談 コー ナーに関する件

(2) 住宅展準備の件

(3) 都市 ・住宅研修会開催の件

小委員会

1 日 6 時- 8 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 星 野 副 委 員 長 外 3委員

4 日 6 時- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 野 々 村 副 委 員 長 外 9 委員

8 日 6 時- 9 時 於 会 館 会 議 室

出席者 山本委員外 4 名

10日 5 時半- 9 時 半 於 会 館 集 会 室

出 席 者 中 問 委 員外 2 委員

タ|モ 特 号，/" 11，俣 式 I ! 言支 ZL

/ 防火シャγ 9 - 全般 I ; る元主

小 俣 シ ャ ッ タ ー 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 l吉

大 阪 市 北 区 若 松 町 30 電 話 (341 ) 9  0  0  4 .  9  0  1  6.  4  8  2  5  

本 社 東 京 都 北 区 田 端 田T 事 務 所 及 本 工 場 埼 玉 県 与 野 市
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16日 5 時半- 7時半 於会館会議室

出席者 奥山，下山両委員

17日 211寺半- 51時 於 会 館 会 議 室

出席者 野々村副委員長外 2 委員

打 合 会

14日 31時- 6 1時 於 阪 神 7 階特別室

出 席 者 協 会 側 海 上 委 員 長 外 5 名

出席業者 43社

惣 談 会

22日 61時半- 8 時 半 於 大 成 閣

出 席 者 協 会 側 海 上 委 員 長 外 7名

阪神側 貝 田 課長外 3名

建 材 委 員 会 |

委 員 会

25日 3 時- 5 1時 於 会 館 集 会 宝

111席 者 協 会 側 政 岡 委 員長外 6 委11

業者側 ｈ 本添加剤外 Ｓｾ Ｎｸ

講 習 会 |

現場実務講習会

第12回 6 月14，15， 17， 18， 19， 2111 の 61 1

!日j

第13回 6 月25， 26， 28， 29， 30， 7 月 1 日の

6 日間

各日午i I IJ 9  11年~午後 日l年

会場大阪科学技術センター 4 1料

聴; 持者第 12同 1861';

ｾｲ［＠ 13ITII  192れ

14白 25口 組築工事の1'1工から竣工までの業務総; 命

( 契約，支払などの事務手続を含む)

大阪府営繕 ｦｾ rrg- 透氏

14日 25 iJ 材料の検収とその管理

/l)'J 池 組 近 藤 史 郎 氏

14日 25口 現 It]・K 関する諸法規とその手続

大成建設支庖鈴木安太郎氏

14日 25日 労務管理と安全管理

鹿 島 建 設 支 庖 序 回 成言|氏

15日 26日 仮設物と仮設材料

松 村 組 伊 藤 俊 夫 氏

15日 26日 施 工 計 図i

大成建設支! 吉松岡! 被六氏

杭

株式会社 武 智 工 務 所

取締役会長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 ノl l (弁池筋) 旭洋 ピノレ 3 階

f包括 (202) 3233 ・3234

98 

15日 17日

26日 28日 土工事，基礎工事，排水工事

間 組 支 庖 渡 辺 男氏

17日 28日 地 下 工 法

竹 中 工 務 応 近 藤 幸 雄 氏

2187日日 2189日日 鉄筋コンクリ ー卜 工事，鉄骨工事

清水建設支応安井 ｦｵｾｾ 氏

18日 29日 積雪ｾ ， 木工事 ， 屋根工事 ， 金属工事 ， 雑

工事

鹿 島 建 設 支 応 高 精 裕 氏

18円 19日

29日 30 白 石工事，タイノレ工:J 一人ブロック 工・J(

藤木工務} ; 可欠即位作氏

19日 30日 防水工事，左官て 'Jf ，塗装工事

21円

2111 

2111 

見

銭 1円"J  組 武d主必71氏

7 月 l r1 工事機械と工{ ，l f 只tti

大 十字 車H {次 1'1 淑I巳

7  )J 1  11 現 j訪問χl

大 ，n  *Il '，'(川 1; ，:j;J夫氏

7  ) J  1  11 設{1m1必・j(

竹 '1' 仁務 }，I; ぷ 川 長f 氏

寸戸Aι， 
コ.6玄h  

堺市民会館見学会

設計堺市営総課 ， 大阪ｾ築事務所

施工大成建設株式会社

9 日 211.f 半- 511年

参加者 421ミ

大 和 屋見学 会 Ｈ， ｊｾ ［ｲｾ委日会を兼ねてＩ

ぷ ｾｉ ・ ｾＮ谷Ｎｩｬｬ築設計事務所

施 工 株 式 会 社 大 林 組i

9 日 411与- 511!j

参加者 27名

新建材見学会

(1) 旭化工板製造株式会社鈴鹿工以

(2) 呉羽紡結株式会社鈴鹿工場

(3) 長島視泉

12日 911寺- 1911与

参加者 9 1'， 

大阪明治生命館見学会

i没，: 1 施工株式会社竹rl l工務j占

23日 3 時- 511!j

参加青 121名

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111
111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

111111111  

編 集 後 記 雌 協 会 の 会nm似 吋いって施工畑の人が多いので，

そういう 人たちに役立つような金闘をという E とで， r施工特民J を号

えてみたものである。現滋の芯いよ ff がいまー落知りたいと思う「施工上

の:n手続J をとくにとりだした。つぎに「施に トピッ 7 ス」で 4 点ばかり

紹介した。足後 IC， r特許工法J の一覧表をのせたが，[ . の種のものの一

覧は，いままでなかうたもので， 多少の{ 面航はあるものと思っている 。

企画にど協力いただいた幹事は， 井上司郎( 松村総) ，大技舜ニ( 銭高

級) ， 三木敏男( 奥村組) ， }f 口幸彦( 大林組) ， 公11 猛 WI 水池設)

の各氏で， } 事くお礼申しあげる。

次号はf l . I l 物管理特集」の予定。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111' ・1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111



屋根浪板

谷 樋 に "

フカ

キ土

庖

本

支

ヌカイライト・ベンチレーター

ヌチー JL，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ' Yター・オペレーター

田中式

何回中工業株式会事t大阪出張所

大 阪出 積 所 兵庫県尼附T l i r判 竹 谷 町 2 - 8 9  T  E  L 大 阪 (411渇341 (代 表 ) (411) 6342 

本 社 東 京 第一 工 場 東 京 師 盛 田 区 飾 品 町 1 - U T E L  東 京 (623) 代 表0106 - 01 08.  (622 )0790 

東 京 第二 工 場 東 京 都.園 田 区苔 蝿 町 東 4 - 122 T  E  L  東 京 (611 ) 2118 - 9  

小 倉 工 場 福 岡 県 小 倉 市 青 雌 t の 7，137 T  E  L 小 倉 ( 52) 2833 .  2834 

川 崎 工 場 神 奈 川 県 川 崎 市 班 担 問 3 - 43 T  E  L  川 崎 ② 75 9 4 - 5

札 幌 出 鋼 所 北 海 道 札 帆 市 北 太 通 東 4 T 口 4 T E L 札 帆 ③ 6762 ・ 0515

雌 悶寸E 国 防 省 手 県 盛 岡 市 木 伏49 ・東北正! s l l : ( 嶋 ) T  E  L 型車問 ② 7642

名 古 恩 代3里町 愛 知 品 名 古 鹿 市 両 区 俗 本 町 3 08 T  E  L 名 古 思 ( 57) 7641  

米 子 代 3里 町 凪 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 官 T E L 米 干 @ 4683 

e  

信 用 あ る 技 術 と 伝 統 の

L 套歪欠偏商庖

99 

ＷＱＷＷＱｾ ト

z  
専 業 大 鹿

大

阪

市

北

区

真

砂

町

五

番

地

電

路

大

阪

(

三

国

一

)

ニ

O

七

1

八

・

四

八

三

六

J

七



一 一 一 特 命 又 は 指 名 の 場 合 lよ本 欄 を ご 利 用 の 程 お 願 い 致 し ま す 一 一

. : SSSJJJ. 空 気 綱 装 置 、 各 州 冷 凍 機

『 - F 設 計 ・製 作 ・ 』 車 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖品主4

-← 

暖 ・冷 房 ・空気温湿度調整装置

工

童書1

施計

fi!!! 

設

高回
大阪市 北区 Ｚ ｩｾＺ ，ｾ＠ l:兵 通 1 - 2  5  ( 新大ビル)

it: ，i，fj 大 阪 ( 341) 8  3  5  6  

東京都中央区日本防本石田T4- 2( 三井第 七百IJ 館)

点 京 ・ 名 古 屋 ｾｐ ，＠ ｾｬｾ 所九 州

埼 玉 県 北 足 立 郡 ・ 東 京 都 足 立 区

社

応

州

場

本

支

て

東京都千代田区神田駿河台 4 丁目 2 番 地

大阪市北区梅田 8 番地( 新阪急ピル 8 階)

電 話 大 阪 (312) 4  5  2  1  ( 代表)

本 社

太阪支庖

電気 . Bi 冷房

水道 ・衛 生 設 計施 工

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

(lI l f J:名 株式会社) < 阪1江主'(i 町 会 大 阪 蛾M商会)

取締役社長 菅 谷 三 郎

設 計 施 工

去 を 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

大阪市西区江戸堀 1- 60 ¥屯話 (441)8231 大代

東 京 ・ 名 古 屋 福 岡

京 初 ・神 戸 ・岡 山 ・ 高 松 広 山 ・ 熊 本

札 帆 !J IJ f. ・新 潟 . 7;¥" 山 ー金 沢 . ffi¥-)+ 

本 宿

支 l苫

出必所

平

l大 阪 市 引 刊j北 一 仁

京都市東山区大和大路正面上 Jルレ電話京都56局4ω94必5 (f代苛表)

神戸市生回区下山手通六/ 一. 電話キ神申戸34局 5 8  9  2  

庸口城取締役社長

大

キL

暖冷房 ・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ル 6 階 6 7  6 区

電 話 東 京 (201) 3761 ・3762 ・3763 ・3764

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 大 同 ピ ル 714号

電 話 大 阪 (443) 3  3  6  1  - 5  

札幌市北四条西16丁目 l 番地 高田屋ビ‘ J レ二階

電 話 札 幌 ② 0 0 10 ・0 9 5 6 ③ 4 6 6 1

名古屋市中区南大海通一丁目千代田ヒ I レ522号

電 話 中 局 ⑫ 1 7  6  6 ⑫ 3  0  4  2  

創 業

大正二年

株 式 謹 =

会 社 廊1

東 京 庖

庖

幌 腐

阪

水道 ・衛生・暖冷房・其他管工事

設 計 並 旋 工

( 1日斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 (443) 5  0  4  1  - 5 番

庖 東京都中央区新冨岡T 3 丁目 5 番地( 菊栄ビル)

電 話 ( 551) 7 4 5 0 - 9 番

札。見市南十条西十三丁目九六四 電 話 札 銚@ 2 9  5  9  

金 沢 市 高 間l 町 三 五 電 ｊｾ 金沢｀ 2  0 7 4  

福 井 市 城 之 橋 下 町 一 O 電 話 福 井 (g) 2  4  3  6  

高 松 市 二 番 T 九 電 話 高 松 (2) 5 1 9 5

岡山市大供松ノホ三 八O ノー 電 話 岡 山 ぬ 5 4  8  6  

本

札幌営業所

金沢首畢所

福井出強所

高松出張所

岡山出張所

名 古 屋 庖

社

t . .  

zス式株業工賀須ｾ＠ 環 境 衛 生 施設

1 =、荷 役 運 搬 機 械

7 ーーーー可「 化 学 鉱山 機 械

雲 華 大 阪 支 庖

冷 暖 房

電 気

厨 房

三 機 工 業
衛 生 設 備空 気 調 和

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番 地 電鮪大阪 ( 202) 代表3071

本 庖東京都千代田区有曜町 l T 目10番 地

支 1苫 出 張 所 名 古 屋 、 稲 岡 、 札 幌 、 広 島 、 仙 台 、

'1: 5山 、 金 沢 、 静 岡 、 高 松、

鶴 見 、相 模、六郷、高槻、中 山 、古賀

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 14 電 話 441- 5171

支 庄 一 東 京 ・大阪・名古屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

空気調和装置・塗装設備

設 計 施 工

建 材 社

大 阪 支 庄

大 阪 市 北 区 中 ノ 助二丁目 ( 新朝 日ピル 5 附 )

電 話 大 阪 ⑫ 3 7  2  1  ( 代)

東京都中央区鮎! 1 m: 西 6 丁目 3

{羽j 臼 ビ J レ 8 ｾ皆Ｉ

名 古 屋 市 中 区 菅 原 町 2 T 目

( センターピル)

北 陸

高‘

念品ヨニ

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

株式

会社

22 西原衛生工業所大阪庖

本社及東京支 1苫

.CJ， 広

所

所

園陸

絡

営

、週E

' 11鉱大阪⑩ 3531"

001 

大阪市大淀区中津南通 4 丁目 11
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空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 (341) 代 表 7 0  3  1  

東京都千代田区神田小川町 2 丁目 1 桧ヒ'ル (292)代表 7751

福 岡市 大名 1 丁目 8 番 12号 (76 )代 表 3795

出 張 所 名 古屋市中区新栄町 2 丁目 1 (95)  6  3  3  1  

福井市西宝永町 2 丁 目 1 1 3 ( 2) 1 5 9 6  

松 江 市 東 本 町 4 丁 目 147 ( 2)  5  0  9  8  

広島市紙屋町 1 丁 目2 番22号 (21) 代 表4535

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・潰 境 衛 生 施 設

設 計 施 工 株式会社

社

庄

本

支
社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l 丁目 62 電 信 ( 443) 代表 8161- 9  

出 張 所 東 京都北区上十条 1 丁目 10 ｾ＠ It (911)  3  9  4  1  

名古島市中村区牧野町 l 町 6 電 話 (54) 0  9  6  6  

神戸市生日l区北長狭通 7 丁目 l 町 l 電話 (34) 1778 . 4386 

広 山 市 袋 町 6 1ft 4 号 電 結 (21) 7  5  7  5 ・7 5 8 8

A

Q

一

A
式業 株エ田山

生

置

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛

湿 度 調 整 装

設 計 施 工

緩

: 目

業 社

電話C! l 2)2271- 9  (代)

東京都港区芝浜必町2- 7 電 (434)6171(大代置)

北海道 ・ 仙 台 ・名古屋 ・広島 ・福岡

工

株 式

会 社

大阪市東淀川区1川島町 357

日朝φ  

ゐ

宮
株式会社

広

本

支

東京支社

支 庖

神戸出強所

仙台出強所

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

¥( 代表) 0977

大 阪 i li 北 区 富 田 町 30 電 話大阪 ⑩ i 0978~9・0970

本 社 東 京都 千代田区丸 / 内3- 2( 新東京ビル)

電 話 (211) 85 11 ・856 1 (代 )

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

屯 話 7 3  3  2  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ① 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

市

京 都 市 中 京 区 両替 町 通 リ姉小路上J レ

電 話 @ ( 代表 )7975 ・( 夜間専用 ) 5532

大 阪 市 北 区天満橋筋 Ｑ Ｍ ＳＷ Ｈ Ｗￇｾ満 橋北 詰〉
電 話 ⑮ 8 8  2  9  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話7503・3665

津 市 栄 町 2 ー 111 電 話 3 6 1 0

雄繁)11  代表取締役

⑨ 

社

大 阪 営 業 所

l暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 興 商

取締役判長 中 山 敏 正

庖 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電話大阪⑩ ＳＳＹＱｾＵ 悉

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  ｾ＠ 8 審

神戸市生悶区下山手通八丁目 三三 電 話元町0 30351書

仙 台 市 東 四 番 丁 四 五 電 話 ② 5 1 3 61&

本

仙 台 支 底

名 古屋 出張所
四日市営業所

濠 営 業 所

空 気 調 和 設 備

計 施

衛 生

設

給 水

工

社

ｾ、

A  業 株 式エ山平

平

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 2 丁 目 2 番 地

電 話 大 阪 (441)代 1 9  9  4  (443) 代 0 3 3 1

平

十

口

小
山取締役社長

| 合 併 房 ・ 空 気 調 和 ・ 環 境 衛 生 工 事 一 切

、ｾ 設 計 施 工

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

社 長 牛 田 正 郎

本 社 大 阪 市 北 区 万 才 町 50

大阪事業本部 電 話 大代表 (312) 8  6  

東京事酬幾本部 霊言JF芸(3昂部7!普7A

名 古 屋 市 中 区 城 代 町 7

電 話 (ω23ω) 4 6 9 0 ' 3 5 2 0  

京 滋、下関 、新 潟、金沢

名古屋事業本部

温 湿 度 調 登 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

苦f . 業 部

冷房 ・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

理 研

大阪営業所

101 

鋼 機 株 式 会 社

大阪市東区高麗橋 5 - 4 5 ( 興銀ビソレ別館 )

i屯 大 阪 代 (202) 7 7 4 5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

1吉 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間 町 l の46 ( 大同 ピノレ)

1低 東 京 代 (501) 3  1  5  5 番

名 古 屋 ・ 仙 台 連 絡 所 福 岡所

本社・分室

本社・工場

業営

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 4 ー 7 1  

m 話 ⑮ 2 80 8 ・2 8 0 9 ・2 8 0 0 ・2 13 4

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 1 7 番 地

電 話 (811) ( 代表) • 6  2  9  4  

支后出張所 名古屋 ・福岡 ・札 幌 ・仙 台 ・高 松 モ広 島

宇土本
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各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

社

電 気 工 事 設 計 施 工

藤 電 気 株 式 会

西 村 庄 市

社
ゐ
一
品株 式

k =  

ヌL電浅 海エ

雄

大 阪 市 北 区 老 松 町 1 丁 目 2 2

電 話 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電 話 (481) 8 6 2 1 ‘ - 4 ・3 5 7 3

名 古 屋 ・札 幌 ・ 旭 川 ・福 岡

正海浅取締役社長

社

東京支社

本

取 締 役社 長

大 阪 市 北 区 聖 子 的 UIJ 六 } L

il2 J.; ・大 阪 (313) 代表3456

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 掘 二 丁 目十二

屯 J1i ( 551) 8  3  3  0 ・8 3  0  3  

引 業 所 名 古 屋 ・神戸・岡山・広島 ・ 北 九 州 営 業 所

電 気 工 事 設 計 施 工

事

エ

式

装

工

・

針

施

株

事

計

業

エ

設

気

工

電

社

. A.  

ｾ＠原栗
工 業 株 式 会 社

騰

会 =

交1中 央 電
、.ー

村

大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 五 六 番 地

這 話 大 阪 代 表 ⑩ 8 1 3 1 - 7

東 京 ・名 古 屋 ・四日市 ・神 戸 ・御

坊 ・新 宮 ・松 山 ・ 草 津

A 、

7  
取締役社長

社本

英

大阪ili 北区永後UIJ 8 務地 ( 日産生命館)

屯 訴 大 阪 ⑭ 代 表 1 2 3 4 - 9

支 社、 東 京 ・ 名 古 屋

出5! i 所 舞鶴 ・広島 ・八鍬 ・福岡 ・富山

原栗取締役社長

支 庖

営 業 所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

..6恥

コヨE
商

. e :  

ヌLト 電マヤ株式会社

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (341) 代 3 0 5 6  

東京都港区芝田村町5- 29 相馬ビル部皆

電 話 東 京 (434) 3848 ・(431) 8435 

大阪商・北海道 ・名古屋 ・四日市・福山福岡

快 調 衛 生 設 備 用 各 位 自 動 制 御 盤

監 視 盤 ・グ ラ フ イ y ク 盤 ・ 指 示 計 器 盤

端子ｾ ・ 高低圧受配電盤 ・ 分電盤
各 純 フ ロ ー ト ス イ ッ チ ・ = A の 他

各 純 自 動 装 置 用 電 気 機 器 設 計 製 作

森 井 電 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 森 井 定 11事

専 務 取 締 役 佐 野 春 宵

本 社 東 京 都 港 区 芝 三 lH 網 開r - - 番 地

電 話 東 京 (451) 代 表 9 6  1  1  

支 /g  大 阪 市 北 区 常 安 町 十 六 番 地

電 話 大 阪(443) 代 表 8 3  8  1 ・夜間( 441) 0502

出張所名占民 ・ Ｑ 五ｋＮｾ・福岡・仙台
工 場 東 京 ー大 阪 ・福 岡 ・ 名 古 屋

可 ｉＧ ， ｟ｌｾ

I/ M 
冷;111 取締役判長

ネ土

東京営業所

本

@  

pfT 

段

起

一

刈マ電
町

陽
ロ

灯

、

t

e

f

@

 

牛
ム

、

芳

川
l

工

会株 式

張出

電気・曜冷房・空調工事設計施工

三 宝 電 機 株 式 会

市

問

削

制

担

問

川

大

直

八

河

村

一

川

U

H

H
目

邸

十

引

三

旧

3

5

丁

⑪

二

2

創

刊

5

0

四

)

町

9

博

巳

9

7

り

境

沿

D

壬

⑫

通

ω

5

4

本

訂

局

堀

一

崎

一

日

問

、

」

島

佐

四

1

U

之

阪

土

f

B
何

中

区

⑩

官

一

一

回

大

西

間

一円

京

開

制

話

市

対

市

話

附

阪

阪

話

都

-

大

電

大

電

京

社

所

所

蝶

蝶

営

営

阪

都

大

-
尽

本

社

大 阪 市 北 区 制 笠 町 五 o ( 堂ピ J レ三階)

屯 話 (312) 1  4  7  1  ( 代〕

東 京 都 中 央 区 明 石 町 1 5  (辻苧ビル) >

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 了 目 二 O 番 地

電 話 ( 99 ) 5 1 3 1 - 3

小 怯 市 ・堺 市 ・高 槻 'P . 姫 路 市

f云納.. 取締役社長

ネi

庖

本

支

営業所

出4長jifr

唱・

電気工事・設計・施工
事 設 計 施 工電 気 工

社
A

G

2

 

式株

k =  

ヌL電本中
社

必』

コヨZ式株

. e :  

ヌL電東;工

明

社 大 阪 市 城 東 区 里 子 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

、 電 話 大 阪 ( 931 ) 代 表 7 3 4 1 - 5

機器工湯 大阪市城東区野江東之町三丁目一一電話大阪11307004

資材倉庫 大阪市域東区野江西之町三丁目一一三 電話大阪回収lq3

正本中取締役社長

本

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 JBj 山 通 9 T 目 72

電 話 ( 716) 4  0  3  5  ( 代) - 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

社

本

支

出張所

102 
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社

電 気 工 事 設 計 施 工

盟

〈

敏

株 式 会 社 三

代表取締役 夫

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 50 ( 堂ビル 7 階)

電 話 ⑩ 3 6  7  1  ( 代)

東京都中央区日本紙箱崎町 3 丁目 2 帯地

電 話 ⑪ 1 4  7  8  ( 代)

川 崎 ・相 篠 原 . t!fI. . 福 山

林

キ土

庖

本

支

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締f支社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

電 話 ・大 阪 @ 6531  ( 代) - 8  

支 底 名 古 屋

営業所 東 京

出張所 岡 山 ・ 北 九 州

出張所

東 京

エ レ ベ ー タ ・ コ ン ベ ヤ ー ・ リ フ ト

エ ス カ レ ー タ ・ホ イ ス ト ・ク レ ー ン

N ・T . E 型 オ ー ト パ ー キ ン グ ス テ ー シ ョ ン

設 計 働

白 本 エ レ ベ ー タ エ 業 株 式 曾 社

本 社 大 阪 市 大 淀 区 天 神 構 筋 6 ( 天六阪 J忽ピル)

電 話 (351) 4  9  2  7 代 表 7 0 7 1 交 換

業 所 東 京 都 台 東 区 上 野 3 丁目 10 番 10"可

電 話 (832) 5  2  4  1 代 表

名 古 屋 島 企 業 所 名 古 屋 市 中 区 宮 出 町 5 8  

電 結 (24) 8  4  1  6  

作製

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

大 阪 支 社

支社長 姉 川 正 男

大阪市東区高麗橋五丁目二八番地

電 話 大 阪 (202) 0  3  2  5  - 9 恭

本 社 東 京 都 千 代 悶 区 西 神 田 l 丁目 8 番地

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・丸ノ内・名古屋・福岡

出 張 所 旭 川 ・白河・横浜・静岡・日山

青写真とマイクロフィルム

電 気 工 事 設 計 施 エ

キ富士電業株式会社
盲

フマ写外内株式会社

製図 ・トレース ・被写写真

実

大阪市西区北堀江上通 1 丁目 6 5  

電話大阪 ( 541 ) 0564- 7 ・7148- 9  

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

中田取締役社長

社本

T E  L  ｾ＠ 9055 ( 代表)大阪市北区堂島北町 16

@  

社寺数奇屋用瓦・・・・・ 大 仏 瓦

耐 風 雨 緩 勾 配 用 瓦 … … 大 和 瓦

美術建築内外装用タイル… … 大仏タイル

C ONT R AC T OR  

営業所

PAI NTI NG 

負言青事工装塗

株 式 会 社 大 併|

届装塗林

株式

会社

3555 

京都市東山区今熊野大仏池白町 9の9 (56)3725 

大阪市北区空心開T l 丁目 2 8  (お1)0703

名古屋市瑞穂区堀田通 1丁目 30 (88)2703 

東京都渋谷区上原 1丁目 29の 4 (467) 1641 

本 社

大 阪 営 業 所

名古屋営業所

東 京 営 業 所

Ｑｾ 苦続五 ＭｴＺ［ＭＶ 苦

ＱＧｽ 手レ字ＭＭｾ，ンホィ ｌ

-・・・. .  

. 樹 指 防 水 ゴ ー レ ヂ ン ，..“' 
. 樹H旨防水ゴ ー レ ッ ク ス ・、岨. "

. 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

TEL. 大 阪 @1756- 7 ・東京@ l 1335 
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株 式 会 社

三 幸 商 曾

大 阪 市 北 区 与 力 団Tー ノーO

電 話 大 阪 ( 358) 4 0 3 1  

M

o

m
四

一

8

w川

内

4

U

唱
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(  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ ア

+  
. .6.  

ココE
商ア

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 3 電 話 (371) 4  1  5  1  - 6  

北陸営業所 金 沢 市 長 田 町 1 -1 9  電 話 @

タ鈴
ネ土

L > .  

3三式株

2  2 8 7  

扇 ]1¥浸 入 剥 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

，jl 

デ二ワ媛匂 ｾＲｩｩ

ナ

こ

っ

瓦

株

式

会

社

容

2  
7G 

田T

丁

目

Ｇｾ ｾ Ｎ扇・・ ｅ ‘副 壷
大阪市東住吉区桑津町 3 丁目 59 曇

電 話 大 阪 (718) 1292- 6 出

和 歌 山 市 新 掘 6 丁 目 13 委

括 和 歌 山 (2)0298 ・9435 ，.. 

キ土本

東邦商会
出 張 所

耐 酸 ツ ボ 各 種 債 不

天窓瓦福林産地直売 rf [ # )  

建築掬弘76) j  

続吉田芳確商庖

tJJ 民23453点広孟一。

'  
d  

、

a1I.... の 新 建 材

プ リ ン ト 合 板 巴 官 オ 〉

プ リ ン ト 合 板 " ＧｘＢｩＮ ＢＧｾｦｦ＠

ビニール 合 板 ピ ニ ラ イ ト

ポリ ヱ ステル化粧板 ￯ｉｩ ｾＷＧ Ｍｉ

立 体 加 工 柑 0 . . 0ヲンマー

ア ジ ロ 合 板

咳ル-f:l nイシ

新 建 材 一 式

l ⑥票差金照合守|

工 芸 合 板

合 成 接 漕 劃l

そ の 他

⑪ 滋 11] 岸窯業商底
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イ { 綿 セ メ ン ト の

最 高 水 準 を 行 く イ/

アスベスト ｊｾｉｊ ヤ
Z スロシ勾イ此

tI:J ヨz-l ，

流し台・調理台

隻語孟亙面取

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 1

電 話 ( 532) 1  2  3  4 代 表

特約販売 ・工事庖

A sbesto.  Barri ev 

( 硬質石綿板)

建物内外壁、間仕切 、天井扉、電気室

発電所、配屯室、製鋼、ガラス工場

の壁、製糖、製油製薬工場の床スカ

ー トl!.i などに最適

泉 石 綿 工 業 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 間 心 問I 1 の 1 1  

'r!J: 話 ⑩ 3 4  4  2 ・4 0 7 8  

( 呈カタログ)

販 売 工 事

各種保温保冷材料 冷 暖 房 工 事

各 種 冷 暖 房 機 器 防熱防音工事

冷凍機 ・石綿製品 各種配管工事

各 種 樹 脂 加 工品 設 計 施 工

東洋キャ リア工業株式会社

東 洋 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

( 株) 大阪パッ キング製造所

大 洋 産 業 株 式 会 社

③日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社

取締役社長 "石 川 良 輿

本 社 及 大 阪 営 鍵 所 大 阪 市 西 区 土 佐 寝 泊 1 の 16 ( 石川ピル)

電 話 大 阪 ! ( 443)  3  6  6  1  - 5  

九州支社及畏直面営鍵所 長崎市茂里町13番地 電話 ( 4)0092 ・03ω

営 鍍 所 及 出 ! I 所 広ぬ 福岡 ・小倉・ 大分 徳島 ・舞鶴・東京

ブ ル ー フ テ ッ ク ス

ブ ル ー フ コ ー ト の 併 用 を

何れも合成ゴム、合成樹脂系 のエマル ジョンで簡

単 に施工が出来完全防水の目的が果 せ ます 。

詳細説明書送呈
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アルミニウム 東京カーテンオール工業株式会社

( 旧社名* 京鋼板工業株式会社)

ス テ ン レ ス カーテンウオール

本 社 及 C I，品 *  M r.l i 荒 川 区 尾 久 田J 5 ノ 1 0 0 0  

' .U:話 (891) 8  1  3  1  - 8  

大 阪 支 l占 大阪市北区' / ; ¥回目T 1 8 1ft J也 ぬ 似 ビ ル

ｾ￼Ｎ話 ＨＳＶ Ｑ Ｉ 9  1  5  4  - 7  

名 古 屋 支 1占 名 古 屋 Ｂ ｪ Ｊｾ Ｚ 久屋町 Ｕ の Ｙ (f:i ・，mピ ル ) ③ 2578- 9  

侃 問 出 鋭 所 福 岡 市 崎 u 田f 15佐 J也の l (サ ン ピ ル3階 ) ③ 8 8 2  5  

ブ ロ ン ズ

N. G. C. 武

( 米 国 パ ブ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア 川 一

米国パイヤライト・コンパウンドアスフアルト J …ι

内外Z 業株式会粍

本 社 大 阪 市 阿 陪 野 区 旭 町 ー ノ 五- { 電 話 ( 64 1  )  3434 - 6  

L夜 間 ( 631 ) 0810

工 場 大 阪 市 東 住 吉 区 桑 津 町 三 ノ 一 六

JBP2担率R qEf  

h

J

J

・
-
、

本 社 大阪市住吉区万代東 6 I  3 電 話 大 阪 ( 672) 1281( 大代表)

堺 工 場 堺市浜寺石津町中 2 ノ200 電 話 堺 ( 3) 7301( 代 表 )

和泉工場 和 泉 市 観 音 寺 町 2 2 0 電話 和泉 ( 41) 4151( 代 表 )

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 徳 島

ＭＭ一三三三ｾＢＺＺＭ［Ｇ［ＧＮＮ｟Ｂ ＭＢＧＭ ＭＧＮＮＮ・・ ｵ ・ー・・ Ｓ ・ＮＮ ＮＮＮＮＺ戸ｾＭｾＮ・、Ｚ ;・J 宇五三万戸て・・: ・.. .三.. . Ｎて ｖ 子て ｅ ・ ｊ ・ ｾ Ｂ ｯ ＺＮτＭ［ＭＺＭ［Ｍ ・Ｇヲ ｌ ・ＢＧｓｾＭｾ ::.・J ・・・3 守 τ • .; ＮＮ・ Ｑ ・・ ｶγ ・Ｎ・ＺＺｾＭＧ・. ＮＮｾＮ＠ ... _..， -- ... -・- .  •.. .. 
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ー / スレート小波¥

網 入 光 り 波 型 ガ フ ス 〔 ス レ ー ト 大 波 ) 長 サ 965% 1，818引

ダ イ ニ チ ・ ア ー モ ラ イ ト
波 板 ・平 板

(硝子繊維強化ポリエステル板 ) 各種波、寸法 (長尺物有 )

製造販売 大日本硝子工業株式会社

大阪支広 大阪市北区玉江田T 2 /  4  (三菱倉庫 ビル ) 屯話 ⑪1389 ・3389 ・3281

本 社 神 奈 川 県 相 模 原 市 小山 字 久 保 2 2 4 屯⑫3101- 4  

「 特 許 内 外 式

電 動 ベ ン チ レ ー タ ー

建 築 基 準 法 に フリ ーパ ス の ガ ラス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

屋 上 強 制 換 気 装 置 の バ イ オ ニ ヤ

ご イ言 束 頁 に お こ た え で き る

行 届 い た 設 計 地 工

工 場 ・プラ γ トホーム ・

f本育館 ・アーケー ドに品;m

内 外 建 材 株 式 会 社

内 外 式 連 続 採 光 換 気 装 置

コンチニアスベンチレーター

筒型各種ベンチレーター

大阪市西 区土佐 堀 船 町23 ( 大 阪 商工 ビル )T E  L (441)3983・4396

工場 大 阪 市 城 東 区 天 王 国 間T 1 の 141 T  E  L  ( .962) 1149  

設 計 施 工

ミ 冷 蔵 庫 防 熱 工 事
4 ー アスファノレ ト防 水 工 事 怒

ミ ー ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスファノレトタイノレ工事 選

議耐酸モ ノレタノレ工事
'  各 種 床 工 事 選

大阪耐臣会乏業P R ，

大阪市北区浮 田町82番地 電話大阪(371) 1333番

岩 元 式

ヌカイライト並号明シチレーダー|

サ ッシ ュ、ドア一 、 シ ャッ ター

伸縮扉、オ ベ レータ一、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工
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g艶

建築業者登録番号 ( チ) 第 5 8 0ワ号 甲種・乙種防火戸

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町4 丁目 3 3 番地 電 隠 ( 代 表 ) 4 ワ1 8 3 3 1  

忠 岡 工 場 大 阪 府 泉 北 郡 忠 岡 町 字 北 出 1 ( 1 話泉大津 ( 2 ) ＴｾＶＰ＠
大阪官集局荷 ( 352) 4571K&' Ji(京 (771) 1171 名 古 匝 ( 33) 6171 点都 ( 35) 6591 滋賀 (.k，院) 制09・伸戸 (22)6591' 偏岡 ( 3) 4103 其町他全国主要都市

ス チ ー ル

7 ) レミ

ス テ ン レ ス

サ ッ シ ・ ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シ ャ ッ タ 一

三 高 式 オ ベ レ ー タ ー ・ ド ア ー ハ ン ガ ー

ぶ;ミ

警 韮 三 高 製 作 所

本社叫 ｊ 己ケ附 ＢｪｾｬＧ ｴｩｉＡＮｪ ｊｩ 川 捌， ｵｨ ｳｺ Ｈ ［［［ ［＿ ［ ［ＲＲ［［

F  

t  



内 装資 ホオ

専 門 庄

建 材 の

神 戸市生 田区北長狭通 4 - 1  ( 英和ヒ、ル)

直 通 電 話 神戸 (33) 0881- 3  

支 盾 大阪市北区制笠IIIT50( 堂ビル 5 階 502号室)

直 通 電 話 大 阪 ( 312) 2031- 4  

倉 庫 神 戸市野合区八幡通 1 - 5  (電話⑫2923)

句E

室 谷 商 事 株 式 会 社

か国で好評の・. .  

__l . - -T ..--- 新 興 の 繊 維 壁 ノ

〈新発売〉

龍 鳳 ・ 桃 山 壁 ・ 昭 和 壁

- 清 流 ・ 錦 上 壁 K

・ 大 和 壁 ・ 臼 本 壁

・ 新 興壁 ・ 新 日 本 壁

・ ほ た る ・ 蛍 光 壁

・ 錦 上 壁 ・ い す ぎ か ベ

- パ ビ ロ ン 壁

・ カ セ ロ ン ウ オ ー ル

・ チ エ リ ー ウ オ ー ル

・ ス ー パ ー ウ オ ー ル

- 防錆斉j ヱパコン ・耐湿剤オートン ・化学糊スーパーシンケン糊

( 全固有名越材底にあります )

⑧株式会社可塑空汽吾警戸
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- 御申越次第カタログ進呈
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陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

曲、，ミー陪111，帯

コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層 s  

奥山化工業株式曾枇

東京都中央区銀座西 8 の 3 電話 (571) 2703- 4 ・2370 .  4064 ・0264

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 南 区 著 草 町 3 3  電話 (81) 3  6  6 0  

新 し い 時 代 の

燃 え な い 建 築 資 材

吉野后賓郡大阪支活

大 阪 市 北 区 盆 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新 大 ピ ル )

支 腐 福 岡 官官鱒所 札 幌 ・仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島

関 係 会 社 菱 化 吉 野 才7膏 . .'1- .， ソ 吉 野 石 膏

字 書E 吉 野 平1 膏 ・住 鉱 吉 野 石 膏 ( カタログ進呈)

"-
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気 象 庁 の 長 期 予 報 で は 、 乙 の 夏 は 酷暑 ・・・

「目 立エ ア ー コ ン デ ィ シ ョナ ー 」が 実 力 を

発 揮 し ま す 口 目 立で は 日本 の気 象条 件 を

徹 底 して 調 査研 究 し 、 そ の す べ て を 製 品

に 反 映 さ せ ま し た 。

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

- 主 な 用 途

・ ホ テ ル ・ 銀 行 ・ 劇 場 な ど の 涼 し い サ ー ビ ス に 。

・ 一 般 事 務 所 ・ 病 院 な ど の 能 率 向 上 に 。

・ 自 動 計 算 機 室 ・ 精 密 計 器 室 な ど の 機 器 保 全 に 0

・ 製 薬 ・製 菓 ・製 紙 な ど の 生 産 性 と 品 質 管 理 に 。
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電 話 大 阪 ( 231 ) 9648 ・9649 ・9640

振 替 口 座 大 阪 3 9 9 7 5 番

東 京 / 東 京 都 千 代 田 区 神 田 岩 本 町 1 3  

大 阪 / 大 阪 市 西 区 京 町 堀 l ノ 7 4  

名 古 屋 / 名古 屋 市 西 区桜 木 町 3 丁 目 8 番 地

広 島 / 広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

博 多 / 福 岡 市 万 行 寺 前 町 1 4  

ご 入 会 の お 申 込 は ー・・ー

「建 築 と 社 会 J 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 
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